

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　反動






　後にこの時代を詠うたう吟ぎん遊ゆう詩人たちがよく使う語り出しに、次のようなものがある。

『王国に三ドリー侯・マルキ家ーゼンあり。聖女に三ドリー・ク武ライフスグ伯ラーヴエンあり』

　アレンヘルトフドムヘム公国・アレンヘムは独立を認められた国である一方、その内部にはアレンヘム公こう爵しやくから領地を賜たまわり、また推すい薦せんを受けることで王家から爵しやく位いを受けた貴族が何人もいる。その多くは魔王グローテ・戦役オールログの折に功績を挙げた武人の子孫であり、彼らはアレンヘム公爵家に忠誠を誓ちかう代わり、領地とそこに住む領民、そして税を取り立てる権利を与あたえられた。そのほとんどは今も地位と先祖の血とを受け継つぎ現在に至っている。

　コステル伯エドゥアルトもその一人である。彼は二五歳のとき、アレンヘム公爵家に仕える三つの武家──通つう称しよう三武伯の一いち翼よくを担う伯はく爵しやく家を受け継ぎ、自領を治めてきた。武家の当主に相応ふさわしい体たい軀くの持ち主で、彼が繰くり出す斧おのの一いち撃げきは、ドワーフドウエルグにも劣おとらないと評判だった。ただし伯爵家唯ゆい一いつの男子として育てられたせいか、やや身勝手と思われる言動を父などに心配されてもいた。

　そんなコステル伯の元に一通の書状が届けられたのは乾草月ホーイマーント（七月）五日のことだった。

「伯爵さま。アレンヘム公爵家より書状が届きました」

「なんだ？　見せよ」

　コステル伯は執しつ事じから書状を受け取ると、すぐに目を通した。しかし読み進めるにつれ、彼の顔は険しいものになっていく。

「伯爵さま。公爵家からはどのような……？」

　コステル伯は苦々しい顔をして書状を握にぎりつぶした。

「カレルとかいう平民とセシリアの結けつ婚こん式の日取りが決まったそうだ」

　執事は黙だまり込んだ。今余計な言葉を口に出せば、若く血気盛んなコステル伯からどのようなとばっちりを喰くらうかをよく知っていたからだ。傍そばに控ひかえている侍じ女じよたちにもそれとなく距きよ離りを置くよう手で合図する。

「おのれ、カレルめ……！」

　執事の推測は正しく、コステル伯の顔は燃えてしまうのではと思えるほど真っ赤になりつつあった。

　五フアイフ芒ステル・国ランデンを統すべるバルテリンク王家が《魔王のデ・レウフ左腕エンケネル》を所持していたこともあり、少なくとも討ナ・デ伐・フイク暦トーリ一九八年に至るまでは大きな戦争もなく、貴族たちが新たな領土を賜り、勢力を拡大することは非常に難しい状じよう況きようが続いていた。

　それでも一つ勢力拡大の手段があった。結婚だ。血の繫つながりこそが最良の同盟であり、自らの血を拡散することは、非常に合理的な勢力拡大の手段だった。コステル伯もその方法を模も索さくする一人であり、彼が狙ねらっていたのは当然ながら主家にあたるアレンヘム公爵家の一人ひとり娘むすめ、セシリアであった。

　だが、彼の野望は打ち砕くだかれようとしていた。

「まさか、あのような馬の骨にセシリアを奪うばわれるとは……！」

　コステル伯は二五歳となり、爵位を継いだ今もまだ結婚していなかった。それはひとえに、セシリアと結婚するためだった。

　アレンヘム公爵家に生まれる娘は、女神オルタナの加護を受ける運命にあるという。そのせいかは不明だったが、アレンヘム公爵家には代々女児しか生まれないという因習があった。当然ながらその一人娘の元へ婿むこ入いりすれば、次期アレンヘム公爵となる道が約束される。アレンヘム公国に生まれた貴族の男子ならば、誰だれもが一度は考える未来だった。

　コステル伯もその野望を実現するために尽じん力りよくしてきた。アレンヘム公爵家とコステル伯爵家が懇こん意いにあることを利用し、セシリアが幼い頃ころから気を引こうと贈おくり物を欠かすことなく、舞ぶ踏とう会などがある度に積極的に誘さそってもきた。

（セシリアめ……。この私を差し置いて、商人だか傭兵フールリングだかも分からぬ輩やからと結婚するなど許せん！　絶対に許さんぞ！　あの金きん糸しのような髪かみに触ふれていいのは私だけなのだ。あの絹のような柔やわ肌はだに、あのふくよかな胸に触れていいのは私だけなのだ！）

　結婚式は収穫の月オーフストマーント（八月）一日に執とり行われるとあった。もう二〇日余りしかない。

　それまでになんとしても手を打たねばならなかったが、カレルは根回しと気配りとやらで国内貴族の懐かい柔じゆうを図っている。とりわけコステル伯にとって厄やつ介かいなのは、隣りん国ごくフライスラント軍が侵しん攻こうしてきた際に行われた、アンデール夜や襲しゆう戦におけるカレルの大勝利だ。あの大勝利のおかげで、カレルを次期公爵として認める風潮が貴族・平民を問わず出始めている。フライスラント軍の脅きよう威いは未いまだ健在である以上、カレルを中心に国力をまとめるべき──という意見は根強いのだ。

　なんらかの行動に出るなら今しかない。幸い、自分と同じようにカレルという存在を敵視している同志はいる。

（敵の敵は味方たり得るのだ。この際、利用できるものはなんでも利用してやる）

　こうして人知れず、コステル伯の野望は育はぐくまれていた。








第一章　動乱の序曲
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　収穫の月オーフストマーント（八月）一日。

　この日、アレンヘルトフドムヘム公国・アレンヘムは喜びに沸わいていた。公国を治めるアレンヘム公爵の一人娘、セシリアの結婚式が行われたためだ。

　結婚相手の名はカレル。二〇〇年に亘わたって公国の守りを一手に引き受けてきた傭よう兵へい団、《狂嗤バルダー・の団ブリガーデ》の団長でもある。

　本来であれば結婚式など行っている場合ではなかった。アレンヘム公国は隣国フライレヘレンデ・パスランルタイ・フアント自治領・フライスラントとの戦争の最中であり、フライスラント軍の再侵攻はいつ行われてもおかしくはない。

　それでも結婚式が執り行われた理由は、国を一つにまとめるためというものもあったが、なんといっても現アレンヘム公爵の体調に依よるところが大きい。

「最後の父親の役目を果たしたい」

　日ひ頃ごろから常々そう口にしていたアレンヘム公の体調は誰が見ても末期的であり、骨と皮だけとなった手足は本来なら歩くこともままならないはずだった。

　それでもアレンヘム公は、結婚式の式場で娘むすめ婿むこ──カレルの元へ娘を連れて行くという父親としての最後の役目を果たすことを熱望した。

　果たしてそれはこの日、実行された。多くの出席者が見守る中、花はな嫁よめ姿すがたのセシリアと共に式場に現れたアレンヘム公は、弱々しい足取りではあったが、まさに最後の力を振ふり絞しぼって花はな婿むこの元へ花嫁を連れて行ったのだ。

「後は……頼たのんだぞ、カレル」

　それは並なみ大たい抵ていの『頼む』ではない。この義理の父となる人に、もはや時間は残されていない。彼が人生を賭として育ててきた国と、そして愛まな娘むすめとをカレルは託たくされるのだ。

「……全力を尽つくします」

　カレルがたったその一言を口にすることに、相当な覚かく悟ごと労力が必要だった。

　カレルの返答に満足してくれたのかは分からない。ただアレンヘム公は無言でここまで付き添そってきたセシリアの腕うでを取った。そして彼女の腕を、カレルの腕に絡からませる。

　父から娘を受け取る儀ぎ式しきはこうして終わった。カレルとそしてセシリアは父に背を向け、大勢の参列者が見守る中、二人でゆっくりと司祭の元へ向かう。

　アレンヘム公は妻に先立たれた後も国の主としてその身を粉こにして尽力し、そして今セシリアの父としての最後の責務を全うしたのだ。その心境たるやいかばかりか。参列者の中には屈くつ強きようだが粗そ雑ざつな傭兵フールリングたちも多く含ふくまれていたが、このときばかりは誰一人として無駄口を叩くこともなかった。

　やがてカレルとセシリアは、この日のためだけにヴィエレビツスドム・ヒト司教領ヴイエレヒトから派は遣けんされたリースハウト司祭の前に立った。彼の背後には同じく司教領から持ち込まれた女神オルタナの像が飾かざられている。

「これより新しん郎ろうカレル、新婦セシリアの結婚式を執り行います。今日このときを迎むかえられたことを女神オルタナに感謝しましょう」

　リースハウト司祭は女神オルタナの教えを浪ろう々ろうと告げていった。

　かつてこの大陸では様々な神に祈いのりが捧ささげられていた。だが魔王グローテ・戦役オールログの折、《アレンヘハイルグ・フアムの聖女ン・アレンヘム》を遣つかわし人々に唯一加護を与えたのは、女神オルタナただ一ひと柱はしら。それから一九八年、オルタナは人々を見守り続けてきた──という話が重々しく語られていく。

　次に司祭は、列席者にこの結婚に異議のある者がいるかどうかを聞き、反応がないことを確かめると、もっとも重要な儀式に移った。

「では新郎カレル。宣せん誓せいを」

　リースハウト司祭に促うながされ、カレルは右手を掲かかげた。

「あなたはセシリアを妻とし、病めるときも健やかなるときも、富めるときも貧しきときも、幸せなときも困難なときも、死が二人を分かつまでこれを愛し、慈いつくしむことを誓いますか？」

「セシリアを妻として愛し、今日よりいかなるときも共にあることを誓います」

「では新婦セシリア。あなたはカレルを夫とし、病めるときも健やかなるときも、富めるときも貧しきときも、幸せなときも困難なときも、死が二人を分かつまでこれを愛し、慈しむことを誓いますか？」

「カレルを夫として愛し、今日よりいかなるときも共にあることを誓います」

　セシリアもまた同じように右手を掲げて誓う。

「誓せい約やくはなされました。では、誓いの口付けを」

（来た……）

　カレルは嬉うれしさなどを感じるよりも先にまず戦せん慄りつしていた。

　こればかりはかつての師たち──エルフエルフやドワーフドウエルグ、フェルトフォルクもロクにやり方を教えてくれなかった。初の実戦で全力を出さねばならない。

　セシリアと正面から向き合う。まずセシリアの顔を覆おおっているヴェールを持ち上げる。少しだけ顔を赤らめているセシリアの顔が露あらわになると、カレルは胸が高鳴るのを自覚せざるを得なかった。

（綺き麗れいだ）

　本当にこんな女性と結婚することになるのか──とあらためて人生の機き微びを不思議に思う。もちろん責任は重大だ。一人の女性どころか一つの国を背負い、二年後に再臨する魔ま王おうから守り抜ぬかねばならないのだから。

　それを思うと気が重くなるどころではないが、それでも彼女と結婚できるなら、と思ってしまう自分がいっそ不思議だった。

（ええい、あれこれ考えても仕方がない！）

　カレルは覚悟を決め、自分の顔をセシリアに近づけた。

　セシリアも覚悟を決めた──のかどうかは分からないが、顔をやや上に上げて目を閉じ、カレルの動きを待った。




　ついに唇くちびると唇が触れ合う。




　これまでにカレルは考えたことがあった。なぜ人は口付けをするのかと。

　その答えが今この瞬しゆん間かん分かった。セシリアという自分が愛している女性と、唇という普ふ段だん触ふれない部位で接していることがまず嬉しい。そして気持ちいい。理り屈くつなど分からない。ただ唇で触れ合っているこのとき、カレルの全身をえもいわれぬ快感の波が駆かけ抜けていた。

「ここに、両名を夫婦と認めます」

　リースハウト司祭が宣言し、式場を拍はく手しゆと、そして──傭兵たちが殴なぐり合う音が響ひびいた。

　傭兵や農民たちは識字率が決して高くない。そんな彼らが結けつ婚こんしたという事実をハッキリと残すには、相応の強きよう烈れつな出来事を一いつ緒しよに脳裏にきざむ必要があった。そこで彼らの間で生まれたのが、結婚式の際、隣となりの同席者と殴り合うという風習である。

　領主の娘の結婚式であろうと、その結婚相手が傭兵である以上、例外はあり得ない。このとき多くの傭兵たちが一いつ斉せいに殴り合うという情じよう緒ちよもへったくれもない出来事が起こり、貴族の出席者たちに呆あきれられることになる。さすがに結婚式の場で殴り合あいが喧けん嘩かに発展するようなことはないが、後の宴えん会かいで思い出したように大乱らん闘とうになるのは間ま違ちがいない。

（自分にはこういう結婚式の方が似合ってる）

　傭兵たちが背後で殴り合うのが気配で分かったカレルとしては、いささか気が楽になったほどだ。

　名残なごり惜おしいがセシリアから唇を離はなす。セシリアはすぐさま顔を真っ赤にしてうつむいてしまった。その表情が、その仕草が、今は愛おしくてたまらない。

　日にち没ぼつ後になれば夫としてセシリアを抱だくことになる。もはやそのことはあまりに幸せ過ぎて考えたくなかった。

「では祝しゆく杯はいを」

　結婚式の締しめくくりとなるのは、司祭の祝福を受けた酒を飲み干すことだ。

　カレルとセシリアの元にも二つのガラスの杯さかずきが手て渡わたされる。満たされた酒は領民が造った最高級のエールだ。ガラスの杯は二人の結婚を祝い、ドワーフの王国から送られたものである。

「二人の若き夫婦に女神の祝福のあらんことを」

　司祭の声を合図に、セシリアと共に中のエールを飲み干す。

　カレルは酒が好きというわけでもない。そのせいか、喉のどを通り抜ける液体はひどく苦みが感じられた。生しよう姜がと蜂はち蜜みつで味も風味も調えられているようだが、それがかえって味を粗雑にしているようにしか思えない。ただ高級酒というのはこういうものか──と一人納得するしかなかった。

　やがて酒を飲み干すと、セシリアと顔を見合わせ、笑い合う。これが夫婦最初の共同作業なのだ。

　異変が生じたのはそのときだった。

（なんだ？　頭が……痛い？）

　最初の異変はかすかな頭痛として生じた。次に体がフラついた。かろうじて踏ふみとどまったが、セシリアに不思議そうに見られる。

　カレルはその体の変調を、久しぶりでかつ飲み慣れない高級酒に酔よったからではないかと思った。だが酔いにしても回るのが早過ぎる。それに、次にカレルが感じ始めていたのは息苦しさだった。およそ酔いという症しよう状じようとは関連性がない。

　だが息苦しさも頭痛もフラつきも、時間と共に急激に増していった。

「あがっ……」

　息苦しい。どれだけ呼吸しても、体に空気が行き渡わたらないかのようだ。

　その苦しさは次第に増し、カレルは思わずガラスの杯を取り落とした。ドワーフの手による精せい巧こうなガラスの杯は無残にも砕くだけ散る。

　その音がきっかけとなり、誰だれもがカレルの異常に気付く。

「カレル!?　どうしたの!?」

[image: ]

　誰よりも心配そうな表情を浮うかべ、セシリアが駆け寄ってくる。

　ここに至って、カレルも何が起きたのか悟さとらざるを得なかった。

「ど、毒だ……！」

　そう口にするのが精せい一いつ杯ぱいだった。カレルの体内にはもはや満足に口を動かすだけの余力も残っていなかった。

　どれだけ激しく呼吸しても息苦しさは消えることなく、それどころか増していく。苦しい。カレルの顔が苦く悶もんに歪ゆがんだ。

「カレル!?　いやああああああ！　誰か、誰かカレルを助けて！」

　セシリアが半はん狂きよう乱らんになって叫さけぶ。司祭を始め多くの人が駆け寄ってくるが、もはやカレルの意識は遠のき始めていた。視界が霞かすみがかったように薄うす暗ぐらくなっていく。自分が立っているのか座っているのかも分からなくなる。

　その感覚をカレルは何度も体験したことがあった。死が、間近に迫せまっているのだ。

「いやああああ！　カレル、カレル！　そんな、いやあああああ！」

　取り乱すセシリアの顔が、かろうじて視界に入る。

（すまない、セシリア……）

　自分の妻となった女性に、結婚早々こんな悲しげな表情をさせてしまった。それだけがカレルの心残りだった。




　　　　◆




「うわあああああ!?」

　カレルは目を覚ますと同時にまず咳せき込み、荒あれた呼吸を整えなければならなかった。

　呼吸しても空気が取り込めないのでは──という恐きよう怖ふはあったが、幸い杞き憂ゆうだった。

　そしてカレルを落ち着かせるように、額の上になにか柔やわらかいものが乗せられる感覚があった。

　セシリアの手だった。

「大だい丈じよう夫ぶよカレル、大丈夫だから」

　その優しげな声が脳に届くと、カレルはすぐ落ち着きを取り戻もどした。いつものことだ。自分の死を体験するという文字通りの悪夢にうなされ、そんな自分を見かねてセシリアが膝ひざ枕まくらをして介かい抱ほうしてくれていたのだ。

　目の前にはセシリアの心配そうな顔がある。もっとも、彼女の豊かな胸で視界の半分は埋うまっていたが。

「ふう。すまん、もう大丈夫だ」

　ちゃんと呼吸ができる。肺に空気が取り込める。ついさっきのように、どれだけ呼吸しても息が苦しくなるようなことはない。悪夢は終わり現実に戻ったのだ。

「ついでに一つ聞きたいんだが、今日は何月何日だっけ？」

「乾草月ホーイマーント（七月）一〇日だけど……どうして？」

「いや、ちょっとまだ混乱してるようだ」

　結婚式は収穫の月オーフストマーント（八月）一日の予定である。つまり二〇日後だ。

「本当に大丈夫？　いつもよりうなされてたみたいだったけど……」

「だろうな。いつもの灰グライズエルフに殺される夢じゃなかったからな……」

「一体どんな殺され方したの……？」

　カレルは口ごもった。結婚式で殺されたと伝えることは、たとえ夢の中の話であってもあまりに不ふ吉きつで抵てい抗こうがあったのだ。

　だがセシリアに隠かくし事はしたくなかったし、彼女は夫を亡くすことになるという点では当事者でもある。伝えないわけにもいかなかった。二〇日後に行われる結婚式で、毒殺されることになると。

「そう、結婚式のお酒に毒が……」

　夢の内容を聞いたセシリアは、表向き平静を装いつつも、どことなく怒おこっているようにも見えた。

「許せないわ。わたしたちの結婚式であなたを殺すなんて」

「いやまったくだ」

　他に口にすべき相あい槌づちが思い浮かばなかった。ただ彼女が自分の死に怒ってくれていることは多少嬉うれしくもあった。

「でもセシリアのおかげでまた死なずに済みそうだ。あとはなんとか毒殺される前に犯人を見つけられればいいが……」

　だがそれが困難であることは間違いなかった。あまりに情報が少なすぎる。なにせ毒の種類も出所も分からないのだ。

「そうでもないでしょう？　昨日まであなたは灰エルフに殺される夢を見ていたんでしょう？　それなのに今日突とつ然ぜん、毒殺される夢になった。つまり、夢の内容が変わるきっかけがあったってことでしょう？」

「ああ、そうだな」

　それは過去、自分で実験したことでもあった。

　セシリアの見せてくれる夢は、自分に起こる死の未来だ。そしてその未来は、行動次第で変えられることがコルネリウス切り込み隊長との決けつ闘とうで分かっている。

　つまり昨日起こったなんらかの出来事によって、未来が変わったのだ。そしてそれがなんなのかは、カレルはもちろんセシリアにも簡単に見当がついた。

「分かってるんでしょう、カレル？　なにが原因かって」

　セシリアの視線は若干の冷たさを帯びていた。

「エレオノーラが妊にん娠しんしたってウワサを流したことか……」

　エレオノーラ王姉。現女王マリアンの実の姉であり、隣りん国ごくフライスラント自治領を治めるフィクトル総督スタツトハウダーの息子と婚こん約やくしている。

　そのエレオノーラ王姉を旗はた頭がしらとしたフライスラント軍を、カレル率いる《狂嗤の団》が撃げき退たいしたのがおよそ一ひと月つき前の夏の月ゾームルマーント（六月）一五日のことだ。その際、カレルたちはエレオノーラ王姉の身み柄がらを拘こう束そくすることに成功した。

　フライスラント自治領に対する格好の人質を得た形である。事実、この一か月もの間、フライスラント自治領は軍の再編成と、エレオノーラ王姉が人質になったという事実を確認することに手て一いつ杯ぱいで大きな戦いくさは起きていない。

　だが、ただ彼女を人質としただけでは時間稼かせぎになるだけだ。フライスラント自治領は最終的に『エレオノーラ王姉奪だつ還かん』を口実に再侵しん攻こうしてくるだろう。そして実際のところ、もし再侵攻があればエレオノーラ王姉は人質になり得ない。王族である彼女を害するようなことをすれば、五フアイフ芒ステル・国ランデンすべてを敵に回すことになりかねないからだ。

　そこで昨日、カレルは遍歴商人マルスクラームルの師ホルサを通じて、ある偽にせの情報を流した。エレオノーラ王姉がカレルの子を妊娠したというものである。

　倫りん理り的な是ぜ非ひは別として、もしそれが真実だとすれば、まずエレオノーラ王姉とフィクトル総督の息子との間にあった婚約関係は見直さざるを得ない。そしてエレオノーラ王姉とカレルの間に生まれる子は、王家の血を引くことになる。そうなればフライスラント自治領はアレンヘム公国との戦争を継けい続ぞくすることは困難となる。王家に弓引くことに繫つながりかねないからだ。

　もちろん、セシリアとの結けつ婚こんを前に、エレオノーラ王姉を本当に妊娠させられるような度胸はカレルにはなかった。妊娠という情報こそ流したが、実際には指一本触ふれていない。そんな悪あく辣らつなウワサを流していることは、当のエレオノーラにも秘密にしているほどである。

　だが情報が真実であると思わせるための状じよう況きようは全力で作った。まずエレオノーラ王姉と接することのできる男はカレル一人に制限した。さらに意図的に二人きりで、かつ密室で会う機会を何度も作った。とどめとばかり、エレオノーラには出歩くことを制限しつつ、たくさんの菓か子しを食べさせることで、多少ふっくらさせた。

　いつの時代も、ウワサ話は好まれる話題だ。放っておいても侍じ女じよなどの間で「エレオノーラさまは妊娠されたのでは？」というウワサは立つ。つまりエレオノーラ妊娠という偽ぎ報ほうを流す下地はできていたのだ。あとは遍歴商人にそのウワサを拡散してもらうだけでよかった。

「だから言ったじゃない、いくらなんでも悪辣だって」

　セシリアは拗すねたように唇くちびるを尖とがらせた。

「おまえも最後には賛成してくれたじゃないか。一時的に俺とエレオノーラの名めい誉よは傷つくだろうが、あとで妊娠は誤りだったって発表すればいいだけだし」

「積極的に賛成したわけじゃないわ。誰も死ななくて済むって言うから……」

「いや、そのはずだったんだけどなあ。まさかその策が原因で、俺が毒殺されることになるとはなあ。どうせ黒幕はフィクトル総督だろうが」

「……やっぱりそうなの？　あなたを毒殺する犯人なんて、他に思い当たらないのは事実だけど」

「ああ。今後の展開を順番に考えれば、それしか考えられない」

　カレルは自分の考えを話した。

　まずエレオノーラ王姉が妊娠したというウワサを聞いても、フィクトル総督はまず疑ってかかるだろう。あまりにもアレンヘム公国にとって都合の良すぎるウワサだからだ。だがフィクトル総督がどう思おうと、表向きはエレオノーラが妊娠していないと証明されない限り、フライスラント軍の再侵攻は不可能だ。

　となれば、フィクトル総督は事の次第を確認するため、当然医師の派は遣けんを提案してくるだろう。だがカレルはあらゆる難なん癖くせを付けてそれを拒きよ否ひするつもりだった。たとえばエレオノーラの体調不良を理由にして。妊にん婦ぷなら体調不良はいつ起こってもおかしくはない。あるいは、派遣された医師が毒物を隠し持っていたなどと主張してもいい。医師が持つ薬は、大体が使い方を一つ間ま違ちがえれば毒なのだから。

「そこで問題だ。埒らちが明かないと判断したら、次にフィクトル総督はどんな手に出てくると思う？」

「……時間が経たつのを待ったら？　二、三か月も経てば王姉殿でん下かのお腹なかが膨ふくらんでないってウワサが流れるでしょうし」

「その通りだ。つまりこの策は稼げる時間に限りがある。ところが俺とエレオノーラに接する機会がある限り、何度でも同じ情報は流せるんだ。前回の妊娠のウワサは間違いだったが、今度は本当だってな」

「最低ね、それ」

　セシリアの視線が痛かった。

「それで戦争が止まるんだから許してくれ。だからフィクトル総督がこの状況を打開するには、俺を暗殺するのが手っ取り早いってことだ」

　フィクトル総督が黒幕だと思える根こん拠きよはもう一つある。

　夢の内容を思い出す。あの結婚式で、セシリアと共に酒を飲んだが、毒で苦しんでいたのは自分一人。セシリアは暗殺されていないのだ。

　セシリアはアレンヘム公こう爵しやくの唯ゆい一いつの子であり、《アレンヘムの聖女》として民衆に人気も高い。さすがに彼女を暗殺すれば、この国のフィクトル総督への敵意は一気に高まる。セシリアに限っては、暗殺するよりフィクトル総督の親族との婚こん姻いんを狙ねらう方が間違いなく都合がいいはずなのだ。

　それに、結婚式で毒を盛るとなれば、誰だれかを懐かい柔じゆうないし脅迫して毒を盛らせるしかない。その誰かは、結婚式の祝い酒に毒を盛れるほど、公爵家と深い関係にある人物でなければならない。そんな人物がセシリアの暗殺を容認するとは思えない。

　結婚前に他の女を妊娠させるような男がセシリアの夫に相応ふさわしいと思うか──などと誰かを扇せん動どうして毒を盛らせたのではないか、というのがカレルの推測だった。

「でも、今回は原因が分かってるなら対処は簡単よね。最悪、そのお酒を飲まなければいいんだから」

「いや、そう単純じゃないと思う。人を殺せるような毒は流通しないように王家が厳重に見張ってるはずだし、その毒を結婚式で使うのも簡単じゃない。もしフィクトル総督の魔ま手しゆが結婚式まで伸のびているのなら、たとえ毒の酒を回かい避ひしてもまた別の方法で暗殺される可能性が高いはずだ」

「つまり、暗殺の実行犯を突つき止める必要あるってことね？」

「そういうことだ」

　カレルとしても、何度も毒殺されたくはなかった。

（灰エルフに殺されるのも大たい概がいだけどな……）

　痛みすら感じる死の夢を毎晩体験するのはやはり辛つらい。それでも人間の体というものは不思議なもので、多少の慣れはある。少なくとも矢で射殺されたり、斧おので叩たたき殺されるといった肉体的な痛みを伴ともなう死には慣れてきた気がするのだ。

　だが毒殺は今回が初めてだった。呼吸しているのに息ができないというあの苦しみは、できればそう何度も体験したくはなかった。

「でも、調べる時間があるかしら？　今日だってあなたの予定、一杯でしょ？　三ドリー・ク武ライフスグ伯ラーヴエンとの面会だけは外せないし」

「そうだった……。まったく、結婚式の準備がああも大変だとは思わなかった」

　なにしろ次期公爵の結婚式である。結婚式の準備、結婚式前の挨あい拶さつなど、やるべきことはいくらでもあった。これでもフライスラント自治領との戦争中という理由で、多くの挨拶回りなどは後回しにしているほどだ。本当は「フライスラントどころか魔ま王おうが再臨するんだが」などと叫さけんで回りたいほどだというのに。

「それにしても、本当にあなたと結婚するのね……」

　不意にセシリアが顔をそむけてしみじみと言った。

「……ああ、そうだな」

　そう言われると、カレルも色々意識せずにはいられない。セシリアというこの美しい少女と、夫婦になるのだ。家族となるのだ。他人ではなくなるのだ。何度考えてもそれは実感の湧わくことではなかった。

「なあ、セシリア」

「え、なに？」

「抱だきしめてもいいか？」

「……ど、どうしたの、突然」

　セシリアがそう問い返すのは当然だった。

「い、いや。なんとなく」

　適当に言葉を濁にごす。実際、カレル自身なぜそんな提案をしたのかよく分からなかった。強しいて言えば、確認したくなったのだ。セシリアという少女がここに実在して、彼女と結婚することになるということを。

　カレルの申し出に、セシリアは顔を背けた。その頰ほおは赤い。何度か接していて分かったが、彼女は頰が紅潮しやすいらしい。

「別にいいけど……」

　決して拒きよ絶ぜつの言葉は口にしなかった。

　許可が出たので、カレルはあらためて彼女の体を正面から抱きしめた。控ひかえめながらも、セシリアも抱き返してくる。

　結婚を控えた婚約者という立場を考えれば、口付けぐらいしても許されるだろう。夢の中のことを思い出し、思わずカレルはその衝しよう動どうに駆かられた。

　だがこうして抱き合うことがカレルの限界だった。これ以上の接せつ触しよくが許されるのは、夫婦になってからでいい。

（今、俺は殺されるわけにはいかない）

　つくづく思う。初夜を迎むかえてもいないのに──という本音もあるが、それ以上に、

（セシリアは毎晩のように魔王軍に殺される夢を見させられてる。その未来を変えるために必死こいてあれこれやってるんだ！　それを無む駄だにされてたまるか！）

　なんとしても犯人を見つけ出そうと心に誓ちかうカレルだった。




　　　　◆




　翌日の朝のことだった。

　このところセシリアの寝しん室しつへの夜よ這ばいが日課となっているカレルは、当然朝になるともう一つの日課がある。朝帰りだ。警備中の兵士や侍女に見つからないよう、朝早くにコソコソとセシリアの寝室を出て行かねばならなかった。

　その姿は誰がどう見ても不ふ審しん者で、実際これまでにも何度か警備兵に見つかったこともある。もちろん、セシリアの婚こん約やく者で次期公爵であるカレルに文句を言う者などいない。ただ警備兵や侍女を問わず、「お盛んですね」と言いたげなニンマリした顔を向けられることは、そう何度も体験したくはなかった。

　やむを得ず、この日も物もの陰かげから物陰へとコソコソと移動していたときのことだった。

　廊ろう下かの向こうから、できれば今会いたくない人物がやってくるのが見えた。

（しまった……。よりにもよって……）

　散歩中のエレオノーラ王姉と、そして彼女の護衛を任せている数人の女性の傭よう兵へいたちである。その中にはエルフのミーリエルの姿もあった。女性の傭兵は非常に限られており、またエルフのミーリエルにはできるだけ城の中にいて欲しかった。そのため、ミーリエルにエレオノーラの護衛を頼たのむことは非常に都合がよかったのだ。しかし、護衛になってすでに半月ということもあり、「そろそろ飽あきてきたんだけど」と本人から苦情を受けているのは事実である。エレオノーラ王姉もそうだが、ミーリエルもまだできればあまり顔を合わせたくない一人だった。

「あら？　カレルじゃない」

　覚かく悟ごを決めて正面から彼女たちと出会う。

　物陰に隠かくれてやり過ごすという選せん択たく肢しもあったが、以前それをやったところ「誰かいるわ、下がって」とミーリエルに勘かん付づかれ、あやうく射殺されるところだったのだ。

「よ、よお、ミーリエル。それに王姉殿下」

「次期公爵さまとこんな時間にこんな場所で会うとは、偶ぐう然ぜんだこと」

　エレオノーラに虫を見るような目を向けられる。色々な経けい緯いを考えればそれも仕方ない。

　たとえば以前、彼女を捕とらえてこの城へ連れてきたとき、カレルは次のように言い放ったことがある。「おまえには俺の子を産んでもらうことにする」と。

　もちろんそれは策略の一いつ環かんであり、実行に移すつもりは毛頭ない。狙いは彼女に罵ののしってもらうためだ。あの発言後、しばらくの間エレオノーラはカレルと顔を合わす度、『ケダモノ！　あの男をわたしに近づけないで！』と散々に罵るようになった。侍じ女じよや他の騎き士しのいる前で。

　第三者からすれば、その光景はどう映るだろうか。ただでさえエレオノーラと昼夜を問わず接触できる男はカレルだけに制限しているのだ。「カレルが強引にエレオノーラを抱き、そのせいで嫌けん悪おされてるのでは」──と想像するのは当然だろう。そうやってエレオノーラがカレルの子を妊にん娠しんしたというウワサが広がる下地を作ったのだ。

　我ながら最低なことをしているという自覚はあったが、エレオノーラ王姉はこの国に侵しん攻こうしてきたフライスラント軍の旗はた頭がしらでもあったのだ。敵軍に囚とらわれた時点で、名声に傷を負うことぐらいは許容してもらわねばならなかった。

「それにしてもなに、その嫌いやそうな顔は？　まるでわたしと会いたくなかったみたいな顔じゃない」

　その通りだ──とは言えなかった。

「い、いや。あんたと会うことが嫌なんじゃない。婚約者の部屋から出てきたところで会いたくなかっただけだ」

　それは咄とつ嗟さに考えついた言い訳としてはそれなりに合理性があった。

「ああ、公こう爵しやく令れい嬢じようの寝室から朝帰りの途と中ちゆうだったってわけかしら？　お盛んなこと」

　その点だけは同感だと言いたげに、ミーリエルも冷たい視線を送ってくる。

　こういうときだけは、エレオノーラの見張り兼けん護衛としてミーリエルを選んだことを悔くやみたくもなる。エレオノーラの護衛役は、裏事情──エレオノーラの妊娠の真相を知っている必要がある。そうなると、傭兵や城勤めの騎士には任せられない。その点、ミーリエルはすでにエルフという決して公にできない秘密を抱かかえているし、腕うでも確かだ。

　なにかのきっかけでミーリエルがエルフだということに気付かれる危険はあったが、カレルとしてはそれでも構わなかった。エレオノーラがどんな秘密を知ろうと誰かに伝える機会さえ作らなければそれでいいし、アレンヘム公国にはエルフが味方しているという情報はそのうち流すつもりだった。その情報の流出源を、エレオノーラという王族にすることができれば信しん憑ぴよう性は一気に増すと考えていたほどだった。

　だがミーリエルとエレオノーラは、わりと気が強いという性格では一いつ致ちしている。その二人が集まると、カレルとしては大変に居心地が悪くなる。

「ミーリエル。この男はいつもこうなの？」

　エレオノーラが話を振ふると、ミーリエルは頷うなずいた。

「以前は虫も殺せないような顔してたんだけどね。一度女を知った男なんてみんなこんなもんでしょ」

「ふん。なんて汚けがらわしい」

（いや、まだ俺は童どう貞ていだぞ）

　などとはまさか口に出せなかった。

「とにかく、俺のことはいいだろう。それよりあんたは朝の散歩中か？」

「ええそうよ。昼間に出歩くことは禁止されてるもの。誰だれかさんにね」

　皮肉っぽく言われることは甘受せざるを得なかった。カレルとしては、彼女を牢ろう屋やに放り込むようなつもりはなかった。だが、万が一にも彼女に逃にげられるようなことがあったり、他の男との間に妙みようなウワサが立つようなことがあってはすべての苦労が水すい泡ほうに帰きす。やむを得ず彼女の自由な出歩きや、他者との接触については極力制限をかけなければならなかった。

　結果的にエレオノーラは原則として室内軟なん禁きんだが、人の少ない朝方と夕方に限り、城内を歩き回るぐらいは許可せざるを得なかったのだ。だから運が悪いとこうして彼女たちと出会うことがある。

「出歩けるだけでも感謝して欲しいもんだ。あんたはこの国に攻せめ込んだ軍隊の旗頭だったんだからな。王族じゃなかったら牢屋に放り込んでたところだ」
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　そう指し摘てきするとさすがに立場を思い出したのだろう、虫を見るかのような視線がさらに細められる。

「ふん。行くわよ、ミーリエル」

「はいはい」

　エレオノーラが歩みを再開すると、やれやれと肩かたをすくめてミーリエルがその後を追う。

　エレオノーラ本人には決して言えなかったが、彼女にはこの一ひと月つきでやや変化が生じていた。体重にして二ポント（約九〇〇グラム）以上太ったということだ。たかが数ポントと言えなくもないが、もともと細身の若い女性ということで間ま違ちがいなくややふっくらしたように見える。王族としてのあらゆる激務から解放されたから──という見方もできるだろうが、実際は多くの肉や菓か子しを与あたえるという小細工のおかげである。

　エレオノーラも最初のうちは「王族たるわたしが、このような下げ賤せんな食べ物を！」などと嫌がっていたが、もともと甘い食べ物は好きだったようで今では菓子が用意されていないと自分から要求するという有様である。かくして妊娠の兆候として吹ふい聴ちようする根こん拠きよが増えたのだ。

「体重の増加分が胸とお尻しりにいってるところが変よね」

　とは報告を行ったミーリエルの言げんである。

（いやもうホントに考えもしてないだろうな。世間的には、俺の子を妊娠してることになってるなんて）




　　　　　２




　現在、アレンヘム公国はフライスラント自治領と戦争中である。その対たい抗こう策としてカレルはエレオノーラ王姉の妊娠という偽報を流すという策を実行したが、もちろんそれ以外になにもしていなかったわけではない。

　商人に育てられたカレルは、とりわけ情報を重視していた。それゆえまず国境周辺に斥せつ候こうを配置し、フライスラント軍の動きが判明し次第、察知できる態勢を整えた。また、フライスラント軍再侵攻の切り札として、焦しよう土ど作さく戦せんの準備を進めていた。

「あなた正気!?　みんなの家を燃やすつもり!?」

　もちろんその作戦を初めて提示したとき、セシリアからはそのような抗こう議ぎがあった。

「いや、勘かん違ちがいしないでくれ。家屋に手をつけるつもりはない。ようはフライスラント軍の目標になりそうな集落からすべての食しよく糧りようと領民を移動させるだけだ」

　前回行われたアンデール夜や襲しゆう戦を通じ、カレルは確信していた。およそ局地戦や奇き襲しゆう戦である限り、フライスラント軍と戦っても敗北することはまずないと。ただ一つ負ける状じよう況きようがあるとすれば、数で大きく優位に立っているフライスラント軍と平野で正面からぶつかるときだけだろう。

　もしエレオノーラ王姉妊娠の偽報が見破られ、フライスラント軍の再侵攻があったとしたら、必ず前回と同等以上の数の優位を確立してくるだろう。だが大軍を移動させるには莫ばく大だいな物資が必要となる。

　そこでフライスラント軍の侵攻路となりそうな集落からすべての領民と食糧とを移動させてしまうのだ。そうすれば敵は略りやく奪だつによる現地調達ができなくなり、後方からの補給に頼たよらざるを得ない。あとは局地戦が得意な《狂嗤の団》で敵の補給路に攻こう撃げきを仕し掛かけるだけで事は済む。

「しかもこの戦い方はフライスラント軍だけじゃない。二年後にやってくる魔ま王おう軍に対しても使えるはずだ」

　魔王戦役がそうだったが、もし魔王軍が攻めてくれば、恐おそらく境界線バーケンランデンだけの戦いでは済まない。多くの避ひ難なん民みんを後方に移動させつつの戦いになることは予想がつく。

　カレルの主張にセシリアや彼女の父である現アレンヘム公も納得し、この一月足らずの間に準備を進めてきた。もちろん、大量の食糧と大勢の領民とを移動させる準備には尋じん常じようではない手間がかかる。時間はいくらあっても足りなかった。

　おまけに今、カレルは結けつ婚こん式を間近に控ひかえた身でもあった。

「それでは本日のご予定ですが、まず三武ぶ伯はくの皆みなさまとの面会の予定が入っております。そのあとはセシリアさまとご一いつ緒しよに結婚式の招待客についてご確認を」

　カレルとセシリアにそう告げたのは、アレンヘム公こう爵しやく家に仕えている老執しつ事じのファビアンだった。

（これじゃ俺の毒殺犯探しなんてできないぞ！）

　カレルは当然渋しぶい顔をした。有力者との面会や結婚式の段取りといったものが、魔王再臨への対策や自分が暗殺されることに優先するとは思えないのだ。

「本当にその予定こなさないと駄だ目めか？　他にもやるべきことが色々あるんだが」

「あなたの気持ちはよく分かるけど」

　事情を知っているセシリアは、カレルをおもんぱかる姿勢を見せた。しかし、

「でも三武伯は公国を支え続けてきた重じゆう鎮ちんよ、会っておくべきだわ。それに、三武伯は様々な事情に通じてるから、あなたの問題についてもなにか知ってるかも」

「セシリアさまの仰おつしやる通りにございます。なによりもお二人の結婚式の準備よりも大事なこともそうあるものではありません」

　公爵家に長年仕える執事は淡々と続けた。

「ましてカレルさまとセシリアさまは次期公爵および次期公爵夫人となられます。ですが現時点では一切爵しやく位いを持っておられません。三武伯を始めとする国内の貴族方は、爵位の上では皆格上ということになります。本来であればカレルさまとセシリアさまが彼らの元へ挨あい拶さつに伺うかがい、結婚式へ招待するのが当然の礼れい儀ぎなのです。ですが今は戦争中ということで三武伯の皆さまがこちらへ赴おもむいてくださる形となったことを、どうぞご配はい慮りよください。礼儀とは、決まった手順を守るだけで他の雑務から解放される効率的な儀ぎ式しきとお考えください」

「分かった、俺が悪かった。予定通り仕事をこなすよ」

　階級だの礼儀だのと面めん倒どうなことこの上なかったが、そこまで言われては白旗を揚あげざるを得なかった。

（せっかく次期アレンヘム公爵が《狂嗤の団》の団長を兼かねることで政治と軍事を一体化できるようにしたんだ。より効率的に戦えるようにするためにも、国内の有力者と通じておくのは必要なことだ……）

　そうどうにか自分を納得させるカレルだった。




　かくしてこの日、謁えつ見けんの間においてカレルとセシリアの前で三人の貴族──通つう称しよう三武伯が膝ひざを突つき、頭こうべを垂れることとなる。

「カレルさま。この度はセシリアさまとのご結婚、真におめでとうございます」

　三武伯の中でもっとも年長であり、〝海将アトミラール〟の二つ名で呼ばれるネースケンス伯が、まず最初に口を開いた。ネースケンス伯の祖先は魔王戦役の折、公国の北東にある海からやってくる魔物グルエルを防ぎ続け、名を馳はせたという。

「怪け我がに倒たおれた父に代わり、お祝いを申し上げます」

　続いて発言したのは、妙みよう齢れいの女性である。この首都ルールモントへの途と上じようで怪我を負ったという〝鉄壁アイゼルムール〟ブローム伯の娘ディアンタである。

「もっと早くにご挨拶できればと思っておりましたが、現在の我が国の状況はよく理解しております。よくフィクトル総そう督とくから我が国を守ってくださいました」

　魔王戦役において人類は敗退を続けたが、その多くの戦いくさで殿しんがりを務め、最終的に王国軍の勝利に多大な貢こう献けんを果たしたのが〝鉄壁〟ブローム伯はく爵しやく家である。

「先のアンデール夜襲戦の顚てん末まつは聞き及およんでおります。まこと、公爵閣下は素晴らしい後こう継けい者しやを捜さがし当てられましたな」

　最後の三人目は、〝鏑矢シンヤールパイル〟コステル伯。魔王戦役の折、初代アレンヘム公爵に仕え、先せん陣じんを切り続けた名将の家系である。当代のコステル伯は若く勇ゆう壮そうなことで知られ、大きな戦せん斧ぷを軽々と振り回すという。

　アレンヘム公国で独立した領地を持つ有力貴族は、この三人の伯爵だけである。いずれも魔王戦役の折、武名を立てた者ばかりであり、彼らはバルテリンク王家を守護し続けてきた三ドリー侯・マルキ家ーゼンにあやかり、三武伯と呼ばれている。

　カレルは慎しん重ちように言葉を選んだ。

「三人とも遠いところをよく来てくれた。本来ならこちらから伺うべきところ、このような形となってしまい申し訳ない」

　言こと葉ば遣づかいには苦く慮りよするところである。相手は伯爵で、こちらはまだ爵位もなにもない。だがゆくゆくは彼らを統率する立場になることを考えると、下手に出るわけにもいかなかった。

「とんでもありません。危急のときであることは充じゆう分ぶんに理解しておりますので」

「ディアンタ。ブローム伯が負傷されたと聞きましたが……お怪我は重いのですか？」

　セシリアが口を開いた。同じ女性同士ということで話しかけやすかったのだろう。

「お気き遣づかい痛み入ります、セシリアさま。幸い、足の骨を折っただけと聞いています。父も〝鉄壁〟の称しよう号ごうを与えられた三武伯の一人、が必ずや結婚式までに挨拶に伺うと申しております」
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「それを聞いて安心しました。どうぞ無理をなさらぬようお伝えください」

「ブローム伯もそろそろ引退のしどきですかな」〝海将〟ネースケンス伯が口を挟はさむ。「境界線もすっかり東へ後退しました。ブローム伯爵領が最前線にあったのも過去のこと、もはやいつ引退なされても構わないでしょう」

　ネースケンス伯は軽口のつもりだったのかもしれないが、ディアンタは明らかに気分を害したようだった。

　魔王戦役の折には武勇を謳うたわれた彼ら三武伯だが、一九八年という時間が与える影えい響きようは大きい。たとえば〝鉄壁〟ブローム伯爵家といえば、境界線の守りの要かなめであるフェンロー城じよう塞さいを領地とし、一〇〇年以上に亘わたって《狂嗤の団》と共に魔物を撃退し続けてきた武家として知られている。

　ところが五〇年ほど前から、境界線が年々東へ後退し始めた。境界線と自領との間に距きよ離りができてしまったブローム伯爵家が戦う機会は激減してしまい、今ではもっぱら居城であるフェンロー城塞で《狂嗤の団》に宿を提供する役割の方が多い。今日は怪我でここへ来ることができなかったブローム伯も、人はいいがやや小太りと武人には見えず、今や〝鉄壁〟どころか〝宿屋の主人ヘルベルギール〟という二つ名で呼ばれている有様だ。

（それにしても〝海将〟は歯に衣きぬ着せぬ物言いを好む──とはセシリアから聞いていたが）

　一番の年長者であるネーケンス伯がそんな性格では、三武伯の間に波風が立ちかねない。だが会ってそうそう「その癖くせはなんとかした方がいい」と苦言を呈ていするわけにもいかなかった。

「ところでカレルさま。フライスラント自治領との戦せん況きようはいかがでしょうか？」

　そう問いかけてきたのは〝鏑矢〟コステル伯である。

「膠こう着ちやく状じよう態たいだ。エレオノーラ王姉殿でん下かをお迎むかえできたことが幸いした、一月前のアンデール夜襲戦以降、目立った戦はない」

「それはなにより！　かえすがえすも残念なのはアンデール夜襲戦にございます。我らにお声をかけて頂ければ喜んで加勢に参上いたしましたものを！」

〝海将〟ネースケンス伯の言葉は、間ま違ちがいなく本音だろう。

「もちろんそのときが来れば手を貸して頂きたい。だがあの程度の軍勢、我ら《狂嗤の団》だけで排はい除じよできなければ恥はじというものだ」

「はっはっは、一万のフライスラント軍相手になんと豪ごう毅きな！」

〝海将〟はその二つ名にふさわしい大きな笑い声でカレルの剛ごう胆たんさを褒ほめ称たたえた。

　もっとも、カレルとしては強がりの類たぐいを口にしたつもりはない。遠路はるばる行軍してきたフライスラント軍に対し、夜目の利くドワーフの先導を付けた上で、二晩夜間行軍の訓練を積ませ、夜襲を仕掛けたのだ。あれで失敗するはずがない。歴戦の傭よう兵へい団である《狂嗤の団》、そして歴代ウエールガロゼ最強・クライガーたるコルネリウス切り込み隊長の力があれば、誰だれでも同じことができただろう。

　むしろ彼ら三武伯には来てもらいたくなかったというのがカレルの本音だった。彼ら三武伯はアレンヘム公爵家に忠誠を誓ちかっているのだから、援えん軍ぐんを要よう請せいすれば駆かけつける義務がある。だがそれは最後の手段だ。もともと〝海将〟ネースケンス伯には海の治安を、〝鉄壁〟ブローム伯は境界線の守備、〝鏑矢〟コステル伯はドワーフの王国との交易路を維い持じすることが本来の任務だ。いずれも重要な任務なので放置しろとは言えないし、それにこれから国を率いていこうという若造が、いきなり他の貴族たちに頼り切りでは国を治めるどころではない。だからこそ同盟関係にあるドワーフにも一切の援軍を要請することなく、《狂嗤の団》のみで戦ったのだ。

　それに、兵力の問題もある。彼ら三武伯が動員できる兵力は、一人当たりせいぜい数百人といったところだろう。《狂嗤の団》に比べればはるかに練度の劣おとる数百人の部隊が三つ増えたところで、フライスラントの大軍相手になにかできるとは思えない。

　おまけに、日ひ頃ごろから合同で訓練しているわけでもないので、連れん携けいも組めない。あるいは独立部隊として自由な行動を許したとしても、勝手に敵に攻こう撃げきして敗北する可能性がある。そうなれば味方の士気は失しつ墜ついし、敵は勢いづくのみならず、最悪の場合味方救きゆう援えんを目的とした不利な戦いを強しいられる可能性すらあった。彼ら三武伯には与あたえられた本来の役割に集中してもらった方が本当に都合がよかった。

「それよりコステル伯。あなたの伯爵領はフライスラントにも近い要かなめにある。なにか変わったことはないか？」

　コステル伯爵領はアレンヘム公国の南東、首都ルールモントとドワーフの王国──ストゥルール王国を繫つなぐ街道にある。代々のコステル伯には、ドワーフとの交易を円えん滑かつに行うべく、街道の治安を維持する役割が与えられてきた。位置的にフライスラント自治領との国境も近いことから、その居城も堅けん城じようと名高い。

「ご安心ください。今のところフライスラント軍の姿はまったく見えません。たとえ見えたところで我が堅城は一万の軍勢をもってしても決して落とせるものではございません。どうぞご安心を」

「ああ、それは心強い」

　フライスラント軍の第一陣じんは、アレンヘム公国の南西から侵しん入にゆうしてきた。それは南東にコステル伯の居城があるからに他ならないだろう。一万を超こえるフライスラント軍が力ちから尽ずくで城しろ攻ぜめをすれば落城させることは可能だろうが、恐おそらくかなりの時間がかかる。時間さえ稼かせげれば、《狂嗤の団》によって補給路を分断することはたやすい。

　だが逆に万が一にも彼の居城が落とされるようなことがあれば、ドワーフとの交易を断たれ、アレンヘム公国は簡単に干上がってしまう。コステル伯という人物が賢けん明めいであることを祈いのらざるを得なかった。




　　　　◆




　三武伯との会見を終えたカレルは、ようやく自分を殺す犯人捜しをする余よ裕ゆうを作ることができた。だが犯人捜しは雲を摑つかむような話だった。なにせ将来自分の飲む酒に毒を入れる犯人を見つけようというのだから。そこには犯行現場すらない。

　しかし、だからといって行動しないわけにもいかない。そこでカレルは、まずもっとも信しん頼らいのおける師に助言を求めた。草原の民ことフェルトフォルクの遍へん歴れき商人ホルサである。

「うーん、さすがに未来のこととなると僕もお手上げだねえ。キミを暗殺したい人なんて結構多いだろうし」

　五芒国全土の情勢に詳くわしいホルサも、今回ばかりは鈍にぶい反応だった。

「でも、暗殺に使える毒物なんて結構限られてるから、そこから調べればなにか分かるかもしれない。毒に詳しい人物なら知ってるよし」

「分かった、是ぜ非ひ教えてくれ。誰だ？」

「キミの古巣の隊長だよ。《狂嗤の団》の調査専門部隊、第七隊のヴォルドン隊長さ」




　こうしてカレルはホルサの助言に従い、かつての上官に会いに行った。

　カレルは現在の複雑な地位に就く前は、《狂嗤の団》に所属する一傭兵として第七隊に所属していた。第七隊の主任務は魔物と戦うことではない。魔物の研究や記録、《呪われフエルドウーた地ムデ・ラント》の調査が主な仕事であった。戦うことが主任務ではないという性質上、《狂嗤の団》に入ったばかりの新人などからは白い目で見られることも少なくないが、熟練の傭兵ほど魔物に関する知識がどれだけ重要かを思い知らされており、二〇〇年の歴史を持つ《狂嗤の団》において、その存在は常に重視されてきた。

　第七隊の宿舎は、他の隊とは別に用意されている。大量の資料を保管する必要がある以上、別の扱あつかいは当然だった。むしろ隊員の数が両手で数えられる程度であるため、ベッドの数より本ほん棚だなの方がはるかに多いという有様だった。

「ふむ、誰が来たかと思ったら貴様か」

　このときも書物になにか記録していたヴォルドン隊長は、やってきたカレルの姿を見るなり吐はき捨てるように言った。

　別に怒おこっているというわけではなく、もともと口が悪いのだ。ただでさえ彼は人間ではない。『よく言って実直、悪く言えば頑がん固こ』を地で行くドワーフだった。

　ドワーフと言えば斧を軽々と振ふり回す好戦的な種族だと思っている人間も少なくはないが、決してそれだけではない。たとえば、彼らは機械と呼ばれるものを作ることができる。ドワーフのボウガンと言えば鉄の甲かつ冑ちゆうをもってしても防げないことで有名だし、五芒国の各地にある水車や風車はほとんどがドワーフの手によって作られたものである。

　練金術にも詳しい。たとえばドワーフの王国──ストゥルール王国が大量の金銀を輸出できているのは、採さい掘くつ技術とそして製せい錬れん技術にも秀ひいでているからだ。その製錬技術の根幹をなしているのが、練金術という学問である。ちなみにエルフは、自然に存在するものを大きく変化させてしまう練金術という知識を極きよく端たんに嫌きらっているという。

　さらにドワーフは、最長で二〇〇年とも言われる寿じゆ命みようを持っている。人間に比べればはるかに長命なドワーフが、魔ま物ものや《呪われた地》に関するあらゆる知識を蓄たくわえている第七隊の隊長を務めるのは合理的だった。

「それで？　散々目をかけてやったというのに、ある日突とつ然ぜんミーリエルを連れて我が隊を抜ぬけた恩知らずが一体なんの用だ？」

「確かに、挨あい拶さつもそこそこに隊を抜けたのは悪かったよ」

　カレルとしては平謝りするしかなかった。

「ふん、まあ貴様の立場を考えれば仕方あるまいがな。まさか部下の一人が雇やとい主の一人ひとり娘むすめと婚こん約やくした上に、わしの上役になるとは思わなかったぞ。言っておくが、敬語など使えと言われても使わんからな？」

「分かってる。それよりな、隊長。色々あって、今毒殺について調べてるんだが」

「一体どんな経けい緯いがあれば毒殺について調べる状じよう況きようになるのだ？」

　もっともな指し摘てきに、カレルは思わず言葉に詰つまった。

「ああいやそうか、貴様か？　今の貴様の立場を考えれば、毒殺しようと企たくらんでいる者もいよう。差し当たりフィクトル総そう督とく辺りか」

　状況さえ知っていればその結論に到とう達たつすることは難しくないだろうが、それでもこの短時間でその考えに行き着くとはさすがだった。

「大方そんなところだ、どうやら俺を毒殺する計画があるらしい。で、当然ながら俺としてはその前になんとか犯人を特定したい。俺が知ってる中で、あんたほど毒に詳しい人もいない。力を貸してくれ」

「団長の要請とあっては断るわけにもいくまい。しかし毒物ならば貴様の知り合いのフェルトフォルクにでも相談した方がいいのではないか？」

「いや、もう聞いたんだが……」

　フェルトフォルクがよく口にする武勇伝に次のようなものがある。

『フェルトフォルクには二度と戦争を仕し掛かけないと王家でさえ半ベソになって誓った』

　それは噓うそでも見み栄えでもない、真実だ。討ナ・デ伐・フイク暦トーリ一〇〇年にあった〝フェルトフォルクの乱〟がそれである。当時の国王がフェルトフォルクの村を襲しゆう撃げきしたことに端たんを発はつするこの事件は、最終的にフェルトフォルクに毒を盛られた国王が、命からがら和平を申し出たことで終しゆう了りようした。

　彼らフェルトフォルクほど毒の扱いに長たけている種族はない。しかし、

「フェルトフォルクは毒を盛るのが得意であって、毒そのものについてはドワーフの方が詳しいって言われたよ」

「なるほど、道理だ。しかし毒殺計画があるというだけではなんの助言もしようがないぞ？」

「そうだな。ただ、毒を服用したときの症しよう状じようは分かる」

「一体どういう経緯で毒の症状が分かったのだ？」

　ヴォルドン隊長の指摘はもっともだが、そこを教えるわけにはいかなかった。彼の指摘を聞かなかったことにして、夢の中で飲んだ毒酒のことを思い出す。

「まず味や臭においは多少ある。だが蜂はち蜜みつや生しよう姜がで誤ご魔ま化かせば飲めないこともない」

「まあ無む味み無む臭しゆうの致ち死し毒などそうはないだろうな。しかし、まるで実際に飲んだことがあるかのような感想だな？」

「ま、色々あってな。奇き妙みようなのは症状だ。呼吸はできるのにどんどん息が苦しくなっていくような、そんな毒だ」

「ふうむ、それは確かに奇妙よな」

　ヴォルドン隊長は不思議そうに眉まゆをひそめた。

「よいか、カレル。物事には道理があり、それは魔物を含ふくむすべての生物にとって同様だ。魔物に限らず、虫や蛇へびの中にも毒を使う種は多く存在するが、すべて必要があるから毒という武器を持ったのだ」

　学者のようなことを口にする。事実、ドワーフの学者はかなり多いらしい。

「たとえば麻ま痺ひ毒を使うことで敵の動きを鈍らせ捕ほ食しよくするという種がいる。猛もう烈れつな痛み、猛烈な悪あく臭しゆうを放つ類たぐいの毒は、大体が相手を追っ払ぱらうことを目的としたものだ。あるいは即そつ効こう性はないが、強力な毒を持っていると知らしめることで攻撃を受けないようにする種もいる」

「なるほど、確かに道理だな」

「ゆえに麻痺した結果、呼吸ができなくなり、死に至るという毒ならある。しかしだ。呼吸はできるのに息ができなくなる毒など……なんとも不合理ではないか。およそ自然の道理に反する」

「どういうことだ？　つまり、自然の毒じゃない……？」

「うむ。それで毒の出所は分かるぞ、偉い大だいなる我らが祖国、ストゥルール王国よ」

「ド、ドワーフの王国!?　ドワーフが毒を作るのか？」

「我らは屈くつ指しの毒物の生産者だぞ。金や銀、ミスリルミトリルをより効率的に精せい錬れんする過程でそんな毒物ができたと聞いたことがある。練金術の副産物というものだ」

「そうか……。こんなに早く特定できるとは思わなかった、助かったよ。その毒物は広く出回ってたりするのか？」

「はっ、まさか」

　鼻で笑われる。

「人間やフェルトフォルクならともかく、我らドワーフの中に毒で暗殺を試みる者などおらぬ。ましてや他の種族に易やす々やすと手て渡わたすこともすまい。研究用に保存はしているだろうが」

「だろうな。商人組合ギルデの目も厳しいって話だったし」

〝フェルトフォルクの乱〟によって、王家による毒物の取り締しまりが非常に激しくなったという。しかもその方針には、自らも暗殺される危険がある他の貴族たちも広く同調したため、今では人を暗殺できる毒の類を入手するのはかなり困難──とはカレルの師、ホルサの言げんであった。

「そうだ、これは覚えておくとよい。練金術の過程でできた毒というものは、保存が困難なものが少なくない。長期間放置しておくだけで簡単に効果が低下するものもある」

「つまり……犯人が毒を仕入れたとすれば、時期は比ひ較かく的てき最近ってことか？」

「だろうな。どれだけ放置すれば毒の効果が低下するかなど同どう胞ほうたちも調べておらぬだろうし、暗殺を目的としてるなら確実に効果を発揮する毒でなければ意味がなかろう」

「なるほど……」

　カレルの未来が、毒殺される未来に変わったのは昨晩からだ。恐おそらくエレオノーラ妊にん娠しんというウワサを聞いたがために、犯人が毒殺を決意したのでは──とカレルは推測していた。

（いや、それもきっかけに過ぎないか。アンデール夜や襲しゆう戦の後なら、いつ俺が毒殺されてもおかしくはないんだからな）

　一八歳の若造がアレンヘム公国の次期国主となるというだけなら、フィクトル総督も毒殺しようなどとは考えないだろう。世間知らずの青二才が国をおかしな方向へ誘ゆう導どうしてくれるのではないかと、むしろ放置しそうなものだ。

　しかしカレルは戦いくさで大功をあげた。その後なら、フィクトル総督がいつ暗殺を試みてもおかしくはない。

（アンデール夜襲戦から俺の結けつ婚こん式までは二ふた月つき足らず。黒幕が毒を手に入れるとすれば、この期間と見るのが妥だ当とうか……？）

　いずれにせよ、犯人に繫つながる重要な手がかりだった。幸いドワーフに知ち己きは少なくない。

「ヴォルドン隊長、礼を言うよ。おかげで次の手がかりに繫がりそうだ」

「ならばなにか別の形で恩を返せ。貴様がミーリエルまで連れて行きおったもんだから、《呪のろわれた地》を探たん索さくする人手が足りんのだ」

　カレルは苦笑して誤魔化すしかできなかった。

　ヴォルドン隊長には《呪われた地》を探索し、魔ま王おうの正体を知りたいという望みがある。それはカレルの望みとも一いつ致ちするものであり、だからこそカレルは第七隊に身を置くことにした。

　しかし《狂嗤の団》からすれば、《呪われた地》の探索という仕事は優先度が低い。《狂嗤の団》が《呪われた地》へと侵しん入にゆうすることはそうないし、もし本当に大規模な《呪われた地》遠えん征せいが企き図とされた場合、遺跡荒らしルイネストルムに情報提供を求めた方が手っ取り早いだろう。

　つまり《狂嗤の団》団長としては、今《呪われた地》の探索に余力を費やすわけにはいかず、ヴォルドン隊長には平謝りするしかなかった。








第二章　自治領の王
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　フライレヘレンデ・パスランルタイ・フアント自治領・フライスラントは、魔王グローテ・戦役オールログ以前──今から三〇〇年ほど前までは、多くの小国が乱立する一地方に過ぎなかった。巨きよ大だいなシナーリー山脈のせいで南からの暖かい風雨が届きにくいこの国は、五フアイフ芒ステル・国ランデンでもっとも荒あれた土地が多い。この地で国力を増強するには大量の人員を集中的に動員し、限られた土地に大規模な灌かん漑がいを施ほどこし、効率的な農地の運用をする必要があった。

　そこで乱立していた小国は、次第に大小の戦争を繰くり返すようになった。敗戦国の領民を奴ど隷れいとして連れ出すことで人的資源を獲かく得とくしようとしたのだ。この地に奴隷制度が生まれ、そして根付いたのは必然の結果だった。

　だが戦争を繰り返せば国は簡単に疲ひ弊へいする。それに、もし戦争で大きな敗北を喫きつすれば国そのものがなくなる。そこで疲弊した国々は、奴隷を使い潰つぶすのではなく、適切な待たい遇ぐうを与あたえることで恒こう久きゆう的に扱あつかえる資源として扱い始めた。奴隷は戦争ではなく金銭によって売買されるようになり、その結果、次第に領主ではなく経済を握にぎる商人が隆りゆう盛せいを極めるようになっていった。

　中には事業に失敗して爵しやく位いを売うり渡わたさざるを得ず、国を奪うばわれる者もいた。自分の娘むすめと商人の息子との婚こん姻いんを認めざるを得ず、家を乗っ取られる者もいた。

　こうして乱立していた無数の小国は次第に形けい骸がい化していき、『奴隷と平民と貴族』という身分制度が確立し、商人から貴族となった都市貴族レヘンテンが共同で治める一つの国──フライスラント共和国へと変わっていった。

　もっとも、金銭で人を売買するという奴隷制度に対しては、当時のフーデルフーデルス・コス王国ーニングライクを始め諸国の反発は根強かった。転機となったのは魔王戦役である。シナーリー山脈とドワーフドウエルグのストゥルール王国という防ぼう波は堤ていのおかげで、フライスラントの国民たちは比較的平和を享きよう受じゆしていた。しかし、ごく少数だがエルフエルフを奴隷として扱っていることが発覚。それがきっかけでエルフの一部が魔王側に寝ね返がえるという大事件が発生した。

　事の重大さを悟さとった都市貴族たちは、顔色を変えてフーデルス王国に媚こびを売る方針へと転てん換かんした。大勢の奴隷兵や大量の物資を王国に送り届けることで、魔王戦役に多大な貢こう献けんを果たしたのだ。

　魔王軍に対し、常に劣れつ勢せいであったフーデルス王国が最終的に勝利できたのは、フライスラントの莫ばく大だいな援えん助じよに依よるところが大きかった。王家もその貢献を認めないわけにはいかず、また「多くの兵を供給できたのは奴隷制度があったから」と言われてしまえば奴隷制度撤てつ廃ぱいを命じるわけにもいかなかった。かくしてフライスラント共和国は、王国への絶対的な服従を約束し、王国から派は遣けんされる総督を受け入れることを条件に、フライスラント自治領として奴隷制度の存続と独立自治とを認められることとなった。

「フライスラントの都市貴族たちは、時機を見誤ることなく全力で投資を行った結果、魔王戦役において最大の利益を上げることとなった」

　後世の歴史家たちは、フライスラントの商人たちにそのような賛辞を惜おしまなかった。

　フライスラントの商人たちのしたたかさはそれだけに留まらない。王国から派遣される総督にも彼らは策を張り巡めぐらせた。まず総督に賄わい賂ろや美酒、美女を送り続け、ひたすら下手に出たのだ。おだてられ、調子に乗った総督が自分から商人たちに賄賂を請せい求きゆうするようになると、その動かぬ証しよう拠こを摑つかんだ上で王国に訴うつたえ出たのである。

「この度王国が派遣した総督は、自ら賄賂を要求し、それに応じる者のみを厚こう遇ぐうするなど不公平な施し政せいを繰り返している。このような総督を派遣した王家の意図は那な辺へんにあるのか是ぜ非ひ伺うかがいたい」

　動かぬ証拠を添そえてそのように主張されれば、王国も総督を解任せざるを得なかった。そして同じようなことが数度行われた結果、最終的に総督は都市貴族たちの推すい薦せんを受けた者が、フーデルス王国の承認を得た上で任じられる形に変へん貌ぼうすることとなる。もはや総督スタツトハウダーとは都市貴族の意を受けたフライスラントの君主を意味するようになった。

　そして討ナ・デ伐・フイク暦トーリ一九八年の現在、フライスラント自治領を率いるのはフィクトル総督である。元は都市貴族なのでクロンカンプ男だん爵しやくという家名もあったが、総督となった今は家名を名乗る機会はほとんどない。

　しかも、フィクトル総督は三〇の若さで総督となり、今は五五歳。実に二五年に亘わたって総督の地位に在り続けている。これは異例中の異例であった。都市貴族の支持がなければ、総督の地位は剝はく奪だつされる。意に添わぬ総督が暗殺されたことも何度もあったほどだ。

　これほど長期の在位が可能だったのは、フィクトル総督自身の才覚と、そして隣りん国ごくの脅きよう威いに依るところが大きかった。すなわち、アレンヘルトフドムヘム公国・アレンヘムである。

　五芒国の護まもり手たるアレンヘム公国は、常に《呪われフエルドウーた地ムデ・ラント》からやってくる魔物グルエルの脅威にさらされている。そこで国力──ひいては防衛力を維い持じするため、二つの特権が与えられていた。

　一つがドワーフの王国との独どく占せん的な交易だ。ドワーフとの交易で金銀の相場を押し下げるアレンヘム公国は、大量の奴隷による大規模採さい掘くつにより、多くの鉱物資源を輸出しているフライスラントにとっては目の上のたんこぶだった。

　さらにフライスラントの状じよう況きようを悪化させているもう一つの特権が、誰だれでも自由に国境を出入りできる自由通行権である。《呪われた地》と接し、魔物の侵入が頻ひん繁ぱんにある国に住みたがる者などそうはいない。人口が減ってアレンヘム公国が荒こう廃はいすれば、五芒国の守りもまた衰すい退たいする。そこで人の往来を活発にすることでアレンヘム公国を活性化させるという目的のために与えられたのが、この自由通行権だった。

　ところが五〇年ほど前から、アレンヘム公国と《呪われた地》の境界線バーケンランデンが年々東へ後退し始めた。アレンヘム公国は積極的に移民を募つのり、新たな領地に新たな村落を作り始めた。これにより、フライスラント自治領の奴隷がアレンヘム公国に逃とう亡ぼうするという事例が一挙に増えた。奴隷たちにとってアレンヘム公国は希望の星となり、奴隷の所有者たちは待遇を改善するか、あるいは見張りを厳しくせざるを得なくなった。

「フライスラント自治領が受ける被ひ害がいはもはや軽視できるものではなく、アレンヘム公国を放置しておくことはできない」

　普ふ段だんは様々な利権で対立している都市貴族たちも、ことアレンヘム公国についてのみはこのように意見が一致していたほどである。

　そんな都市貴族たちの意を受けて二五年前に総督となったフィクトル総督だったが、事は簡単には運ばなかった。たとえば、少なくとも当時は五芒国の統治者である王家が国同士の戦争など容認するわけがなく、軍隊を編成してアレンヘム公国に攻せめ込むことはできなかった。また、フーデルス王国が正式にアレンヘム公国に与えた特権を、第三国が軽々と奪えるわけもない。

　そこでフィクトル総督は、長い時間をかけてじっくりと情勢を変えていくという計画を打ち立て、都市貴族たちの承認を得た。

「アレンヘム公国という巨大な国一つを失しつ脚きやくさせるなど、一年や二年でできることではない。時間をかけてゆっくりと五芒国の力関係を変えていき、事を為なすべきだ」

　そこにはフィクトル総督らしいしたたかさも含ふくまれていた。その計画が承認された時点で、フィクトル総督の地位は長年に亘って安定することになるのだから。

　そしてフィクトル総督が積極的に動くきっかけとなったのは、一〇年前の討伐暦一八八年、当時の国王であるフェルベルト王の急死である。当時、フェルベルト王には三人の子がいたが、王おう妃ひとの間に生まれた子はマリアン一人だけ、しかも当時はまだ二歳という幼さだった。

　そこでフィクトル総督は、フェルベルト王の妃きさきであるリーセロットを女王とすべく活動し、見事実現させることで王家に多大な恩を売った。さらにフェルベルト王の浪ろう費ひで悪化していた王国の財政を積極的に支し援えん、借金の貸しという形で多大な恩を売りつけた。トドメとばかり、フェルベルト王が残した子の一人、エレオノーラと自分の長男との婚こん約やくを成立させた。

　こうしてフーデルス王国がフライスラント自治領になにも口出しできない状況を作った上で、エレオノーラ王姉を旗印に公称一万の大軍をアレンヘム公国に侵しん攻こうさせたのが先月のことである。

「フィクトル総督の戦略は、神ならぬ身の人間であれば、ほぼ完かん璧ぺきと言ってよかった」

　それは後世の歴史家たちの共通した見解だった。

　アレンヘム公国の保有兵力は数千ほどだと分かっている。フライスラント軍はその数倍の総兵力で侵攻し、しかも正面から戦い討うち滅ほろぼすのではなく、アレンヘム公国内に拠きよ点てんを作り、交易を阻そ害がいすることでアレンヘム公国を瓦が解かいさせるという戦略を立てていた。

　しかも、アレンヘム公国軍の主力は、《狂嗤バルダー・の団ブリガーデ》という傭よう兵へい団である。フィクトル総督は、前もってその傭兵団の団長を拉ら致ちすることにも成功していた。

　戦略的にはこれ以上ない状況を作り上げた上での侵攻だった。にもかかわらず、

「まさか負けるとは」

　その呟つぶやきは、フィクトル総督はもちろん、多くの都市貴族、そして多くの歴史家たちが何度となく口にしたものだった。

　フィクトル総督の完璧な戦略を打うち砕くだいたのは、一八歳の若造だった。すでに捕とらえている《狂嗤の団》団長の息子であるらしいそのカレルという若造は、父がいなくなることを予期していたかのように、まずアレンヘム公こう爵しやくの一人娘との婚約を素早く取りまとめていた。その上で《狂嗤の団》団長の座を引き継つぎ、後に『アンデール夜や襲しゆう戦』と呼ばれる戦いで恐おそろしいほど手際よく夜襲をしかけ、フライスラント軍を一方的な撤てつ退たいへ追い込んだのである。

　かくして、二五年という長きにわたり、安定して総督の地位にあったフィクトル総督も、ついに評議会の場で詰きつ問もんされる立場になったのである。
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　フライスラント自治領の首都ミルデブルフは、シーア湖のほとりに作られている。

　シナーリー山脈から流れ込む多くの河川がこの湖を作り出しており、湖を見晴らすもっとも景観のいい場所に、この日フィクトル総督が詰問される評議会議事堂があった。

「総督閣下。間もなく評議会が始まりますので議事堂にお越こしください」

　控ひかえ室で政務官に声をかけられ、フィクトル総督は頷うなずいた。

「分かった。すぐに行く」

　五五という年ねん齢れいは、充じゆう分ぶん高こう齢れいと呼ぶに値する。だが彼の腰こしには歪ゆがみ一つなく、武人と見まがうほどの堂々とした気風に満ちあふれていた。

　政務官と共に議事堂の廊ろう下かを進む。ふと視線を横にそらせば、陽光きらめくシーア湖がよく見える。荒れた地の多いこのフライスラントにあって、大量の水が見える景色は贅ぜい沢たくと呼ぶに値するものであり、評議会の権力の大きさを物語っていた。




「ではこれより自治領最高評議会を始める」

　フィクトル総督を始め評議員全員が着席すると、議長の声が響ひびき渡わたった。この国の行く末を決める行事が始まったのだ。

　国の行く末を決めるにしては、出席者はそれほど多くない。議長を含む一二名からなる評議員、そしてフィクトル総督。それがフライスラント自治領の政治の中ちゆう枢すうだった。

　評議会は初め、静かに始まった。最初はどうしても報告や連れん絡らくが多くなるからだ。

　ただ、今日の評議会はいつもより空気が違ちがうことを、フィクトル総督始め誰もが気付いていた。この後、評議が荒あれることは誰もが予期していた。

　そして諸もろ々もろの申し送りが終わったとき、ついにそれまで籠こもっていた熱が噴ふき出すこととなる。

「さて、では次の議題に移ろう。アレンヘム公国との戦争についてだが……」

「議長、よろしいか！　まずフィクトル総そう督とくに伺うかがいたい！」

　真っ先に立ち上がって発言の許可を求めたのは、パウエルス男爵だ。評議会の中でももっとも若い評議員であり、先せん陣じんを切るに相応ふさわしい評議員と言うべきだった。

「ではパウエルス男爵、発言を」

「感謝します。さて、フィクトル総督。あなたはこう仰おつしやられた。アレンヘムに侵攻する準備は完璧に整い、我が軍に敗北はあり得ないと。だが、我が軍は三〇〇〇程度の傭兵フールリングに散々に蹴け散ちらされ、無残にも敗退し、莫ばく大だいな被害を受けました。敗北よりすでに一ひと月つき足らず、軍の再編成で忙いそがしいという言い訳はもはや聞き飽あきました。今こそ敗戦の責任についてのご見解を伺いたい」

　それは質問というよりは詰問に近い。評議員は、その全員が商人であり、今回の戦争に多くの投資を行っている。その損失を取り返せるまで、彼らの詰問は続くだろう。

　二五年もの間、現在の地位にあったフィクトル総督はそのことをよく知っていた。だからこそ、なんと返答すればいいのかもよく分かっていた。一歩も退ひくことなく反論する。

「パウエルス男だん爵しやくは『勝敗は兵へい家かの常』という諺ことわざをご存じかな？」

「……勝てるときもあれば負けるときもあるという意味だろう。商売においても似たような諺はいくらでもある」

「ならばご理解頂けよう。筋書きの決まった戦争などあるわけもない。今回のような敗北とてあり得るものだ」

「開き直るおつもりか！」

「現実を見ろと言っておるのだ。夜襲を受けて我が軍が敗北したのは事実だ。だが夜間のことであり、またレンブラント将軍の迅じん速そくな命令があったことから、追つい撃げきを受けることなく撤退に成功している。我が軍の死傷者は二〇〇〇に満たぬ。もう一度言おう、我が軍の死傷者は二〇〇〇に満たぬのだ」

　怯ひるむことなく淡たん々たんと言葉を紡つむぐフィクトル総督に、パウエルス男爵は咄とつ嗟さに反論できなかった。趨すう勢せいを変える好機である。すかさずフィクトル総督は続けた。

「一方でアレンヘム公国の総兵力は一万に遠く及およばず、我が軍は前回の損害を加味してもいまだ三倍近い兵力を維持しておる。そしてもう二度と同じ手は喰くわん。二度も三度も夜襲など通じるわけがない」

　力強く発言するフィクトル総督に、さすがに議場の空気が変わる。

「で、ではエレオノーラ王姉殿でん下かの件はどうなのですか！」

　空気の変化に気付いたのか、パウエルス男爵はなおも声を荒あららげた。

「我らがフライスラント軍の旗印でもあった王姉殿下の身み柄がらはアレンヘムに奪うばわれ、挙げ句、《狂嗤の団》団長の子を孕はらんだなどというウワサが流れているのですぞ！　もしウワサが本当であればアレンヘム公国はかつてないほど王国との結びつきを強めることになる！　この状況で再侵攻などできると!?」

「ウワサは所しよ詮せんウワサ。これは我が軍の再侵攻を防ぐための虚きよ言げんに過ぎぬと確信しておる。事実、これまでに王姉殿下の無事を確かめるという名目で何人もの使者を送ってきたが、ほとんど接せつ触しよくが許されておらぬのがその証しよう拠こと言えよう。もちろん王姉殿下の身柄を抑おさえられている以上、今おおっぴらに軍を動かすことはできぬ。だがすでに策はある。間もなく我が軍は大義名分を得て再びアレンヘムへ侵攻し、今度こそ勝利の報をもたらすと約束しよう」

　二五年の長きに亘わたり、総督の地位に在り続けたフィクトル総督である。その総督に気け圧おされるようにパウエルス男爵が引き下がると、少なくとも今日の評議会でこれ以上フィクトル総督を詰問しようという評議員が現れることはなかった。
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　フライスラント自治領の町並みには、ある特色がある。木材の使用を最低限にした、石や日干しレンガで造られた家が多いということだ。他国と違って採取できる木材の量に限度があることから、当然の成り立ちというべきだった。

　石の家というのは、丈じよう夫ぶではあるが不便だ。特に冬は非常に寒い。幸いシナーリー山脈から山のように石炭が取れるので暖は取れるが、おかげで奴ど隷れいたちの住む家はほとんどが黒ずんでいる。しかも奴隷たちには知られないようにしているが、石炭を燃やすことで生じる煙けむりは人の体を蝕むしばむことが分かっている。奴隷の境きよう遇ぐうに同情するようなフィクトル総督ではないが、奴隷が健康を損ねることによる経済的損失は無視できない。

（だがその状じよう況きようも変わるだろう。アレンヘムに拠点を確保できれば）

　フィクトル総督の乗る馬車はそんな石造りの町を進み、間もなく自宅へ──クロンカンプ男爵家の邸てい宅たくへと辿たどり着いた。

「お帰りなさいませ。評議会の方はいかがでしたか？」

　執しつ事じや奴隷たちがいつも通りフィクトル総督を出で迎むかえる。

「想定通りだ。それより後で来客があるはずだ、通すように」

「承知いたしました。では準備しておきます」

　長年、家のことをすべて取り仕切ってきた執事である。必要以上に交わす会話はない。

　だがこの日ばかりはふと思い立ち、足を止めてもう一つ質問を投げかける。

「……息子はどうしている？」

「相も変わらずお部屋に籠もりきりにございます」

「そうか」

　それ以上はなにも言わず、フィクトル総督は自室へと向かった。

　フィクトル総督には二人の息子がいる。長男の名はアベルと言い、もう二九歳になる。長男となれば当然跡あと継つぎであり、父として教育や環かん境きよう作りに労を惜おしまなかった。

　かつて王国から派は遣けんされてきた総督を籠ろう絡らくしたときがそうであったように、男を堕だ落らくさせるには女と酒をあてがえばいい。だからこそフィクトル総督は息子からその二つを遠ざけもした。結果的に、長男アベルは酒にも女にも手を出さない真ま面じ目めな跡継ぎに育った。

　その上でフィクトル総督は、父として最高の贈おくり物をした。息子に最高の婚こん約やく者を──エレオノーラ王姉をあてがったのだ。王家の血を拡散しないためだろう、バルテリンク王家は三ドリー侯・マルキ家ーゼン以外の他家に娘むすめを嫁とつがせた事例は、少なくとも魔ま王おう戦役以後は皆かい無むだ。その前例を破ってのエレオノーラの嫁よめ入いりは、フィクトル総督の政治力の成せる業わざであり、これでクロンカンプ男爵家の安あん泰たいは約束されたものだった。エレオノーラとアベルの間に子が生まれれば、次の王になる可能性すらある。

　実際、エレオノーラ王姉は若く美しく、息子の結けつ婚こん相手としては申し分なかった。幸いというべきかアベルの方も彼女にぞっこんだった。

　だが、アベルにとっては良りよう縁えんでも、エレオノーラにとっては政治的事情のために親同士が勝手に決めた婚約である。しかも一〇歳以上年上の男に言い寄られるのは決して愉ゆ快かいなことではなかったのかもしれない。エレオノーラはアベルの夫となることを運命として受け入れつつも、明らかにアベルから距きよ離りを取ろうとした。

　あるとき、エレオノーラはフィクトル総督に次のように宣言したことがある。

「フィクトル総督。アベルの婚約者となったからには、わたしはあなたの手て駒ごまと思って頂いて結構です。これよりはバルテリンク家ではなく、クロンカンプ男爵家のために尽じん力りよくいたしましょう」

　エレオノーラの目的が見み抜ぬけないフィクトル総督ではない。

（嫁入りという形でバルテリンク王家から追い出されたことを恨うらんでいるのだろう）

　だがそれは王家の弱体化を狙ねらうフィクトル総督にとっては好都合でもあった。実際にその後、彼女はフィクトル総督の代理として様々な権力者と接触し、フィクトル総督の権けん威いを高めるのに大いに役立ってくれた。先のアレンヘムとの戦いくさにおいて、エレオノーラがフライスラント軍と合流し、自ら旗はた頭がしらとなることを承しよう諾だくしたのもその一いつ環かんである。フィクトル総督にはかつて娘がいたが、病で亡くなっている。正直娘が生きていればこんな風に育ったのでは、と感傷的になったほどだ。

　このとき、長男アベルは蚊か帳やの外に置かれる形となった。たとえば様々な権力者と接触を繰くり返すエレオノーラに、何度となくアベルは同行しようとした。だがエレオノーラは、

「フィクトル総督の跡継ぎであるあなたに、このような雑事をさせるわけには」

　とやんわりと拒きよ絶ぜつし続けたのだ。

　やむなくアベルは、年とし甲が斐いもなく悶もん々もんとエレオノーラの帰りを待ち望むことになる。その姿は、父として見るに忍しのびないものがあった。

　そして、すべての状況を一変させてしまったのがアンデール夜や襲しゆう戦である。エレオノーラの身柄がアレンヘムに奪われたのだ。その一報はフィクトル総督の権威を大きく失しつ墜ついさせるだけではなく、アベルすらも豹ひよう変へんさせてしまった。アベルは三日三晩泣き続け、現在に至るまで酒に溺おぼれるようになってしまったのだ。

　もちろん何度も強引に部屋から連れ出そうと試みたものの、そのすべては失敗に終わった。それどころか今のアベルを下手に外に出せば、クロンカンプ男爵家の権威は失墜しかねない。

　結局フィクトル総督は、

（もう少し女と酒に慣れさせておくべきだったか）

　と悔くやみつつ、時が解決してくれるのを待つ他なかった。




　自室に戻もどったフィクトル総督だが、休む間もなく執事が来客を告げた。

「フィクトルさま。パウエルス男爵がお見えです」

「ああ、通せ」

　パウエルス男爵。今日の評議会において、フィクトル総督を厳しく詰きつ問もんした若い都市貴族である。

「閣下。到とう着ちやくが遅おくれて申し訳ありません。何分、遠回りする必要がありましたので」

「分かっておる。まあかけてくれ」

　評議会で舌ぜつ戦せんを交わしたときとは打って変わった親密な態度だった。

「それで今日の評議会はいかがでしたでしょう？　予定通り進行したとは思いますが」

「うむ、鋭するどい舌ぜつ鋒ぽう、そしてほどほどのところでの引き下がり……。文句の一つもない。おかげで余計な雑音が紛まぎれることもなかった」

　今日の評議会において、フィクトル総督は自身が厳しく弾だん劾がいされることを知っていた。批判派の勢い次第では、総督位の剝はく奪だつもあり得るところだった。

　だからこそ、血気溢あふれる若手評議員として名高いパウエルス男爵とあらかじめ手を組んでいたのだ。パウエルス男爵に他の評議員が抱いだいているであろう疑問を力強く代弁してもらい、そして早々に納得して引き下がる芝しば居いをしてもらったのだ。

　その効果は充分で、少なくとも今日の評議会は想定以上に荒あれることなくすんだのだ。

「しかしパウエルス男爵、貴公も先の戦では損失を出した側のはず。こうも易やす々やすと私に協力してよいのか？」

「どうせ私でなくとも総督閣下を批判しようとする者はいたでしょう。ならばその役割を私が担うことで批判派に自分を宣伝し、さらに総そう督とく閣下にも恩を売れる。私としては実に得というもの。無論、今後も閣下が敗北を続け、損失が取り返せなくなるというのであれば話は別ですが」

　その図太さこそがフライスラント自治領の商人、都市貴族の特とく徴ちようであった。

「失礼します、父上。伝播ツバメラストズワルーが届きました」

　そのとき戸を開けて入ってきたのは、二十代前半の若者だった。

　フィクトル総督の部屋にノックもなしで入ることは、執事でさえ許されない。ごくわずかな例外が、フィクトル総督の次男クンラートであった。

　貴族に限らず、どの家においても次男というのは特とく殊しゆな存在だ。家の財産を引き継つぐのは長男だけである一方、長男に万が一のことがあれば後を引き継ぐのは次男の役目である。言ってみれば予備であった。

　次男クンラートもまた兄アベルと同等の教育を受け、普ふ段だんからフィクトル総督のために様々な仕事を担ってきた。特に現在は兄がまったく仕事ができる状況ではないので、重要な仕事はクンラートに任せざるを得なかった。

「どうした、クンラート。例の策がうまくいったのか？」

　問いただすが、クンラートは返事に躊ちゆう躇ちよしているようだった。室内にパウエルス男だん爵しやくという部外者がいるためだろう。

「構わん、パウエルス男爵は我らの味方だ」

「はあ、では……。アレンヘム公国のカレルが、毒物の流通について調べ始めたとのことです」

「なに？　毒物の流通を？」

「はい。危険な毒物が流入していないかと商人を通して情報収集しております。信じ難がたいのですが、我々の計画に気付いたのかもしれません」

「むぅ……」

　その報告には、フィクトル総督も言葉を失った。

「毒物……ですか。なるほど、閣下は厄やつ介かいの種を毒殺するおつもりだったのですね？」

　事の次第を察したのか、パウエルス男爵が訊たずねる。

「そうだ。カレルが死ねばエレオノーラ王姉が妊にん娠しんしたというウソの情報に振ふり回されることはなくなる。それに今のカレルは《狂嗤の団》団長。今また団長が死ねば《狂嗤の団》の力も弱まるし、なによりも重病のアレンヘム公こう爵しやくは跡継ぎを失うことにもなる」

「確かにそれだけの利があれば毒殺は当然の策ですな。しかしカレルはその計画に勘かん付づいたということですか？　敵ながらよく勘付いたものですな」

「自分がいつ暗殺されてもおかしくない状況にあることは理解していよう。そのぐらいの相手でなくては公爵も後を継がせまい」

「厄介ですな。このままでは半月後に結婚式が行われ、カレルが正式に公爵となりかねませんし、エレオノーラ王姉の妊にん娠しん疑ぎ惑わくもそのままとなり、いよいよ手出しができなくなります」

「パウエルス男爵、そう悲観することはない。毒殺は前座の策略に過ぎぬ」

「なんと？　どういう意味でしょう？」

「我々はアレンヘム公国内に協力者を作り、毒殺計画を進めてきた。仮にその計画が露ろ見けんするとなれば、協力者はどうなる？」

　パウエルス男爵もさすがの頭の回転の速さだったようで、事情を察するのはすぐだった。

「なるほど！　協力者たちは皆みな、報復を恐おそれて追い詰つめられ、今以上に総督閣下に協力しなければならないということですか。では閣下には本命の策が？」

「そうだな、貴公には世話になった、これだけは教えておこう。簡単に言えば、このクンラートとアレンヘム公爵の娘、セシリアを結婚させる。半ば強引にな」

　次男クンラートは「そこまで言っていいのか」と困こん惑わくしたが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。

　他方、パウエルス男爵はその策の意味を理解すると、目を白黒させた。

「お見それいたしました。確かにそれができれば総督閣下はアレンヘム公国を乗っ取ったも同じ。しかし、いかなる方法で？　ああいえ、口を挟はさみすぎましたな。我々投資する側からすれば、過程などどうでもいいこと。うまくいくことを祈いのっております」

「懸けん命めいなことだ。さすがその若さで評議員に選ばれただけのことはある」

　パウエルス男爵は最後まで柔やわらかな物もの腰ごしを崩くずすことなく、退出していった。

　入れ替かわるようにして口を開いたのは次男クンラートである。

「父上、あそこまで教えてしまってよろしいのですか？　パウエルス男爵とて結局は商人。必要があればアレンヘムに策の秘密を売りつけるかもしれません」

「クンラートよ、口が堅かたいのは結構なことだが、ときには胸きよう襟きんを開く素そ振ぶりを見せることで信しん頼らいを売りつけることも必要だ。なにせ元手がかからぬ」

　一応冗じよう談だんを交えたつもりだったが、クンラートはくすりと笑うこともなく生き真ま面じ目めな顔のままだった。

　やむなく話を続ける。

「大体、おまえとセシリアを結婚させるなど、口で言うのは簡単だし誰だれでも思いつくことだ。だが実行するのは並なみ大たい抵ていのことではないし、その方法さえ知られなければ恐れることはなにもない。パウエルス男爵もそれが分かっているからあれ以上を聞かずに立ち去ったのだろう。利口な男よ」

「大変よく分かりました。では私は策を実行に移します。急ぎヘンゲローの街へ移動し、そこからアレンヘムへ侵しん攻こうを」

「ああ、だが抜ぬかるなよ。《狂嗤の団》は考えていた以上に強力だぞ」

「承知しております。まずは予定通り間道を通って密かに兵を潜せん入にゆうさせ、拠きよ点てんを確保いたします。第二陣じんを私が率いることになりますが、くれぐれも備えは厳重にいたします。例の陽動策がうまくいけば簡単に事が運ぶのですが……」

　日ひ頃ごろから魔ま物ものと死し闘とうを繰り広ひろげている《狂嗤の団》と正面から戦うことは自殺行こう為いだ。前回の戦いでそれは思い知らされた。

　だが野戦なら最強の《狂嗤の団》も、攻こう城じよう戦に長けているとは思えない。そこでフィクトル総督は、間道を通らせて密かに兵をアレンヘムに侵しん入にゆうさせ、拠点を確保するという計画を立てていた。無論、その方法では兵ひよう糧ろうもロクに運べず、移動できる距きよ離りには限りがある。おまけにアレンヘムに見つからないようにするとなれば、輸送できる兵数も一〇〇〇人に満たないだろう。だが拠点を確保し、維い持じするには充じゆう分ぶんだ。

　そしてアレンヘム公国内に拠点を確保した上で、速やかにクンラート率いる本隊を送り込むのだ。これならば、《狂嗤の団》の攻撃を受けてもアレンヘム公国内に退たい却きやくできるようになるし、拠点と本隊とで敵を挟きよう撃げきすることもできる。アレンヘム公国内に充分な兵力を持った拠点さえできれば、交易路を荒らすこともたやすい。

　特に次期公爵たるカレルは、フライスラント軍の再侵攻に備え、焦しよう土ど作さく戦せんを計画していることが分かっている。常に大軍を動員せざるを得ないフライスラント軍にとってそれは最悪の一手だ。対たい抗こうするためには、どうしてもアレンヘム公国内に拠点を確保する必要があった。

　さらに念には念を入れて、クンラート率いる本隊の進軍に合わせてアレンヘム公国内で陽動作戦を行う手はずとなっていた。《狂嗤の団》のもう一つの弱点は数の少なさである。多面的な攻こう撃げきには対応が難しいはずだった。

（一〇の策さく謀ぼうがすべてうまくいくわけもないが、考えられる手は打った。さすがのカレルも今回の策は見破れまい）

　クンラートが部屋を去って一人になると、ようやく休めると言わんばかり、豪ごう奢しやな椅い子すに体を預けた。近ごろは年ねん齢れいのせいか、疲ひ労ろうが抜けにくくなっている。だがまだ休むわけにはいかない。アレンヘムとの戦争は始まったばかりであり、評議会とて味方ではない。クロンカンプ男爵家の存続と繁はん栄えいのためには、まだ当分引退できなかった。

「それにしてもカレルか、つくづく侮あなどれぬ男よ」

　アレンヘム公国内の有力貴族を買収して、カレルを毒殺する。それが最初の計画だった。だが状じよう況きよう証しよう拠こではあるが、カレルは毒殺に気付いたという。

　計算外ではある。だが、他国の君主を毒殺することがたやすいとは思っていない。実際、毒殺は計画の第一段階に過ぎない。買収した協力者は、毒殺の計画が明らかになれば、反逆の罪に問われることになる。だからこそ次の策を持ちかける隙すきが生じる。カレルに反逆の罪で裁かれるか、それともフライスラントに付くか──と。

　すべてのきっかけは、カレルがエレオノーラ王姉を妊娠させたという情報が流れたおかげだった。そのために協力者は毒殺計画に加担することを決意したのだから。








間章　奴ど隷れい少女の旅立ち






　フライレヘレンデ・パスランルタイ・フアント自治領・フライスラントには無数の奴隷が暮らしている。

　ただ奴隷といっても、一日中鎖くさりに繫つながれ、牢ろうの中で暮らしているわけではない。戦争によって奴隷を得ていたころにはそのように扱あつかわれていた時期もあったが、今や奴隷は国の維持のために必要な資源であり、フライスラント自治領における経済の根幹をなす商品でもあった。使い潰つぶすのではなく、継けい続ぞく的に使い続けられる環かん境きようを整える必要があった。

　だからこそ奴隷たちには家も給料も与あたえられていたし、市場で買い物をすることもできた。奴隷同士で結けつ婚こんし、家庭を持つこともできた。もちろん結婚には所有者の合意が必要だったが、奴隷同士の結婚は奴隷の数を増やす必ひつ須すの行為であり、まず断られることもなかった。奴隷たちは職業選せん択たくの自由、移動の自由、住む場所の自由など、過度に制限された環境下にありながらも、こと主人の機き嫌げんがいい間はそれなりの幸せを享きよう受じゆすることができた。

　ヴィルという七歳の少女もそんな奴隷の一人だった。

　他国の平民や貴族の子供に比べれば、与えられる衣服も、玩がん具ぐも、食事すらも質素だっただろう。おまけに常用している石炭のせいで、顔も服も常に黒ずんでいる。

　だが当人からすれば、そんなことはどうでもよかった。

「もーいいかい？」

「まーだだよ！」

　七歳という年齢にも、多少の仕事はある。だがそれさえこなせば、友だちと遊べる。食事にもありつける。家に帰れば家族だっている。それは充分幸せと呼べる日々だった。

「あ、ごめん、わたしそろそろ帰るね！」

「え？　ヴィルもう帰るの？　早くない？」

「今日は誕生日だからお父さんとご馳ち走そう食べるんだ！　早く石炭取りに行かないと！」

「いいなー。分かった、じゃあまた明日ね！」

　ヴィルは石積みの家の間を通り抜け、石炭の集積所へ向かうと、いつものように持っていた麻あさ袋ぶくろに石炭を詰めた。

　薪まきは平民や貴族が使うものであり、奴隷たちに与えられる燃料と言えば石炭しかなかった。奴隷は暖だん房ぼうはもちろん、調理にも石炭を使用する。子供が家まで石炭を運ぶのは重労働だが、ヴィルは父親と二人暮らしだった。父の負担を減らすためには自分が頑がん張ばるしかない。

　石積みの粗そ末まつな家に帰ると、ストーブから燃えかすとなった石炭を抜き出し、新しいものと入れ替える。すぐに顔が黒くなる嫌いやな仕事だが、たった一人の家族である父の役に立てると思えば、どうということはなかった。

「ただいま。ヴィル、いるか？」

「お帰り、お父さん！　お父さん、お父さーん！」

　体格の大きい自じ慢まんの父が帰ってくると、ヴィルはすぐさま抱だきついて出で迎むかえた。

　一ひと月つき近く前、隣りん国ごくへの戦争に奴隷兵として父が駆かり出されたことがあった。たった一人の家族が連れ出されたのだ。その間、ヴィルは一人で生活しなければならなかった。

　当時六歳の少女にとってそれは非常に厳しい生活だった。父が残してくれた食しよく糧りようと、父が教えてくれた料理方法でなんとか日々を食いつないだのだ。

　唯ゆい一いつ幸いだったのは、わずかに奴隷同士で助け合う風習があったことと、父が翌日の夜に帰ってきたことだ。ヴィルが知る由よしもなかったが、遠くの街から出しゆつ撃げきしたフライスラント軍の本隊が大敗し、旗はた頭がしらとなっていたエレオノーラ王姉を奪うばわれたのが原因だった。

　もし父が戦死でもしていれば、寄る辺べのないヴィルもまた死を免まぬかれなかっただろう。だが親子は再会を果たし、その絆きずなは以前にも増して強くなった。

　そして今日は誕生日だ。取っておいた干し肉もこの日は食べていいことになっていた。ヴィルは幸せの絶頂だった。少なくとも、父の次の言葉を聞くまでは。

「ヴィル、よく聞いてくれ」

「え？　どうしたの？」

　父の顔には普ふ段だん見たことがない深刻さがあった。

「オーラフさまからの命令だ。お父さん、また戦争に行かなきゃならなくなった」

「え……」

　それはヴィルを不幸の極みへと叩たたき落とすのに充分な一言だった。

　オーラフとはヴィルとその父の所有者である。このヘンゲローの街の太守でもある有力者だ。彼からの命令を拒きよ否ひできる奴隷などいない。

　たちまちヴィルの瞳ひとみに涙なみだがにじみ、こぼれ落ちた。

「やだ！　お父さん、わたしを一人にしないで！」

「分かってる。分かってるよ……。父さんだって嫌だ。だがしょうがないんだ。逆らったら父さんもおまえもタダじゃ済まない」

「そんな……。やだぁ……いやだよぅ……」

　ヴィルは立ちすくみ、ひたすらぽろぽろ涙をこぼした。

　父もそんなヴィルを抱きしめるが、決して「やっぱり行かない」とは言ってくれなかった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。父さんは必ず帰ってくる。食糧は蓄たくわえがあるし、一月前はおまえも頑張れたんだ。もう一度だけ頑張ってくれないか」

「やだぁあああ！　あんなのもういやだよぅ！」

　父が奴隷兵として駆り出されていたときの悪夢がヴィルの脳裏に蘇よみがえった。一人で作って食べる食事は微み塵じんもおいしくなく、たった一人で夜を越こすのは寂さびしく、怖こわかった。だがどれだけ泣いても慰なぐさめてくれる父はどこにもいない。おまけに父が向かったのは戦争。二度と戻もどってこないかもしれない。二度と会えないかもしれない。そう思うと何度でも涙が零こぼれた。

　またそんな日々が続くと思うだけでも、もう死んでしまいたくなる。

「しょうがない。しょうがないんだ。父さんは絶対に帰ってくる。だから……ほんのちょっとだけ我が慢まんしててくれ」

　父の言う通りだ。しょうがないのだ。どうしようもないのだ。奴隷が命令に逆らうことはできないのだから。

　こうなったら七歳の少女にできることなど一つしかない。大好きな父を、これ以上困らせないことだけだ。

「分かった……。わたし、ずっと待ってるから……」

「いい子だ」

　父はヴィルを一度だけ撫なでると、驚おどろくべき行動に出た。旅支度を始めたのだ。

「え……。も、もう行っちゃうの……？」

「……すまない。すぐ集まるように言われてるんだ」

「そんなぁ……」

　せめて誕生日の晩ばん餐さんだけは父と一いつ緒しよにしたかった。せめて最後に父に抱かれて寝ねたかった。しかしヴィルは父を心配させたくないというただその一心で、必死に嗚お咽えつを堪こらえた。

「こんな世の中じゃなけりゃなあ……」

　だが父の方が堪えきれなくなったのだろう。旅支度を中断してヴィルを強く抱きしめた。

「本当にすまない。父さんは絶対に帰ってくる。だから食糧は大事に食べるんだぞ。オーラフさまの命令にはよく従ってな」

「お父さん……」

　ヴィルの双そう眸ぼうから大おお粒つぶの涙が零れる。だが残された時間は限られていた。ヴィルを抱きしめたまま旅支度を終えた父は、泣きじゃくるヴィルをゆっくり床ゆかに下ろした。

「じゃあ、行ってくるから」

　最後の抱ほう擁ようを交わすと、未練を断ち切るように家を出て行った。

「お、お父さぁん……。うわああああああん！」

　一人残されたヴィルは、もう堪える必要がないと悟さとり、ただひたすら大声で泣きじゃくった。もうどれだけ泣いても父を心配させることはないのだと。

　それはこの頃ころ、ヘンゲローという街で無数に繰くり広げられた光景の一つに過ぎなかった。父を、兄を、息子を連れて行かないで欲しいとの懇こん願がんは、無数になされた。もちろん奴隷の懇願が聞き入れられることはなく、多くはただ家族が無事に帰き還かんすることを願うだけだった。

　だがヴィルという七歳の少女だけは違ちがった。彼女にとって父はたった一人の家族である。二年前に母を失い、今また父を失うぐらいなら、自分も一緒に死んだ方がいいと本気で考えていた。

　それどころか二度も父を連れ出した主人であるオーラフを、せっかくの誕生日を台無しにしたこの街の太守を、ヴィルは深く恨うらんだ。

　だからこそヴィルは、散々に泣きじゃくった末に、他の奴隷たちとはまったく異なった決断をすることになる。

（わたしも、お父さんに付いて行こう）

　父たち奴ど隷れい兵の行き先は分かっている。北に国境を接するアレンヘルトフドムヘム公国・アレンヘムだ。

　公国を治めるアレンヘム公こう爵しやくのウワサはヴィルも聞いたことがあった。このフライスラントの奴隷たちを広く受け入れ、新たな家と緑豊かな森と畑と水とを与えてくれると。

　もちろん、奴隷に逃にげられてはたまらない主人たちにしてみれば、そのようなウワサが広まることは都合が悪い。彼らは盛んにアレンヘム公を中傷し、隣国へ逃げれば今以上に厳しい奴隷生活が待ち構えていると言い立てた。逃とう亡ぼう奴隷の取り締しまりも厳しく、多くの奴隷が捕つかまって見せしめにされた。

　だが国境に近い街であるこのヘンゲローだからこそ、アレンヘムへ逃とう亡ぼうした奴隷たちが幸せな日々を送っているとのウワサが途と絶だえることはなく、多くの奴隷たちがアレンヘムへの逃亡を試みてきたのだ。

　そして父は奴隷兵としてアレンヘムへ行くことになる。そこに自分も同行し、なんとか二人で逃げ出してアレンヘムで新しい生活を送るのだ。幸い、大の大人ならともかく、子供ならこの街から逃げ出す術すべはある。

「わたしも行こう、アレンヘムに！」

　ヴィルは小麦粉を練って焼いたものを用意し、今夜父と食べる予定だった干し肉と一緒に麻袋に詰つめた。

　それはあまりに無む謀ぼうな旅路だった。大人であっても二日はかかる旅路であったにもかかわらず、少女が持ち歩ける食糧は限られており、路銀もまたないに等しく、身を守る道具と言えば食事用のナイフしかない。

　おまけにこのヘンゲローの街から無断で逃げ出せば、逃亡奴隷とみなされる。太守オーラフは子供でも容よう赦しやはしない。ヴィルの小さな体では棒打ちや鞭むち打うちのいずれも耐たえられないだろう。

　だが七歳の少女にとって、そんな危険性などどうでもよかった。一番重要なことは、一刻も早くまた父と共に暮らすことだけだったからだ。




　その行動が五フアイフ芒ステル・国ランデンの未来を変えることになるなど、当然誰だれも知る由もなかった。








第三章　摂せつ政しようの憂ゆう鬱うつ
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　この頃、カレルと同じように気苦労の多い日々を送っていた者がいる。摂政、すなわち王の代理として政治を行う立場にあるヴェッセルである。

　一二歳の妹マリアンが五フアイフ芒ステル・国ランデンを統すべるフーデルフーデルス・コス王国ーニングライクの女王となり、多くの貴族は前女王の遺ゆい言ごんに従う形でマリアンに忠誠を誓ちかった。だが女王が戴たい冠かんして早々にフィクトル総そう督とく率いるフライレヘレンデ・パスランルタイ・フアント自治領・フライスラントが野望をあらわにし、戦争が起こっているのが現実である。

　これは前代未聞の王家の失態とも言えた。討ナ・デ伐・フイク暦トーリの制定以来、一九八年にわたって五芒国では大規模な国同士の戦争はなかった。「一二歳の女王には戦争を止める力がないのだ」という謗そしりが生じるのは当然だった。

　もっとも、それに対するヴェッセルの考えは明白であった。

「知るか馬ば鹿か」

　王家を大きく衰すい退たいさせたのは、ヴェッセルとマリアンの実父にして先々代の王であるフェルベルトのせいである。彼が政まつりごとをないがしろにし、財政を衰退させたがためにフライスラント自治領に借金せざるを得ず、現在の状じよう況きようとなっているのだ。

「なぜ父親の不始末を子がせねばならんのだ」

　と、ヴェッセルが憤ふん慨がいするのは当然だった。

　それにアレンヘムとフライスラントが戦争を起こした結果、ある喜ぶべき事態が起こっていた。フーデルス王国に好景気の波が押し寄せていたのだ。至極当然の結果ではある。アレンヘムとフライスラントが互たがいに国境を閉ざした結果、両国間を行き来できるのは、小規模なフェルトフォルクの遍歴商人マルスクラームルぐらいのものである。それ以外の商人は、フーデルス王国を経由して交易を行わなければならない。人と物流が行き来する場所に、自然と金は落ちるというわけである。

　ヴェッセルとしては、このまま二国にほどほどの戦争を続けてもらいたいと思うほどだった。だが妹のマリアン女王は五芒国の守護者にして統治者であり、ヴェッセルも摂政という立場である以上、残念なことに五芒国同士の戦争を「知るか馬鹿」と放置することはできない。そこで表向きヴェッセルは、何度もフライスラントに「戦争は止やめたらどうか」と弁の立たない使者を送っていた。幸いなことに、その提言が受け入れられたことはなかったが。

　一方でヴェッセルは、この一ひと月つきほどの間、国内の有力貴族の動向を把は握あくすることに全力を注いでいた。新女王の統治は始まったばかりであり、その反応を探るのは摂政として当然だった。幸いなことに前女王の国こく葬そう、およびマリアンの女王戴たい冠かん式の際など、ヴェッセルは多くの貴族たちと接する機会があった。そのとき密かに《魔王のデ・レウフ左腕エンケネル》の力を使い、彼らの心の声を読んできたのである。

　結論から言えば、多くの貴族は日ひ和より見み主義だった。

　なにせ五芒国の平和は一九八年も続いたのだ。今いま更さら争いを好む貴族などそういるわけもなく、多くの者はこれまでと同じ統治を王家に望んでいた。現在起こっている戦争についても、「こちらに害がなければそれでいい」「フィクトル総督の気が済めば終わるだろう」と考える者が多く、追つい随ずいして戦争しようとする者は今のところ見当たらなかった。

　もっとも、たとえば一二歳という新女王の年ねん齢れいに懐かい疑ぎ的な者も皆かい無むというわけではなく、王家ではなくフィクトル総督スタツトハウダーの動向の方を気にしている者は少なくはなかった。

　特にヴェッセルが注視したのは、三ドリー侯・マルキ家ーゼンと呼ばれる貴族たちである。

　三侯家とは魔王グローテ・戦役オールログ以前から王家と綿密な関係にある三つの侯こう爵しやく家のことで、いずれもフーデルス王国内に独立した領地を与あたえられている。三侯家に与えられた領地は、それぞれ王都の北東、北西、南。すなわち王都を三方向から囲み、守護する役割を担っている。万が一、彼らが敵となれば、たちまち王都は危険にさらされるだろう。

　ただヴェッセルにとって幸いだったことに、今のところ彼ら三侯家は王家に極めて忠実だった。その理由は、《魔王の左腕》の力を使わずとも分かる。

　魔王戦役以後、三侯家と王家は互いに婚こん姻いんを繰り返し、その血の結びつきは非常に強い。それは《魔王の左腕》の力を守るためでもあった。

　他者の心と直に接することのできる《魔王の左腕》は、《魔王殺しデモン・スラフター》ギデオンの子孫のみが扱あつかえ、また子孫同士には効果をなさない。《魔王の左腕》があったがゆえにフーデルス王国は安定した治世を続けることができたが、ギデオンの血は婚姻を繰り返せば当然薄うすまる。いつか《魔王の左腕》が扱えなくなるのでは──と恐おそれを抱いだいた関係者は、ギデオンの血を色いろ濃こく残し、また必要以上に王家の子孫を増やさないためにも、侯爵家と王家の間で婚姻を繰り返してきたのだ。前女王リーセロットがそうであったように、他国から婚姻相手を迎むかえることはあったが、その逆──王家の娘むすめを三侯家以外に嫁よめ入いりさせることはなかった。エレオノーラ王姉の婚こん約やくは、フィクトル総督の政治力によって作られたたった一つの例外である。

　一二歳で王位に即ついたマリアンも、将来的に婿むこを迎えることになるだろう。そしてその相手は、過去の慣例からいって三侯家のいずれかから迎える可能性が高い。つまりマリアンが結けつ婚こんするまでは、三侯家が王家に敵対する理由はない。マリアンが誰と結婚しようと、一九八年続いた三侯家の忠誠が今いま更さら揺ゆらぐことはない──という見方もできるだろうが、その辺りヴェッセルはまったく信用していない。人は環かん境きよう次第で裏切るものだということをよく知っていたからだ。

（いっそマリアンはフィクトル総督の次男辺りと結婚させた方が安全かもしれんがな）

　フィクトル総督の次男クンラートはそれなりに男前だと聞くし、マリアンが望むのならそれもあり得る未来だった。ただ懸け念ねん点が二つあった。もしそのような結婚が成立してフィクトル総督が王家の外がい戚せきということになれば、

（マリアンに入れ知ぢ恵えをする立場にあり、かつ王家の血を引く私はまあ邪じや魔ま者ものとして暗殺されるだろうな）

　その未来はかなり現実的だった。

　もう一つの懸念点は、二年後に再臨するという魔王の存在である。《狂嗤バルダー・の団ブリガーデ》の前団長が命いのち懸がけで王家にもたらしたその情報は、ウソと考えるにはあまりに危険だった。フィクトル総督の台頭はアレンヘルトフドムヘム公国・アレンヘムや《狂嗤の団》の弱体化に繫つながる。魔王が再臨するとなれば、豊富な魔物グルエルとの戦歴を持つ《狂嗤の団》は人類に不可欠だ。

（それに正直なところ、フライスラント自治領は強大に過ぎる。アレンヘム公国との戦争で少し痛い目にあってもらうのがちょうどいい）

　それこそが、ヴェッセルがフライスラントの戦争をよしとする最大の理由でもあった。

「ああ、いっそフライスラントが戦争に負けて国内で奴隷の反乱でも起こり、フィクトル総督が泣いて助けを求めてくる状況にでもなればいいのに」

　そうすれば王家がなにもせずとも、フライスラントとの力関係は逆転する。

　残念ながらそんな都合のいい願いが叶かなう見込みは今のところ立ってはいなかったが、ヴェッセルはフライスラントとアレンヘムの戦争については、多少楽観してもいた。たとえばマリアンとフィクトル総督の次男クンラートの結婚というエサを漂ただよわせれば、フィクトル総督は恐らく大たい抵ていの要求に従うだろう。少なくとも二年ぐらいの時間は稼かせげる。簡単なことだ、「マリアンが成人に達する一四歳になるまで結婚は待ってくれ」と言うだけでいい。

　そしてその間に魔王再臨が現実のものとなれば、フィクトル総督も野望の矛ほこを収めざるを得ない。ヴェッセルが知る由よしもなかったが、この辺りの考え方は次期アレンヘム公たるカレルにも通じるものがあった。

　つまり、妹マリアンの代理たる摂政としての当面の目標は、足場固めと現状維い持じであった。フライスラント自治領とアレンヘム公国の戦争は、するなとは言わないが派手にされると困る。とりあえず二年時間が稼げれば、魔王再臨によって五芒国は戦争どころではなくなり、その間にマリアンの足場も固めることができる。

　幸いなことに、ヴェッセルも予想しなかった方角から足場を固める好機が訪れた。国務尚しよう書しよクラーセン伯はく爵しやくの急死がそれである。




　　　　◆




　クラーセン伯とヴェッセルは、仲が悪いことで有名だった。マリアンの母であるリーセロット前女王が遺言を残そうとした際、ヴェッセルが遅おくれてやってきたことを公衆の面前で嘲あざけったのがクラーセン伯である。しかもどうやらヴェッセルが遅ち刻こくするよう手を回したのもクラーセン伯だったらしい。

　ところがその後、リーセロット前女王の遺言によってヴェッセルが摂政という権力者になることが決まると、クラーセン伯は大急ぎでヴェッセルに取り入ろうとした。表向き知られてはいないが、贈おくり物として可か憐れんな侍じ女じよを届けてきたほどである。

　そのクラーセン伯が急死したのだ。死因は毒殺。自室にて、毒を盛られた酒を吞のんだことが原因とされた。

　当然、王宮ではウワサが飛び交った。この時節に、クラーセン伯を毒殺しようと試み、さらには入手困難な猛毒を実際に入手できる者など、摂政として権力を手に入れたヴェッセルしか思いつかない──と。もちろんそれは疑ぎ惑わくであり、証明する手段は誰もなかった。

　ウワサを裏付ける事実がもう一つあった。クラーセン伯死亡の第一報を聞いたときのヴェッセルの反応である。

　ヴェッセルは後に〝策士のホーン・フアン・デ嘲笑・イントリガント〟と表現されることになる余よ裕ゆうぶった笑みを浮うかべ、こう言ったのだ。

「ほう、それは気の毒に。クラーセン伯は誰かに恨うらまれるようなことでもしたのか？」




　ただ実際のところ、ヴェッセルは本当になにもしていなかった。クラーセン伯が死んで喜んだのは事実であり、だからこそ思わず笑みを浮かべもした。だが、

（容易に毒殺などという手段を取るものか！）

　というのが本音であり、自分の仕業などと思われていることに内心で憤慨してもいた。

　だがその後ヴェッセルはふと思いつくところがあり、慌あわてて自室に戻もどることになる。忠実な侍女イエッタのことを思い出したのだ。

　そして、自室に戻ったヴェッセルはとんでもない光景を目もく撃げきする。

　ベッドの上で、イエッタが別の侍女と半はん裸らで抱だき合っているところを。

「なにをしてるんだおまえたちは!?」

「きゃあああああ!?」

　思わず声をかけると、イエッタに組み敷しかれていた方の侍女が悲鳴を上げた。見覚えがある。先ほど毒殺の一報を聞かされたクラーセン伯から贈られてきた侍女である。確か名をアニカと言った。

「アニカ、いけませんよ」他方、イエッタはまったく動じなかった。「せっかくヴェッセルさまがお帰りになったというのに、悲鳴を上げる侍女がどこにいますか。ヴェッセルさま、大変失礼いたしました。よろしければどうぞお混ざりください」

「王家に生まれて以来、『お混ざりください』なんて敬語は初めて聞いたぞ！　それより人のベッドの上で一体なにをしている？」

「見て分かりませんか？　ヴェッセルさまを悦よろこばせるための訓練にございます」

「分かるか！　とにかく話がある、そこの……アニカと言ったな、悪いがイエッタと二人きりにしてくれ」

「は、はい……」

　アニカという若い侍女は、脱ぬぎ捨てられた服を抱かかえるようにして肌はだの露ろ出しゆつを隠かくすと、顔を真っ赤にしたまま部屋を出て行った。

「まあ、ヴェッセルさま、二人にきりにしてくれだなんて大だい胆たんな。ではわたしが一人でお相手を……」

「そういうことではない！　いいから話を聞け！」

「もう、連れないお返事ですこと。一体どのようなお話でしょう？」

　ようやくイエッタが話を聞く姿勢になり、ヴェッセルは思わず安あん堵どした。この際、イエッタが半裸なのは見なかったことにする。

「いいか、大事なことだからちゃんと答えるように。おまえ、最近誰だれかに毒盛ったか？」

　このときイエッタが見せた反応は、初めヴェッセルを安心させた。

　一体なんのことか分からないと言いたげに首を傾かしげたのだ。イエッタは今回の件にはなにも関かん与よしていないのだと、思わず安心した。

　だが口から出てきた言葉はとんでもないものだった。

「申し訳ありません、心当たりが多すぎて……」

「…………」

　しばし絶句した後、ヴェッセルはどうにか冷静さを取り戻すことに成功した。

「クラーセン伯のことだ」

「ああ、盛りました」

（やっぱりか！）

「どうか勘かん違ちがいなさらないでください、わたしとて誰だれ彼かれ構わず毒を盛るわけではありませんが──」

（当たり前だ！）

「リーセロット女王が病の淵ふちから奇き跡せき的に目を覚ましたときのことをご記き憶おくでしょう。クラーセン伯は女王陛下覚かく醒せいの報せが届くのを意図的に妨ぼう害がいすることで、ヴェッセルさまに恥はじをかかせました。生かしておく価値を認められませんので処分したのです」

　ニコリと聖母のような笑みを浮かべながら口にする。

「時期を考えてくれ時期を！　今クラーセン伯が死ねば、不仲だった私が犯人と疑われかねないだろう！」

「よろしいではありませんか。新たに就任した摂せつ政しよう殿でん下かと敵対すれば、どのような未来が待っているかを世に示せたのですから」

（なるほど、それもそうだな……）

　思わずそう考えた辺り、ヴェッセルも無罪とは言い切れなかった。

「い、いや、だが人というものは軽々しく殺しては後が面めん倒どうだ。クラーセン伯の家臣などに恨まれたくはないからだな」

「なるほど、それはごもっともです。私も暗殺した後のことは考えていませんでした」

（考えろ、そこは！）

　だが幸いなことに、今回だけは解決策があった。

「仕方がない、このような形で使うことになるとは思わなかったが……。クラーセン伯は独身ゆえ子がおらん。だがスヴェンという仲の悪い弟がいることを以前調べただろう？」

「ええ、確かに。クラーセン伯に勘かん当どう同然で屋や敷しきを追い出された青年のことですね？」

「直ちにそのスヴェンを連れてきてくれ。彼が憂うれいなく伯爵家と国務尚書の地位を継つげるよう全力で支し援えんする。そうすればクラーセン伯爵家やその家臣たちは、今後私に忠誠を捧ささげるだろうからな」

「まあっ、さすがはヴェッセルさま！　素晴らしいお考えです！」

　もう辛しん抱ぼうたまらないという恍こう惚こつとした顔でヴェッセルを褒ほめ称たたえるイエッタだった。

（まさか、スヴェンという切り札をこのような形で使うことになるとはな）

　スヴェンは兄クラーセン伯と家か督とく相続を理由に対決でもさせようと用意していた手札だった。しかしクラーセン伯が死んでしまった今、利用方法があるなら使うべきだった。

「しかしイエッタ。クラーセン伯は国務尚書の地位にあった。それなりに身辺に気を遣つかっていたはずだが、一体どうやって毒を盛ったのだ？」

「たやすいことです。先ほど部屋を出て行ったアニカを贈ってきたのがクラーセン伯だったことはご記憶でしょう。愚おろかにも色いろ香かでヴェッセルさまをたぶらかそうとしたのでしょうが、わたしのヴェッセルさまはその程度のことで信念を変えるお方ではありません」

「……話が脱だつ線せんしているぞ」

「これは失礼いたしました。ようはクラーセン伯は失敗したのです。自らの手て駒ごまをこちらの陣じん営えいへ贈ってくださったのですから。わたしはアニカにヴェッセルさまの素晴らしさを教え込み、懐かい柔じゆうした上で詳くわしい事情を聞いたのです。クラーセン伯爵家において、誰が当主に恨みを持ち、誰が買収できるかを」

「そ、そうか」

　頭が痛くなる。

（一人の伯爵を暗殺するのと、弟と家督相続で対決させるのは果たしてどちらが難しいだろうか。暗殺……だよな？）

　時折、イエッタは自分やフィクトル総そう督とくをはるかに上回る屈くつ指しの策さく謀ぼう家ではないかと思うことがある。だが問題は、力を注ぐ方向性を明らかに間ま違ちがえていることだった。

「ところでヴェッセルさま。アニカは侍女としてなかなか見所があるようですし、引き続きわたしの下で働いてもらおうと思います。よろしいでしょうか？」

「それは構わないが……。珍めずらしいな、おまえが見所があるなどと褒めるとは」

「もちろんアニカにはまだまだ未熟な点もございます。ですが彼女は経験こそないものの、男性を悦ばせる知識は大変に豊富でした。わたしも先ほどから教えを受けておりまして、よろしければ今すぐこの場で実じつ践せんする機会をお与あたえ頂けないでしょうか」

「一体なにを学んだのだ！　いやいいから服を着ろ！　近寄るんじゃない！」




　こうしてクラーセン伯暗殺事件は王宮に思わぬ影えい響きようを与えた。

　本来であれば当主を毒殺されたクラーセン伯爵家は、たとえ証しよう拠こなどなくともヴェッセルに深い恨みを抱いだかざるを得ない。だがヴェッセルは当主をすげ替かえ、さらにそれを支援することでクラーセン伯爵家をあっという間に懐柔したのである。

　あまりの手際のよさに、かつてヴェッセルのことを「暗あん愚ぐ、盆ぼん暗くら」と呼んでいた者たちもその事実を都合良く忘れ、驚きよう嘆たん混じりの称しよう賛さんを惜おしまなかったという。




　　　　　２




　新たな体制を築きつつあった摂せつ政しようヴェッセルだったが、早くも次の問題が襲おそい掛かかろうとしていた。腹はら違ちがいの妹にして現女王たるマリアンのことである。

　他者の心と直接会話ができる《魔ま王おうの左ひだり腕うで》は、同じ父の血を引くマリアンには効果がない。つまりヴェッセルにとってマリアンは、この世で数少ない、「何を考えているのか分からない」人物だったのである。

　もしヴェッセルが自分より強大な権力を持つマリアンを恐おそれるようなことがあれば、兄妹きようだいは仲なか違たがいし、血で血を洗う陰いん謀ぼう劇が繰くり広げられたかもしれない。だがヴェッセルは、マリアンが幼い頃ころから次期女王として研けん鑽さんしてきたことを知っていた。その妹の努力は報われて欲しいと兄として考えていたのは事実である。

「まあマリアンが本気で私を邪じや魔まだと考えたなら、殺されるのも仕方ない」

　と半ば本気で考えていたほどだった。

（いや、死にたくはないからせめて島流しぐらいで勘かん弁べんして欲しいが）

　そのためには、とにかくマリアンの希望を叶かなえることに徹するべきだった。

　幸い前女王の実子であり、一二歳という年ねん齢れいと年齢相応の可憐さもあって、マリアンの民衆への人気は高いという。そのマリアンの盛り立て役に徹する限り、ヴェッセルもまた安あん泰たいのはずだった。だがマリアンを盛り立てるという道は、ヴェッセルが考えている以上に苦難の道だった。




　それは玉座の間の裏にある空中庭園で、兄妹そろってわずかな休きゆう憩けいを取っていたときのことだった。

　空中庭園には何匹ひきもの動物が放し飼いにされている。多くは犬や鳥であり、飼い主はヴェッセル、エサをやるのは護衛騎き士しファースである。動物はすべてヴェッセルによって飼い慣らされており、たとえばフェリルと名付けられた大型犬などは、マリアンが小さなころからの格好の遊び相手でもあった。それは今も変わらず、忠実な犬や鳥との触ふれ合いは束の間の休息の間、マリアンを笑顔にさせる充じゆう分ぶんな効果があった。

「お兄さま。前から疑問に思っていたんですが、なぜここの鳥は逃にげないんでしょう？」

　フェリルの大きな体に身を委ね、一匹の小鳥を腕うでに止まらせながら、マリアンは兄に訊たずねた。

「それはもう、長い時間をかけてよく躾しつけたからな」

　なにせ昔の私には他にやることもなかったからな──という真実はさすがに口にできなかった。ただマリアンのその質問が、本題の前座であるということは察した。

「どうした、なにか聞きたいことでもあるのか？」

　ヴェッセルが促うながすと、マリアンはわずかな逡しゆん巡じゆんの後に言った。

「お兄さま。お兄さまはわたしに『女王としてどうしたいか』と聞いたことがありましたね？」

「ああ。おまえは母上と同じように五芒国の平和を維い持じしていきたいと、そう言ったな」

「はい。それで質問があるのですが」

「なんだ？　私に答えられるのならいくらでも答えよう」

　だがマリアンの質問はヴェッセルの予想をはるかに超こえるものだった。

「一体どうすれば五芒国に住むすべての人々が幸せに暮らせるのでしょう？」

（背中がかゆくなるわ！）

　一二歳の女王の理想は、盆暗を装って王宮を生き抜ぬき、先日邪じや魔ま者ものを毒殺したばかりのヴェッセルにはあまりにまばゆ過ぎた。

　だが自分の生命線でもある妹の理想を鼻で笑うようなことはできない。このときヴェッセルは自分で太ふと股ももをつねって生き真ま面じ目めな顔を維持し続けた。余談ながら後世の歴史書において、ヴェッセルはマリアン女王のよき理解者として記されることになる。ヴェッセルが自らの保身を目的として芝しば居いを演じ続けていたと見み抜ぬく歴史家は、ついぞ現れることはなかった。
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　ヴェッセルは慎しん重ちように言葉を選んだ。理想を持つことはいい。だが重すぎる理想は時に人を──自分だけではなく他人をも押し潰つぶすことになる。それをうまく伝える必要があった。

「マリアン、いいか？　そもそも幸せとは色々な形がある。たとえば毎日腹はら一いつ杯ぱいご飯が食べられれば幸せという者もいるだろうし、たくさんお金があれば幸せという者もいる」

「はい。それは分かります」

「ならば分かるだろう。極きよく端たんな話、他人が不幸になることに幸せを感じるという者がいれば、おまえの理想は叶かなわない。そうだろう？」

　単純な事実に、マリアンは顔を曇くもらせた。だがヴェッセルとしても、こればかりは妥だ協きようした答えを口にするわけにもいかなかった。

「では、すべての人々を幸せにすることはできないのでしょうか？」

「ああ、できない。だがそれを恥はじる必要はない。為い政せい者しやの責務なんて第一に平和、第二に民衆を飢うえさせなければ充分だ。なぜならそれだけでも難しいからだ。もしそれが達成できたら、そのときはまた次の理想を叶えればいい」

「よく分かりました。まずは一つずつ、ということですね」

　妹の勤勉さは兄として喜ぶべきだったが、それに付き合わされることになる立場からすると、もう少し控ひかえめな理想の方がありがたかった。

「ではやはり一番の問題は、二年後に再臨するという魔王でしょうか。もし本当に魔王が再臨したとなれば、平和どころではありませんし」

　魔王。その言葉を口にする度、あるいは耳にする度、不思議な感覚に陥おちいる。現実を生きる王女と摂政が、おとぎ話に出てくる怪かい物ぶつを恐れているようなものだからだ。

　だが魔王は確かに実在した。しかもそのおかげでバルテリンク王家の繁はん栄えいがあると言ってもいいのだ。《魔王殺し》ギデオンを婿むことして王家に招き入れ、《魔王の左腕》の力を扱あつかえるようになったがゆえに。

「確かに危機の大きさで言えば魔王は最悪だ。絶対に手を打たねばならん」

「軍備を増強すべきなのでしょうか？　あまり好ましいこととは思えませんが、それしか手がないのであれば……」

「そうだな、軍隊なんてものは増やせば増やしただけ金を無む駄だにする。だが目の前に脅きよう威いがあるというのに、備えないのは馬ば鹿かのすることだ。ただ問題がある。今無駄に我が王国が軍備を拡張すれば、すわ戦争かと五芒国が警けい戒かいするだろう。それだけならまだいいが、民衆も失望するだろう。新女王は政治より軍事を優先すると」

「それはわたしも本意ではないですけど……。でも、そんなことを言ったらあと二年で準備なんて……。いっそ魔王が再臨すると正式に発表してはどうでしょうか」

「やめておいた方がいい。恐らくアレンヘム公国も同じように考えただろうが、いかんせん証拠がない。《アレンヘハイルグ・フアムの聖女ン・アレンヘム》の力は伏ふせておいた方がいいしな。あるかも分からない魔王の脅威を説いて軍備を拡張すれば、やはり後が面めん倒どうになるだろう」

「では、一体どうすれば……？」

「心配ない。大義名分を得て軍備を拡張できる好機は必ず来る。なにしろアレンヘムとフライスラントの戦争の真っ最中だからな。今は一時的に休戦中のようだが、それもそう長くは続かないだろう」

　カレルがエレオノーラを妊にん娠しんさせたというウワサが広まっているのがその一因だ。

　だがヴェッセルはそれがウソだと見抜いていた。カレルにとってあまりにも都合が良すぎるからだ。ウソだと露ろ見けんするまでの時間稼かせぎの策略だと考えればすべての辻つじ褄つまが合う。

　老練なフィクトル総督にそれが見抜けないわけがない。こうしている間にも、なんらかの方法で侵しん攻こうを再開する方法を企たくらんでいるに違ちがいないのだ。

「分かりません……。なぜフライスラントとアレンヘムの戦争が我が王国の軍備に関係するのでしょう？」

「戦争というものは相手を滅ほろぼすまでやるのは不合理だ。最終的にどちらが有利になるかは分からんが、両国の間にはいつか必ず和わ睦ぼくの機会が訪れる。そのとき仲ちゆう介かいできるのは我が王国だけだ。そして和睦を実現するための強制力を手に入れるという理由で軍備を拡張する名目が立つというわけだ」

「なるほど……」

「つまり我々の理想としては、アレンヘムとフライスラントの戦争で緊きん張ちよう感を高めつつ、魔王を迎むかえ撃うつ態勢を整える。これが最善の策だろう。ただし、安易な道ではないぞ。いかなる理由であれ軍備を拡張すれば、民衆にしわ寄せがいくことになる。家族の大黒柱を徴ちよう兵へいすれば、それだけで路頭に迷う子供も出てくるだろうからな」

「……よく分かりました。できるだけそうならないように準備するしかないでしょう。そういうことならお兄さま、一つお願いがあります」

「女王陛下のお願いとあれば断れんが。一体なんだ？」

「一度アレンヘムへ行って欲しいのです」

　ヴェッセルは思わずマリアンの顔を見た。それはヴェッセルも考えていた行動だったからだ。まさかマリアンも同じ考えだとは思わなかった。

「なぜだ？　おまえがそんなことを言うとは珍しいな」

「魔王の脅威に対たい抗こうするにはアレンヘムの力が必要です。そこで、次期公こう爵しやくとなるカレルという人物をお兄さまに見定めて来て欲しいのです。それにお兄さまがアレンヘムにいれば、大きな争いが起こった時にすぐ対処できるでしょうし」

　妹なりによく考えていた。

　ヴェッセルは妹を試すように質問を続けた。

「理には適っているが、本当にいいのか？　私が行けば、王家がアレンヘムに肩かた入いれしていると思われるだろう。フィクトル総そう督とくにバレれば、どんな言いがかりをつけられるか分かったものではないぞ」

「大だい丈じよう夫ぶです。カレルは半月後に結けつ婚こんを控えていると聞きます。隣りん国ごくの君主の結婚式となれば、わたしの代理としてお兄さまが祝福に出向くのは自然でしょう」

（ふむ、正論だ）

　結婚式の祝辞のついでにカレルを見極めるという策は、ヴェッセルも考えていた。ただ一二歳の妹が同じ考えをするとは思わなかった。

「おまえは大丈夫なのか？　一時的とは言え、一人で玉座を維持することになるんだぞ？」

「大丈夫です。コーネイン宰さい相しようは信しん頼らいできるとお兄さまも言ってくださいましたし」

　またも正論だった。

　妹の身になにか危険は迫っていないかと、この一か月苦心して調べてきたのだ。先代の女王から王家に仕えてきたコーネイン宰相は間ま違ちがいなく信頼できる人物だ。

「分かった。ではしばらく王都を留守にするぞ」




　　　　◆




　こうしてアレンヘム行きが決まったヴェッセルだが、表向きマリアンの成長を喜びつつも、内心では段々と嫌いやになっていたのは事実である。

（アレンヘム行きか。やだなあ。疲つかれるし面倒だし、怖こわいし。この王国で《魔ま王おうの左ひだり腕うで》と近衛兵がいるから私は安全なんだ。アレンヘムなんざ行った日にはエレオノーラともども人質にされたりしないだろうか）

　だがマリアンに行くと言った手前、今いま更さら撤てつ回かいできず、旅支度を進めざるを得なかった。

　幸い、道中の安全についてはイエッタの兄であるファースを中心とした護衛騎士に委ねることができる。

「行くのは構いませんが、二度と戻もどってくるなとか言われませんよね？」

　アレンヘム行きを告げられたときのファースの第一声がそれであった。

「どういう意味だ、それは」

「正直に申し上げますが、このところのヴェッセルさまはうまく行き過ぎではないのかと疑っているのです。王国を出たが最後、門を閉じられ二度と帰れないといった結末が待っているのではないかと思いまして……」

「なんてことを言うんだ！　実際ありそうで恐おそろしくなってくるだろう！」

〝正直者ウン・エールウの小者ク・メンスユ〟の二つ名を密かに与あたえられたファースならではの洞どう察さつ力だった。

　実際、ヴェッセルが王都を留守にしている間に何者かがマリアンを籠ろう絡らくし、邪じや魔まな自分を追放する──という可能性は決して皆かい無むではないのだ。

　その可能性を排はい除じよする手っ取り早い方法は一つ、王都に信頼のできる人物を残していくことである。幸い、適任者はいる。

「ご安心ください、ヴェッセルさま、お兄さま。そのような不ふ埒らちな陰いん謀ぼうが明らかになりましたら直ちにわたしの方で対処いたしますので」

「う、うむ。任せたぞ」

　侍じ女じよイエッタである。ヴェッセルとしては、カレルとすでに面識のある彼女もアレンヘムに連れて行こうと思ったのだが、マリアンを様々な陰謀から守れるのは彼女をおいて他にない。

　問題はイエッタが自分と離はなれることを承しよう諾だくしてくれるかだったが、「大事な妹を守ってくれ」とヴェッセルが頭を下げたことが効いたのか、イエッタは次のように留守を承諾した。

「頭をお上げください。ヴェッセルさまがそのように仰おつしやるのなら、わたしに拒きよ否ひ権などございません。女王陛下は命をかけてお守りいたしますのでご安心ください。わたしはヴェッセルさまに近づこうとする女には一切容よう赦しやするつもりはありませんが、たった一人の例外がいるとすればそれが女王陛下ですから。なにせ兄妹きようだいですし」

　こうしてヴェッセルのアレンヘム行きの準備は、すぐに整えられたのである。




　　　　　３




　この頃ごろのマリアンという少女の立場は非常に複雑である。

　一二歳という若さで女王の地位に即つくというのも異例であるというのに、五芒国では討とう伐ばつ暦が制定されて以来初めての大規模な戦争が起こっていた。おまけに二年後には魔王が再臨するという情報を、秘密裏に聞かされていた。

　それでも、マリアンという少女は己の重責から逃のがれるつもりはなかった。

（お母さまの残した五芒国は、わたしが守ります）

　ヴェッセルが聞けば背中がかゆくなりそうなことを、マリアンは本気で考えていたのだ。

　マリアンがヴェッセルに「五芒国すべての人々を幸せにするには？」という質問をしたのも、マリアンなりの信念があってのことだった。

　そのマリアンの本音を解き明かしたのは、長年王家に忠誠を尽つくしてきたコーネイン宰相と、兄ヴェッセルが置いていった侍女イエッタであった。




「正直申しまして意外でした」

　長く王家に仕えてきた老宰相は、城じよう壁へきの上で摂せつ政しようヴェッセルのアレンヘム行きを見送った後、マリアンにそう切り出した。

「まさか陛下が摂政殿でん下かにアレンヘム行きを命じられるとは。ずっとお傍そばに置いておくものとばかり思っていましたが」

「わたしは兄を信頼しています。このような王都に籠こもるのではなく、現在兄が必要とされる場所に行ってもらうことが最善だと信じていますから」

「陛下。陛下はなぜそこまでヴェッセルさまを信頼しておられるのでしょう？」

　そう問うたのは、一時的にマリアンに仕えることとなったイエッタである。

「口にするのも憚はばかりますが、ご存じの通りヴェッセルさまは暗あん愚ぐ、盆ぼん暗くらと呼ばれ蔑さげすまれてきました。なぜそのヴェッセルさまをそうも信じられるのでしょう？」

「イエッタ。一いつ介かいの侍女がそのような質問を投げかけるものではない」

　コーネイン宰相はそうたしなめたが、ことヴェッセルのこととなれば一歩も退ひくイエッタではない。

「お言葉ながらわたくしの主はヴェッセルさまです。主のことを陛下がどのように評価されているのか、聞いておく義務がございます。この義務が果たせないというのであればいっそ殺された方がマシというもの」

　真顔でそう答えるイエッタに、コーネインは思わず口ごもった。珍めずらしくたじろぐ老練な宰相を見て、マリアンの顔には微笑が浮うかぶ。

「構いません、せっかくですから二人には……いえ、あなた方二人だからこそ伝えておきましょう。兄についてのことです」

　イエッタの質問を許きよ諾だくする。

「知っての通り、わたしたち王族は、教育の一環として伝道の儀ぎを受けることを必ひつ須すとされてきました」

「存じております」とイエッタ。「王家のみに伝えられる歴史の授業のようなものと伺うかがっていますが」

「そうです。そこでわたしは兄の本当の姿を垣かい間ま見みることができたんです」




　　　　◆




　かつてカレルという一人の少年が好こう奇き心しんを抑おさえきれず大森林ウールスワウトに忍しのび込んだように、その真逆の事例もあった。人間のことをもっと知りたいという欲よつ求きゆうに負け、エルフエルフと人間の間に結ばれた協定に基づき、バルテリンク王家に仕えることを選んだエルフの存在だ。

　彼女は名をディネリンドといった。肩かた書がきは宮きゆう廷てい学士であり、五芒国で起こったあらゆる歴史を記録し、または書き留めるという任を負っている。無限の寿じゆ命みようを持つと言われるエルフは、歴史を記録する役割を担うのはまさにうってつけの人材だった。彼女は魔王戦役が終わった直後から現在に至るまで、あらゆる歴史を書物と自身の記き憶おくとに刻み続けてきた。

　だがそれはあらゆる国家機密に触ふれるということでもある。そもそもエルフが人間の国にいること自体、様々な問題を引き起こしかねない。

　そこでバルテリンク王家は、ディネリンドを宮廷学士として受け入れる代わりに、彼女に過大とも言える制限を課してきた。彼女の存在は秘ひ匿とくとされ、常にローブを目深に被かぶる義務が課され、外はもちろん城内ですら自由に出歩くことは制限されてきた。大森林からやってくるエルフの使者と接せつ触しよくすることは許されたが、それも数年に一度、厳重な監かん視し下でのことである。

　だがディネリンドというエルフにとって、出歩けないことも他のエルフと接触できないことも些さ事じに過ぎなかった。彼女は人の歴史を観察することこそが最大の喜びという変わり者のエルフであり、禁止されずとも自分から部屋を出ることなどなかった。この一九八年ずっとである。

　五芒国の各地から届く報告書に見入り、

「はあ……。たまらない……」

　などと頰ほおを赤らめながらため息を吐つくその様は、愛しい人からの恋こい文ぶみを見る少女のそれであり、摂政ヴェッセルなどは彼女に〝乙女のため息マーグデズフト〟というあだ名を密かに与えているほどである。もっとも彼女が憂うれいを秘めた瞳ひとみで毎日見ている報告書とは、どこぞの男だん爵しやく家で兄弟が殺し合ったとか、領主の圧政で農民が餓が死ししかけているとか、そんな内容ばかりである。「イエッタかディネリンドか」という主題を曖あい昧まいにした疑問には、ヴェッセルも未いまだに答えを出せていないほどだった。

　余談ながら、ディネリンドは普ふ段だんは目深にローブを被っているが、夏などはローブの下は下着だけしか着けないことが多い。エルフの彼女に、王都の夏は暑かったのだ。これもまた、「イエッタかディネリンドか」という疑問でヴェッセルを悩なやませることとなる。

　ディネリンドには、歴史の記録以外にもう一つ重要な仕事があった。彼女にしかできない重要な仕事──歴代の王族への『伝道の儀』と呼ばれる儀ぎ式しきである。

　これはディネリンドが王族に五芒国のあらゆる秘密を教えるというもので、「大げさな名前が付いているがただの歴史の授業だ」とはヴェッセルの評である。

　もっとも、多くの子供がそうであったように、歴史というものに興味を持つ王子や王女は少なく、ディネリンドの授業も「なあなあ」で終わることが多かった。

　しかし彼女の授業をやたらと好む例外もいた。暗愚、盆暗と名高いヴェッセルと、その妹にして現女王であるマリアンである。

　爪つま弾はじき者であったヴェッセルが、他に行く場所もなかった結果、ディネリンドのところに入り浸びたることが多くなったのは自然な成り行きである。一方で、当時七歳だったマリアンがディネリンドの歴史の授業に夢中になったことには彼女なりの理由があった。

「奔ほん放ぽうな父ではなく、勉強家であった母の血が色いろ濃こく出たのだろう」

　というディネリンドの評価は間違ってはいなかったが、それだけではなかった。マリアンは二歳のときに父フェルベルト王を亡くしている。そして母リーセロットが女王となった結果、マリアンは次期女王となる可能性が一気に高まった。結果的にマリアンは物心つく前からおべっかを使われる立場となり、蝶ちようよ花よと育てられた。さらに母も女王として多た忙ぼうの身であったため、マリアンと接する時間は極きよく端たんに限られていた。

　マリアンはどこにいても人間ではなく未来の女王として扱あつかわれた。結果としてマリアンが高こう慢まんな女王に育たなかったのは母の血のおかげだったかもしれないが、実際のところマリアン自身は女王としておべっかを使われるのが嫌いやだった。唯ゆい一いつ、年相応の少女として扱ってもらえるのが、あらゆる外部と接触を断てるディネリンドの歴史授業だったのである。

　特に伝道の儀には必ずと言っていいほど兄ヴェッセルがいた。腹はら違ちがいで九つも年上とはいえ、同じ王族であるヴェッセルは、マリアンにおべっかを使う必要などない。それがマリアンには新しん鮮せんであり、なによりも楽しかった。盆暗だの暗愚だのと散々な評価を受けてきたヴェッセルだが、少なくともマリアンにとっては多少なりとも頼たよれる兄と映っていたのだ。

　それにもともと妾しよう腹ふくの兄と次期女王という立場の隔へだたりは大きく、普段は食事も別という有様だった。二人の兄妹が接することのできる唯一の例外が、共に受けるディネリンドの歴史授業だったのだ。

　そもそも当時七歳だったマリアンが受ける授業など、一六歳のヴェッセルはとっくに終えている。しかし他に行く場所のなかったヴェッセルは、マリアンに付き合う形でディネリンドの授業を受け続けた。

「さて、今日は討伐暦一〇〇年という節目に起こった〝フェルトフォルクの乱〟について教えよう」

「マリアン、こいつはオススメだぞ、当時の王が泣きながらフェルトフォルクに許しを請こう場面など最高に笑える」

「あの、お兄さま。一応その王さまはわたしとお兄さまのご先祖さまなのですよね……？　それをそのように笑っては……」

　マリアンは控ひかえめに言ったものだが、ヴェッセルは笑って聞き流したものだった。

「どのみち過去は変えられん。ならば過去を笑って教訓とし、現在に活いかした方がご先祖さまも喜ぶだろうよ」

　ヴェッセルの皮肉っぽい感想に、ディネリンドはいっそ興味深そうだった。

「キミとマリアンが同じ血を引いているとは思えんな。つくづく思うが、人間の最大の特とく徴ちようはその個性だろう」

　次期女王と目され、おべっかとへつらいでガチガチに塗ぬり固められた日々を送っていた七歳の少女にとって、そんな自然な会話が繰くり広げられる時間はなによりも代え難がたいものだった。




　マリアンの日常に変化が生じたのは、それから三年後、一〇歳のときだった。フェルベルト先王の遺した莫ばく大だいな負ふ債さいを肩かた代がわりする形になっていたフライスラント自治領がついに台頭を始めたのだ。

　彼らは借金返済を猶ゆう予よする代わり、隣りん国ごくアレンヘム公国の権利を奪うばい取とろうと画策し、フライスラント自治領の権力をさらに高めようとしていた。母リーセロットは女王としてフライスラントの台頭をなんとか抑えようとした。姉エレオノーラをフィクトル総そう督とくの息子と婚こん約やくさせたのは、苦肉の策と言えただろう。王家の血を引く娘むすめが三侯こう家け以外の他家へ嫁とつぐことは、前例のないことだった。

　しかしエレオノーラは、その婚約を義理の母に見捨てられたと思い込んだ。

「所しよ詮せん、わたしはお母さまの本当の娘ではなかったということね」

　と語る姉の声を、マリアンは直接聞いたこともあった。それまでも決して良好とは言えなかった姉妹の仲は、完全に引き裂さかれた形となったのだ。

　それでもマリアンは、マリアンだけは知っていた。母が五芒国の平和を守るために身を粉こにして働いていることを。たとえば母には、女王としてフライスラント自治領との関係を強化し、アレンヘム公国を生いけ贄にえに捧ささげるという選せん択たく肢しもあったのだ。だが決してそうすることなく、あくまでフライスラントの台頭を抑え続けようとした。

「なぜお母さまはご自分の体すらないがしろにして、アレンヘムを救おうとなさっているんでしょう？」

　その疑問に、最初に答えたのはディネリンドである。

「《アレンヘムの聖女》の力のことは以前教えただろう。五芒国にとってなくてはならぬ秘密の力だ。それを守るためだろう」

　それはマリアンを充じゆう分ぶんに納得させるものだった。魔ま王おう戦役における《アレンヘムの聖女》の貢こう献けんは誰だれもが認めるところだ。

　一方で、ディネリンドの聞こえないところでコッソリともう一つの答えを教えたのはヴェッセルである。

「マリアン、我らがお母さまはアレンヘムを救おうとしているのではない。フライスラントの台頭を抑え込もうとしているんだ」

「……同じことではないのですか？」

「違ちがうな。アレンヘムとて我が王国にとっては危険極まりない存在なんだ。いいか、《アレンヘムの聖女》の力は魔王にも対たい抗こうし得るんだぞ。それを自らの野望のために使われればどうなるか分からん。我が王国にとって他の五芒国はすべて危険なんだ。それこそフローニグラーフスハツプゲン伯国・フローニゲンとてエルフと手を組んで襲おそい掛かかってくる未来さえあるだろう」

「そんな……。アレンヘム公こう爵しやくもフローニゲン辺境伯もとてもいい人です。とても戦争を起こすような人には見えません」

「人間の悪意というものを甘く見るんじゃない。なるほど五芒国の平和は長きにわたって保たれてきた。だが人は一日で変わるものだ。たとえば、今日のおまえは機き嫌げんがよさそうに見える。だが明日は確かアマンダ先生の算学の授業だったな。なにかのきっかけで明日から毎日算学の授業しか受けられないことになったらどうする？」

「それは……確かに嫌です。アマンダ先生、問題を間ま違ちがえると鞭むちでぶつんですもの」

「未来の女王に鞭を振ふるえる教師は貴重だと思うがな。とにかく、それと同じことだ。なにかがきっかけで最悪の日々が続くことになったら、それこそ反乱の一つも起こして状じよう況きようを変えたくなるだろう？　五芒国の現状とてそれと同じことだ。今はいいとしても次の公爵や辺境伯がどんな人物かは誰にも分からん」

　兄のたとえは的確で、七歳の少女にも簡単に理解できた。

「だからこそ母上は王国以外のすべての五芒国が常に対等であるよう努力しているんだ。他の国にとっても、どれか一つの国が突とつ出しゆつするというのは好ましいことではないからな」

「ですが、今はフライスラントが台頭している……？」

「そうだ。我らが父上のおかげでフライスラントには莫大な借金ができてしまった。フライスラントはそれを狙ねらって一気に立場を強化するつもりだ。いや、立場を強化するためにわざわざ金を貸してくれたというべきだろうがな」

　暗あん愚ぐ、盆ぼん暗くらであるはずの兄の言葉は、誰よりも分かりやすく、そして機き知ちに富んでいた。マリアンが兄を信じることとなった根こん拠きよの一つである。




　そしてマリアンが兄を重用する最後の一押しは、母の遺ゆい言ごんであった。

　先代の女王リーセロットは、死の床とこにあってマリアンと二人きりで最さい期ごの話をする機会があった。ヴェッセルも含ふくめた全員が人ひと払ばらいされた中での会話であり、当事者以外にその内容を知る者はいない。

　リーセロットとマリアンの間で交わされた会話は、次のようなものだった。

「マリアン……。エレオノーラは隣国へ嫁とつぎ、エレオノーラの義理の父となるフィクトル総督は野望に溢あふれた人物。こんな時にあなたを遺して逝ゆくのは気がかりでなりません」

　このとき一二歳のマリアンの態度は称しよう賛さんされて然しかるべきものだった。

　まずマリアンは、母がもうすぐ死ぬことを受け入れた。そして最期に母に甘えたい欲よつ求きゆうを抑おさえ込み、次期女王として母と話をしたのだ。

「どうか安心してお休みください。わたしは立派にお母さまの後を継ついでみせます」

「ああ……本当に……まだたった一二歳のあなたにすべてを押しつけるなんて……」

　母の目め尻じりに涙なみだが溜たまり、それを見たマリアンもまた泣き出したい衝しよう動どうに駆かられた。

「わたしも……怖こわいです、お母さま……」

　マリアンは次期女王たらんと、母を心配させまいと気を張ってきた。だがこれからは母もいない中で女王にならなければならない。考えるだけで恐きよう怖ふと心細さが募つのってくる。

　堪こらえたはずの涙がこぼれ落ちそうになる。母の胸に飛び込んで泣きはらしたかった。

　リーセロットは最期の力を振り絞しぼるようにして、マリアンの頭を撫なでた。

「マリアン。最期に一つだけあなたに贈おくり物を……いえ、助言をさせて。あなたが決して心細いなどと思わないようにしてあげる」

　涙を堪えて、マリアンは母の次の言葉を待った。

「いい？　わたしが死……いえ、あなたの力になれなくなった後は、ヴェッセルを頼りなさい。あの子は自分でも気付いていないだけで、とんでもない才を秘めています。ヴェッセルに理想を押しつけなさい。無理難題を押しつけなさい。きっとあの子は散々にぼやきながらも、それをやり遂とげるわ」

　それこそが母の本当の遺言であることを、マリアンは察した。

　そして母の遺言が正しいことを、兄の才能を、これまでの数年でマリアンは知っていた。だからこそ、マリアンは無理に笑顔を作って受け入れた。涙を流したまま。

「よく分かりました、お母さま」




　　　　◆




「リーセロットさまと陛下の間でそのような会話が……」

　もともと高こう齢れいで涙もろいこともあり、マリアンの話を聞き終えたコーネイン宰さい相しようは、泣き出さんばかりだった。

「わたしはお兄さまの見識を信じています。お母さまは、たとえ実の子ではなかったにせよ、母としてお兄さまを見守り続けてきました。そのお母さまの遺言であれば、わたしは喜んでお兄さまに才を振るって欲しいと思っています」

「素晴らしいご見識だと思います」

　感動のあまり涙を浮うかべながら感極まった声を出したのはイエッタである。

「女王陛下、そして陛下の母上にも心からの敬意を。わたしも同感でございます、ヴェッセルさまはこの世すべてを見通す神の如ごとき視点を持ったお方。陛下がそのようなお考えでヴェッセルさまを遇ぐうする限り、五芒国は一〇〇〇年の平和を約束されたも同じでしょう」

「そ、そう。意見が一いつ致ちしてなによりです、イエッタ」

　こうして暗愚、盆暗と評価されていたのをいいことに好き勝手生きてきたヴェッセルは、本人の知らぬ間に次々と重責を背負わされることになっていくのだった。








第四章　変わる未来
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　その日カレルが目を覚ますと、すでに窓から朝日が差し込み始めていた。

（しまった、寝ね坊ぼうしちまう）

　と、そこでいつもと違う目覚めだったことに気付く。セシリアの膝ひざ枕まくらがないのだ。

「おはよう、カレル。今日はあまりうなされなかったみたいね」

　すぐ真横からセシリアの声が聞こえた。

「ああ。たまにはそんな日もあるみたいだ」

　うなされなかった理由はカレルにも分かっていた。昨晩の夢は比ひ較かく的、楽な死に方だったのだ。

　多少は夢に慣れてきたからではないか──という推測もできなくはないが、絶対に口にしたくはなかった。それが原因で二度と膝枕されなくなってしまっては泣くに泣けない。

「セシリア、聞いてくれ。毒殺される夢を見なくなったんだ。これまでの俺の行動で未来が変わったらしい」

「それって朗報……なのよね？　一体どんな夢を見たの？」

「フライスラントのどこかの街に連行されて処しよ刑けいされる夢だった。こう……広場に処刑台が作られて、そこで斬ざん首しゆ、みたいな感じだったな」

　アレンヘムと違い、フライスラントの家屋は石積みのものが多く、また石炭の煙けむりで薄うす汚よごれているものが多い。夢の中で見たのはまさにそんな家々だった。

　カレルは、フライスラント軍に大きな損害を与あたえた側の総大将である。処刑台へ向かうまでの道では、罵ば声せいと投石と汚お物ぶつを散々に浴びせられた。そして処刑台の上で頭を差し出し、処刑人に斧おのを振り下ろされ首と胴どうを切り離はなされたのだ。

（自分の頭が切り落とされても意識って残るんだな……）

　首を切り落とされれば人間とは即そく死しするものだと思っていた。だが実際には、首が宙を舞まうわずかな時間ぐらいは意識が残っていたのだ。正直二度と味わいたくはない体験ではあったが。

「ちょっと待って、カレル。一体なにがあったらそうなるの？　フライスラント軍と戦って捕ほ虜りよにされたってこと？」

「その前に確認したい。セシリア、おまえの未来はどうなっていた？」

「わたしは……また魔王の軍勢に襲われる夢だったわ。いつも通りと言えなくもないけど」

「こう聞くのもなんだが……独身だったか？　誰かと結けつ婚こんしてたか？」

「え？　いえ、そういえばいつも通りわたしがみんなに指示を出してたわ。そうね、指輪もしていなかったし」

「そうか、それで分かった。どうやら俺はフライスラント軍に捕つかまるらしいな。それも戦争で負けたからとかじゃない、恐おそらくは謀ぼう略りやくの類たぐいでだ」

　セシリアが無事な未来を送っているのがその証しよう拠こだった。

「そんな？　一体どうして……!?」

「毒殺を回かい避ひする未来は作れたからだろう。犯人は俺が毒物について嗅かぎ回ってることを知ったのかもしれない。だから別の手で俺を引きずり落とすことにしたんだ」

　ただその場合であっても、フライスラント軍が正面から攻せめてくるとは思えない。ようは毒殺から拉ら致ちにやり方を変えたということだろう。

　またセシリアは、以前そうだったように一人で国を率いる立場となり、最終的に魔ま王おう軍に殺されるという。そのこともこの国は軍事的な紛ふん争そうで敗北するのではなく、自分一人だけがなんらかの形で敵に捕まり、処刑されるという未来を裏付けている。

　もちろん疑問もある。仮に自分が捕まり処刑されたとして、なぜセシリアは以前と同じく一人でこの国を導いているのか。なぜフライスラントはこの国を滅ほろぼさなかったのか──という疑問だ。次期公爵にして《狂嗤バルダー・の団ブリガーデ》団長を捕縛し、処刑できたとなれば、攻せめ込む好機だ。セシリアとフィクトル総督スタツトハウダーの近親者を結婚させる形で和平を結ぶというのもあり得る未来だ。

（だが、二年後もセシリアはこの国を率いてるって話だ）

　それは以前から抱いだいていた疑問の一つでもあった。フライレヘレンデ・パスランルタイ・フアント自治領・フライスラントとの戦争が始まる前も今も、セシリアはこの国を率いて魔王軍に敗れるという夢を何度も見ている。つまり、フライスラント軍との戦争は今後なんらかの形で終わるということだ。

　もちろんそう考えられる要因はいくつもある。たとえば、自分の死といったことに起因するこの国の弱体化がきっかけとなり、王家、エルフやドワーフドウエルグといった第三の勢力が戦争に介かい入にゆうする──という可能性は現実的にあり得るだろう。

（案外、俺なんかいなくたってセシリアと《狂嗤の団》がうまくやるのかもしれないけどな）

　ただどのみち、その先にあるのは魔王軍に滅ぼされる未来だ。それに、カレルとしても今いま更さらセシリアと死別したくはなかった。なんとしても自分が死ぬ未来は回避したいところだった。

「カレル。これからどうするの？　まだまだ情報が少なすぎるわ、あなたは一体いつどうやってフライスラント軍に捕まるのかも分からないし……」

「いや、そうでもない。これでフィクトル総督と通じてる味方には見当がついたよ」

「ええ!?　一体誰だれが!?　というかどうして分かるの!?」

　カレルは順を追って説明した。

　まず、五フアイフ芒ステル・国ランデンにおいて毒の入手は難しく、また今回使用される毒はかなり特とく殊しゆな性質を持っていることから、たとえば侍じ女じよや家臣など、近しい者が自身の意志で毒を盛るという可能性は低い。

　ただ傭兵フールリング崩くずれのカレルとセシリアの結婚を好ましく思わない家臣がいてもおかしくはなく、そういった人物をフィクトル総督のような黒幕が扇せん動どうし、毒を渡わたせば確かに結婚式で暗殺される未来はあり得る。

　だがカレルが毒について調べ始めた時点で未来は変わり、フライスラント軍に単身拉ら致ちされ処刑されることになった。カレルの拉致という手段を実行できる人物となると対象は一気に限られる。それはこのアレンヘルトフドムヘム公国・アレンヘムにおいて、ある程度カレルの動向を知ることができ、かつ人を動かす権力と財力を持った人物でなければならないのだから。

　そして昨日調べて分かったことだが、カレルを殺すことになる毒の正体は、ストゥルール王国で作られた可能性が高い。しかしその流通は厳しく管理されており、ドワーフと縁えんのない者が簡単に入手できる類のものではない。

　そんな中、五芒国においてもっともドワーフと近い──単純に距きよ離りの点でも、付き合いという点でも──貴族と言えば、一人しかいない。

「つまり、犯人は恐らくコステル伯はくだ。三ドリー・ク武ライフスグ伯ラーヴエンの一人で、ストゥルール王国との交易路を維い持じする役割を担ってる彼なら、ドワーフとも親しい。毒を入手することも、結婚式の酒に毒を入れることも、俺を拉致してフライスラント軍に引き渡すことだってできる」

　付け加えれば、コステル伯はく爵しやく領はフライスラント自治領とほど近い。フィクトル総督がコステル伯爵領を確保すれば、ドワーフとの交易を断つことのできる拠きよ点てんを確保できる。フィクトル総督がコステル伯調略に動いていた可能性は充じゆう分ぶんにあるのだ。

「ま、待ってよ！　分からないわ、どうして？　コステル伯爵家はずっと公こう爵しやく家を助けてくれた忠臣よ？　それを、ドワーフの国に近いからって理由だけで犯人にするつもり？」

「いや、状じよう況きよう的な証拠はもう一つある。結婚式で死んだのは俺だけだった。つまり犯人は俺を邪じや魔まだと思っても、おまえを害そうなんて考えていなかったってわけだ。つまり、公爵家に忠実だってことはむしろ証拠になる」

「……辻つじ褄つまは合うかもしれないけど、カレル、それだけでコステル伯を疑うなんて……。もし間ま違ちがってたらどうするの？」

「分かってる、おまえの懸け念ねんはもっともだ。フライスラント自治領に魔王なんて敵まで抱かかえてるんだ、下手に人を疑って国内にまで敵を作るつもりはない。だから、俺はちょっとドワーフの国へ行ってくるよ」

「ストゥルール王国へ？　証しよう拠こ集あつめってこと？」

「そうだ。そこでコステル伯が毒を入手した、あるいは入手しようとしている証拠を摑つかむんだ。そうすれば正面から堂々とコステル伯を詰きつ問もんできるし、大事にしないで対応することもできるはずだ。どのみち、ドワーフの王には挨あい拶さつしておきたかったしな」

「でも、大だい丈じよう夫ぶ？　今のあなたは命を狙ねらわれてるんでしょう？」

「分かってる。だがじっとしてるだけじゃ未来は変わらないことだけは確かだ、少しでも未来を変えるべく行動した方がいい。しっかり護衛を付ければ大丈夫さ」

　セシリアはなおもなにか言いかけたが、やがて自分を納得させるように言った。

「そうかもしれないわね。ならわたしも一いつ緒しよに……いえ、なんでもないわ。できるだけ早く戻もどってきてよ？」

「分かってる、そう時間はかからないさ」

　本音を言えば、セシリアには付いて来て欲しいところだった。旅先でセシリアと一緒に寝ねられることの利益は大きい。夢の内容を随ずい時じ確認できることはもちろん、膝枕的な意味でも。

　だがとても言い出せなかった。セシリアの父、アレンヘム公爵の病は重い。結婚式まで生きていられることをカレルは知っていたが、娘むすめの立場からはとても今父の傍そばを離れられる状況ではないだろう。それにフライスラントとの戦争や他国との外交が重要なこの状況で、カレルとセシリアの二人が首都ルールモントを離れるべきでもなかった。




　　　　◆




　こうして決まったカレルのストゥルール王国行きだったが、まったく思いもよらぬところから反対の声が噴ふん出しゆつすることになる。《狂嗤の団》の大隊長たちである。

　彼らは会議の場でカレルからストゥルール王国行きを聞くなり、即そく座ざに反対意見を口にした。

「現在、大きな戦せん闘とうこそ起こっていないものの、フライスラントとの戦争は依い然ぜん継けい続ぞく中だ。そんな状況で団長が単独で行動するのはいかがなものか」

　もちろんその意見は想定内であり、カレルはすぐに抗こう弁べんした。

「ストゥルール王国との友好は重要だ。次期公爵として、セシリアとの結婚前に挨拶に行くのは義務とも言える。幸い、エレオノーラ王姉を確保したことで表立ってフライスラント軍が攻め込んでくることは難しい状況だ。今の内に誼よしみを通じておくべきだろう」

　だが、カレルの抗弁はドワーフのオルゴ大隊長によって否定された。

「我らドワーフとの友好をないがしろにしない姿勢は実に結構だ。だがこの状況で挨拶に来なければ友好を損ねるほど我らは頑がん迷めいではない。必要ならわしが使者として里帰りし、事情を詳くわしく話せば済む話だろう」

　ドワーフという種族は、生来の頑がん固こ者として有名だが、オルゴ大隊長の言うように決して頑迷ではない。彼の指し摘てきはもっともで、やむを得ずカレルは理由のいくばくかを提示しなければならなかった。

「実はもう一つ理由がある。詳しい事情は話せないが、我が公国の貴族にフィクトル総督と通じている者がいるようだ。ストゥルール王国へ行けばその裏切り者を特定できるかもしれないんだ」

　その効果はあったようで、どの大隊長も一時的に押おし黙だまった。

「それは考えられる話ですな。フィクトル総督も軍事力で勝てないと分かれば当然、策略をもって切り崩くずしにくるでしょうし」

　そう意見を口にしたのはトビアス副団長だ。父ランメルトの補ほ佐さも務めてきたこの副団長は、カレルの懸念を充分に理解していた。

「しかしながら裏切り者がいるとあれば尚なお更さら、単独で行動するのは危険です。お父上の件もあります、せめて充分な護衛を付けていくべきでしょう」

　カレルは本来の団長であるところの父ランメルトが行方ゆくえ不明になっていることから、暫ざん定てい的に《狂嗤の団》団長となっている。団長を続けざまに失うようなことはどの大隊長も許容できることではなく、トビアス副団長の主張にはカレルも抗弁しようがなかった。

　しかし、ストゥルール王国への途と上じようには、犯人かもしれないコステル伯爵領がある。大勢の護衛を率いてその近くを通れば簡単にコステル伯に居所がバレてしまう。それこそ拉致されてフライスラントに引き渡されるという夢に繫がりかねない。

「護衛を連れて行くとしても、最小限にしたい。大勢で動けば人目を惹ひくし、時間もかかるからな」

　カレルとしてはそれが当然の妥だ協きよう点だった。こうなると九割の大隊長が同意する選せん択たく肢しは一つしかない。

「では、最強の傭よう兵へいを連れて行ってもらう他あるまい」

　第一大隊のマウリッツ大隊長がそう口にすると、全員の視線は今まで一言もしゃべることなく、気だるげに会議の終わりを待っていたある小こ柄がらな傭兵に集中することになった。




　　　　◆




　乾燥月ホーイマーント（七月）の気温は快適とは言えない。それでも次期公爵権限で上質の馬に乗り、野を進むとそれなりに風が感じられて気持ちいい。

　今回のカレルの旅路に問題があるとすればたった一つだ。カレルは馬上で視線を少し横にずらした。

「…………」

　そこには無言で馬を操るコルネリウス切り込み隊長の姿があった。例によって表情は皆かい無むというか不ふ機き嫌げんそうであり、その視線はただ真っ直ぐ前を向いている。他のことに一切興味がないかのように。

　ルールモントを出てすでに一日。今に至るまでで彼と会話を交わしたことは一度もなく、居心地の悪さと言えばかつて体験したことがないほどだった。

「どうしたの、カレル？」

　馬を寄せてきたのは、護衛の一人として連れてきたミーリエルである。

　エレオノーラ王姉の護衛であったはずのミーリエルは、もともとルールモントに置いてくるつもりだった。ましてや彼女はエルフであり、その存在がおおっぴらになると多くの問題が生じるし、そもそもドワーフとエルフは非常に相性が悪い。だが、「これ以上あたしを城に閉じ込めるつもり!?」と強引に付いてきたのである。

「ああ、いや。切り込み隊長のことだ。ずっと無言だから、護衛として連れ出されたことが不満なのかと思ってさ」

「大丈夫じゃない？　いっつもあんな感じでしょ、あの人間」

「うむ、その通りだ」

　会話に入って来たのは、ドワーフのドルダンだ。

「もちろんコルネリウスにも不満はあろうよ。だがこのところ戦いの機会はない、団長の護衛でもしていた方が揉もめ事になりやすいということはあやつも知っておろうとも。あやつの顔色をうかがうのはやめた方がいいぞ、いつもあの顔だしな」

「ああ、分かってるつもりなんだが……」

　団長の単独行動を容認するため、強い傭兵を護衛に付けるのは理に適っていた。そこで最終的に選ばれた護衛が、勝手に付いてきたミーリエルと、コルネリウス切り込み隊長、そしてカレルと多た少しようの縁があるドワーフの傭兵、ドルダンの三人だった。ドワーフの王国に行く以上、ドワーフを連れて行った方がいいという判断である。

　カレルとしても、歴代ウエールガロゼ最強・クライガーを謳うたわれるコルネリウスの護衛は非常にありがたかった。なにせセシリアに見せてもらった最後の夢は、フライスラント軍に捕つかまり処しよ刑けいされるというものだったのだから。

　ただ、なにしろコルネリウスという人間は分かり辛づらい。普ふ段だんから寡か黙もくで、いつも不機嫌そうで、そして理由は分からないが戦いを誰だれよりも欲ほつしている。

「なあ、ドルダン」

　小声で訊たずねる。

「ん？　なんだ？」

「俺よりあんたの方が《狂嗤の団》にいる時間は長いんだ。コルネリウスのことって詳しいのか？」

「多少はな。わしも今は新人共の教育係をしておるが、その前は切り込み隊に所属しておったからな」

　ドワーフの戦士が腕うで試だめしのために《狂嗤の団》の傭兵となることは珍めずらしくない。そして恐おそれ知らずの彼らが率先して切り込み隊に所属するのもよくあることだった。

　つまり、ドルダンは自分の知らないコルネリウスを知っていることになる。カレルの持ち前の好こう奇き心しんが疼うずいたのは当然だった。

「詳しく聞かせてよ」

　コルネリウスに聞かれないよう、ミーリエルが声を潜ひそめて訊ねる。

「あたしも興味あるわ。あんな人間、見たことないし」

「よかろう、どうせ道すがら暇だしの」

　ドルダンは思いのほか乗り気で馬を寄せてきた。

「さて、どこから話すかの。実を言えばあやつが《狂嗤の団》に入団した経けい緯いは知らぬ。わしが知っておるのは切り込み隊に入ってきた直後のあやつのことだけだからの」

「充じゆう分ぶんだ。むしろ入りたての頃ころの話を聞きたいぐらいだ」

《狂嗤の団》に入団した傭兵は、まず新兵として訓練を受ける。隊を割わり振ふられるのはその後だ。

「切り込み隊に入ってきたのは確か一年か二年ほど前のことだ。しかしあの小柄な体格だ、誰もがすぐ死ぬのではないかと疑っておったわ」

「そりゃそうでしょうね。あいつ、あたしと同じぐらいの体格だし」

　実際、コルネリウスより小柄な男の傭兵を、カレルは知らなかった。

「ところが、そんな小こ僧ぞうが誰よりも強かった。団長ならば知っていようが、切り込み隊には三つの義務が課せられておってな。笑うこと、誰よりも先に敵に切り込むこと、そして生きて戻ることだ」

《狂嗤の団》は凶きよう悪あくな魔物グルエルと戦うことを義務づけられている。魔物は人の弱気につけ込むことが分かっており、だからこそ《狂嗤の団》は狂くるったように笑いながら戦うという戦法を編み出した。

　それでも、人の何倍もの巨きよ体たいを有する魔物に斬りかかるのは誰だって怖こわい。だからこそ切り込み隊は作られた。切り込み隊は他のどの隊よりも率先して魔物に斬りかかり、人でも魔物と戦えることを証明する役割を担っているのだ。

「コルネリウスはまさに切り込み隊に相応ふさわしい男だったぞ。最初のうちは素人しろうとらしい部分もあった。だが一ひと月つきと経たたぬうちに頭角を現し、誰よりも早く魔物に斬りかかり、そして生きて帰るようになったのだ。しかもそれを何度も繰くり返したからな、小柄だのとあやつを侮あなどる傭兵などあっという間にいなくなり、当時の切り込み隊長も『人生観が変わった』などと言い残して引退しおった」

「……前の切り込み隊長の気持ちはよく分かるよ」

　カレルもコルネリウスと戦ったことがある。それも文字通り命いのち懸がけで。

　コルネリウスの戦い方を一言で表現するなら、とにかく速い。人間にあれほど速い動きが可能なのかといっそ感動を覚えるほどだ。そして速さはあらゆる攻こう撃げきの威い力りよくを増す力ともなる。

「それにしても信じられないわね。一月ほどで頭角を現したって言ったわよね？　一体どうやったらそんな短期間であんなに強くなれるの？」

「さて、なにせあやつは自分のことを語ったりもせんからな。ただ入隊した当初からあの速さだけはすでに備わっていたようだの。あとは幾いく度どもの実戦を経験して今の強さになったらしい」

「適性があった傭兵が、経験を積んで強くなったってとこか……。つくづく、味方でよかったよ」

「うむ、だが決して過信はするなよ。歴代最強のコルネリウスにも弱点はある」

「あるのか!?　どこに!?」

「体力だ。さすがのコルネリウスも、戦い続ければ疲つかれるようだ」

「いや、それはみんなそうでしょ……」

「ふむ。そうなのか？　人間は不便よの」

「あんたたちドワーフと一いつ緒しよにされたら、どの種族も形無しよ」

　それはすべての人間やエルフにもいえる弱点である。底なしの体力と気合いで戦い続けるのは、ドワーフぐらいのものだった。

「まあ体力は別にしても、コルネリウスには奇妙な弱点があると聞いたことはあったな」

「なんだそれ？　おとぎ話に出てくる竜りゆうじゃあるまいし」

「詳くわしいことは分からん。だがそういうウワサが切り込み隊で流れておったのは事実だし、あの副隊長が結構必死になって隠かくそうとしておったらしいぞ」

「あの副隊長が……！」

　切り込み隊と言えばコルネリウスばかりが目立つが、当然ながら隊の隊長ともなれば、ただ戦うだけではなく、隊を維い持じするという役割も担わなければならない。その点を補助しているのが、切り込み隊の副隊長だ。カレルの父が任じたという現在の副隊長は質しつ実じつ剛ごう健けんで有名だった。幹部級が集まる《狂嗤の団》の会議においても、彼の慎しん重ちような発言を何度か耳にしたこともあったほどだ。

　今度副隊長にコルネリウスのことを聞いてみよう、と心に決めるカレルだった。




　旅そのものは順調だった。首都ルールモントを出立し、反乱の疑いがあるコステル伯はく爵しやく領の北側をかすめるようにして東南東へ向かう。主要な街道を使わず間道を進むことになるので道は複雑だったが、カレルには後に一軍の将として極めて役立つことになる能力が備わっていた。遍歴商人マルスクラームルホルサと共に一〇年旅して養われた土と地ち勘かんである。

　一度も道に迷うことなく順調だった旅に変化が生じたのは、麦畑から見通しの悪い林に入ったときのことだった。

「そこで止まってもらおうか」

　木の裏から飛び出た男が、カレルたちの行く手を塞ふさいだのである。見た目は旅人のようだが、日よけのフードで顔まで隠していたので素性がまったく分からない。

「なにあれ。どう見ても怪あやしいんだけど」

　小声で呟つぶやいたミーリエルの指し摘てきは極めて正しかった。

「《狂嗤の団》の団長、カレルだな？」

　問われたカレルは迷った。「違ちがう」と答えることに意味があるとは思えなかったのだ。

「そうだと言ったらどうする？」

　結局、相手の目的を知るためにも、小こ芝しば居いはやめて答える。

「へへへ、こいつはついてるぜ！　悪いがあんたの首に賞金が懸かかってるんでね。ここで死んでくれ」

（そう来るか！）

　周囲の木々の裏から、同じようにフードを目深に被かぶった者たちが飛び出し、瞬またたく間にカレルたちを包囲した。その数はざっと二〇人。事は明白だった。

（裏切り者の貴族か、はたまたフィクトル総そう督とくか、誰かは知らないが俺の首に賞金を懸けたってことか！）

　すかさず馬上でミーリエルが弓矢を構えた。

「やるしかなさそうよ、カレル！」

「分かってる！」

　カレルは緊きん張ちようで胸が高鳴るのを自覚していた。

　命懸けの戦いというものは、何度経験しても心臓に悪い。ましてやこれから二〇人もの武装した敵を相手にすると思えば尚なお更さらである。アンデール夜や襲しゆう戦のときの方がまだ楽だったのではないかと思うほどだ。

　だが、今のカレルには心強い護衛がいた。

「付いてきた甲か斐いがあったな」

　久しぶりにコルネリウスの声を聞いた気がした。ひらりと馬から飛び降り、細剣レイピアを抜ぬく。その顔には微み塵じんも恐れは感じられない。

（正直、心強いな……！）

　カレルやドルダンもコルネリウスに倣ならい、馬を下りて武器を構えた。《狂嗤の団》は馬を使うがすべて移動用だ。馬上戦せん闘とうはできない。ただ一人ミーリエルのみが、馬上で弓を構える形だ。

「聞いておこう。賞金を懸けたのは誰だ？」

　剣を構えながら、一応カレルは問いかけた。返答を期待していたわけではないが、うまくいけば情報の一つも得られるかと思ったのだ。

「依い頼らい人の秘密は厳守に決まってらぁ！　かかれ──」

　賞金稼かせぎか暗殺者なのかは分からないが、彼らにもそれなりの矜きよう持じというものがあるらしい。隊長と思おぼしき人物の命令で、一いつ斉せいに襲おそい掛かかってこようとする。

　カレルは剣を持つ手に力をこめたが、意外なことに襲しゆう撃げき者たちは一度足を止めることになる。

「あ……がっ……」

　襲撃者たちに「かかれ」と命じた男が、コルネリウスの持つ細剣に喉のどを貫つらぬかれていたのだ。二ルーデ（七・六メートル）以上の距離を一瞬で詰めるその身のこなしはまさに電光石火、雷かみなりの如ごとき一いち撃げきだった。

　何が起こったのかを理解するためか、指揮官を失った襲撃者たちは、動きを止めざるを得なかった。そしてその隙すきを逃のがすコルネリウスでもない。

　すぐさま右みぎ隣どなりの襲撃者に襲い掛かる。憐あわれな犠ぎ牲せい者はなんとか応戦しようと剣を振り回すが、コルネリウスは攻撃と防ぼう御ぎよを同時にこなす人間離ばなれした速さを持っている。振り回された剣を受け流した次の瞬しゆん間かんには、相手の懐ふところに潜もぐって細剣で胸を突つき破っていた。

　二人目の犠牲者の口から鮮せん血けつが溢あふれる。コルネリウスはその鮮血が降りかかるよりも先に胸から細剣を抜き、三人目の犠牲者を生み出そうとしていた。

「なんだ!?　速過ぎる！」

「まさか、あれがウワサの切り込み隊長か……!?」

「ひ、怯ひるむな！　なんとか時間を稼げ、カレルだ、カレルさえ殺せばいい！」

　襲撃者たちは合理的な判断をくだした。コルネリウスにやられることは仕方ないと切り捨て、人数の優位を保っているうちにカレルを殺そうとしたのだ。

「殺すのは俺がやる！　おまえらは自分の身だけ守ってろ！」

　コルネリウスが三人目を切り捨てながら叫さけんだ。

（言われるまでもない！）

　一〇人以上の襲撃者たちが一斉に襲い掛かってくるのだ、カレルは防戦一方になることをすでに覚かく悟ごしていた。

　幸い彼らのうち数人は、馬上からミーリエルが放った矢によって次々急所を射い貫ぬかれた。

「うわっはっはっは！　かかって来い！」

　ドワーフの戦士ドルダンもまた恐おそれを知らぬ傭よう兵へいである。戦せん斧ぷを大きく振ふるって襲撃者たちを牽けん制せいした。

　それでも、三人ほどの襲撃者たちが一斉にカレルに攻撃してくる。

「ぐっ！」

　襲い来る攻撃を剣でしのぐ。

　カレルはドワーフやエルフから、実戦に即そくした戦い方を訓練されたことがある。遍歴商人のホルサと共に旅をしていたときや、ミーリエルと共に《呪われフエルドウーた地ムデ・ラント》を調査していたときなど、戦いを余よ儀ぎなくされたことも一度や二度ではない。

　年ねん齢れいの割りにかなりの場数を踏んできたカレルである。だからこそ、三人の敵を同時に相手にする怖さを知っていた。横や背後に回られ武器を振るわれれば回かい避ひしようがない。コルネリウスが助けに来るまで防御に徹てつしようと考えたのは当然だった。

　だが、カレルにとって幸いなことがあった。

（なんだ？　意外に遅おそいぞ、こいつら）

　敵の攻撃がずいぶんと見切りやすいのだ。襲いくる三方向からの攻撃を、難なく剣で防ぎ、あるいは回避できる。

（そうか。俺は命いのち懸がけの実戦経験を積んでるんだったな。それも毎晩）

　コルネリウスとの決けつ闘とう。魔ま物ものや灰グライズエルフとの戦い。セシリアが見せる夢はいつも現実そのものであり、痛みすら伴ともなった。そんな夢の中でカレルは幾いく度どとなく戦い、そして殺されてきたのだ。

　コルネリウスに比べれば、襲撃者たちの攻こう撃げきは遅かった。魔物との乱戦に比べれば、三人の襲撃者はまだ戦いようがあった。

　巧たくみに後退しながら防戦に専念するカレルに、三人の敵は完全に攻せめあぐねていた。そのせいか連れん携けいは崩くずれ、焦あせりが見え始める。

「こ、こいつ！　三対一で……！」

「こちとら、最強の傭兵団の団長なんでな！」

　隙を見てなんとか一人の喉を斬きり裂さくことに成功する。

　こうなると形勢は逆転する。動どう揺ようした敵の一人の武器を打ち払はらい、返す一ひと振ふりで腹を斬り裂く。

　しかももう一つ幸運だったことに、カレルはただ時間を稼ぐだけでもよかった。そうすればコルネリウスが駆かけつけてくれるからだ。

「ぐっ……がっ……」

　カレルと剣を交えていた最後の襲撃者が、突とつ如じよとして動きを止めた。まるで木でも生えてくるかのように、細剣が胸を突き破って出てきたのだ。

　コルネリウスが背後から襲い掛かったのだ。気がつけば敵の半数以上はすでに倒たおれている。

　もはや勝利は時間の問題だった。襲撃者たちはコルネリウスの戦いぶりに目に見えて怯んでいる。誰だれもコルネリウスの攻撃を防ぐことはできず、かといってコルネリウスの足から逃れることもできず、一人また一人と倒れていく。

（ふう。なんとかなったか）

　コルネリウスが最後の一人に斬りかかるのを見て、カレルは安あん堵どした。そして安堵したがゆえに、ある重要な命令を出し忘れていることに気付く。

「待てコルネリウス、全員殺すな！」

　だがカレルが命令を言い終えるよりも先に、コルネリウスの細剣が最後の一人の首筋を斬り裂いていた。

「今いま更さらなんだ？　敵を殺さない理由がどこにある？」

「いや、こいつらの雇やとい主を突き止とめたかったんだが」

　コルネリウスは一瞬だけ「あ」となにか思い至ったような顔をして死体を見つめた。

　だが、もはや後の祭りである。コルネリウスはわずかにばつの悪い顔をしながら細剣を納めたが、ふと思いついたように言った。

「先に命令しなかったおまえが悪い」

「……いや、なんだか本当に俺が悪い気がしてきた」

　相手は雇われた賞金稼ぎの類だ。問い詰つめたところで黒幕が誰かを知ってるかは怪しいところだった。そもそも拷ごう問もんにかける技術も時間もない。

　それに、自分もどうかしていた。夢の中であれだけ実戦を積んでいるのだから、もうちょっと落ち着いて「誰か一人を生け捕どりにしろ」と命令すればよかったのだ。それがいざ夢ではない実戦になった途と端たん、思考が鈍にぶったのだ。

（まあ襲撃者は二〇人もいたんだ。一人ぐらい生きてるんじゃないか？）

　カレルは辺りを見回し、生き残りを捜さがした。

「こいつらは見るだけ無む駄だだぞ。分断したからの」

　ドルダンの傍そばには戦斧で頭を割られた死体と、首を刎はね飛ばされた死体と、胴どう体たいを分断された死体が転がっていた。どう見ても即そく死しである。

「ミーリエル、おまえが射た連中は？」

　ところが、ミーリエルはてへっと舌を出した。

「ごめん、頭撃うっちゃった」

（エルフもドワーフも怖こわいな……）

　もともと《狂嗤の団》というのは、容よう赦しやなく敵を殺すように日々訓練を受けている。どんな戦法を持っているかも分からない魔物との戦いでは、確実にトドメをさす戦い方が必ひつ須すなのだ。二〇人の襲撃者が皆みな殺ごろしになったのも、仕方ないと言えなくもなかった。そもそもカレル自身も二人を殺している。

　やむなくカレルはなにか手がかりがないかと死体を漁あさった。だがこのような形で襲撃してくる者が身分を示すものを持っているわけもなく、出てきたのは財布ぐらいのものだった。

　それでも、状じよう況きようから分かることはある。

（俺が少数の手勢でルールモントを出たことを察知するのは難しくない。それこそ城の中の誰かに金を摑つかませれば簡単に分かる。その情報を伝播ツバメラストズワルーで流せば、道中に兵を置いて待ち伏ぶせすることもたやすいだろう）

　カレルはドワーフの王国へ行こうとしていた。それが毒物の出所を探すためでは──と考え、なんとしても阻そ止ししようとする立場の者もいるだろう。

　問題は、襲撃者を派は遣けんした人物の正体である。それはコステル伯はく爵しやく領の近くで、ある程度の人員を自由に動員できる人物でなければならない。しかも襲撃者たちは、財布のみを所持し、通行証も持たずにこの辺りをウロウロできるのだ。

　それができる人物は一人しか思い当たらなかった。

（そんなの、コステル伯に決まってるだろ……！）
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　一方その頃ころ。留守を任された形のセシリアは、父の代理として政務に勤しんでいた。

　もちろん一七歳という身でできることには限界がある。だがセシリアを遺して先に死ぬことを覚悟していた父アレンヘム公は、こうなる事態を想定して信しん頼らいできる人材を集め、要所要所に配置していた。セシリアは人々からの陳ちん情じようを聞き、政務官たちの助言に基づいて解決していくだけでよかった。

　ただし、セシリアは半月後に結けつ婚こんを控ひかえている身である。セシリアとしては大変不本意であったが、花はな嫁よめ衣装の寸法を合わせながらの政務になることは許容せざるを得なかった。

「セシリアさま。やはり戦争の影えい響きようか、野盗の出現が増えております。ダームドの村から兵の派遣を求める陳情が届いています」

　衝つい立たての向こうから、政務官の一人が報告する。

「そう。いつもならうちの兵を出すところだけど……」

　対応するセシリアは、半はん裸らの状態だった。周囲には二人の侍じ女じよがおり、うち一人があれこれセシリアに下着を着せては寸法を調節している。

　このような状況で政務の話などしたくはなかったが、「本来であれば政務など我々に任せていただき、一生に一度の結婚式に集中して頂くところです」などと多くの政務官に言われては妥だ協きようせざるを得なかった。

「仕方ないわ、トビアス副団長を呼んで」

「承知いたしました」

　衝立の向こうで人が立ち去る気配があった。

　それを待っていたわけではないのだろうが、セシリアが生まれる前から公こう爵しやく家に仕えてきた年配の侍女──アリーダがセシリアの背後に回る。

「セシリアさま。少々締しめます、息を吐はいてください」

「うっ」

　セシリアが息を吐いた瞬間、コルセットが一段きつく締められる。こればかりは何度経験しても慣れるものではない。

「これならばよろしいかと。マノン、あれを持ってきなさい」

「はい」

　アリーダに命じられ、マノンと呼ばれた侍女見習いが木の箱に入れられた衣装を持ってくる。

　マノンは家族を魔物に奪うばわれ孤こ児じとなった子である。セシリアは彼女が孤児となるところを目もく撃げきし、しかもマノンを救うためだったとはいえ、彼女と家族の亡なき骸がらとを強引に引き離はなしたという経けい緯いがある。

　こうなるとセシリアにとってもはやマノンは無関係ではない。セシリアはあまりたくさんの近きん侍じを置くことを好まなかったが、数年ぶりにマノンを侍女見習いとして傍に置くことにしたのである。

「さあ、セシリアさま。お母さまもお使いになられた花嫁衣装ですよ」

　アリーダが木箱から取り出したのは、あまりお洒落しやれというものに興味を持たないセシリアであっても、思わず言葉を失うほど綺き麗れいな衣装だった。

「これを……着るの？　わたしが？」

「それはもう、結婚なさるのですから。さ、衣装合わせをしてしまいましょう。お立ちください」

　過去にも経験があったのか、アリーダの手際は素早く、あっという間にセシリアは花嫁の出で立ちとなる。

　鏡の向こうに映った自分の姿を見て、思わずセシリアは言葉を失った。

「うわあ。セシリアさま、ほんとうにおきれいです！」

「あ、ありがとうマノン。でも……ちょっとわたしには綺麗すぎるというかもったいないというか……じゃないかしら？」

「そんなことありません、よくお似合いですよ。これなら寸法もほとんど直さなくてよさそうですし」

「そう？　ちょっと胸のあたりがきついんだけど……」

「では一応見てもらいましょう。マノン、お針子さんを呼んできなさい」

「はい」

　マノンも立ち去り、アリーダと二人その場に残される。

「わたし……本当に結婚するのね。まだ実感が湧わかないんだけど」

「結婚なんてそんなものでしょう。わたしの夫なんて父親が酒場で決めた相手だったんですよ？　ですがそれなりにどうにかやってまいりましたし」

「そ、そういうものなの……？」

　母にも仕えていたというアリーダが言うと説得力があった。

　と、衝立の向こうに誰かがやってくる気配があった。

「トビアスにございます。お呼びと聞きまして」

《狂嗤の団》のトビアス副団長だ。

　トビアスは他の幹部たちほど屈くつ強きようには見えないが、《狂嗤の団》を維い持じするのに必須であるとカレルやその父ランメルト前団長にも評価されている実直な人物である。

「ごめんなさい、こんな場所に呼び付けてしまって」

「とんでもありません、セシリアさまの近きん況きようを思えば。なんでもダームドの村が野盗の被ひ害がいにあったとか」

「ええ。あなたたち《狂嗤の団》に退治してもらいたいのだけど」

「それは構いませんが。しかしセシリアさま。この時節に、野盗相手に《狂嗤の団》を動かすのですか？」

　フライスラント軍との戦争はいつ再開するか分からない。そんな状況で最強の軍勢を動かすことには抵てい抗こうがあるのだろう。

「あなたの懸け念ねんはもっともだわ。でもアンデール夜や襲しゆう戦であなたたちの武名は轟とどろいてる。《狂嗤の団》が野盗を討とう伐ばつしたと聞けば、二度と野盗になろうなんて人は出てこないでしょうから。なんとか傭よう兵へいを融ゆう通ずうできない？」

「なるほど、一度派手に叩たたいて後続を断つというわけですか。分かりました、ダームドの村ならば鎮ちん圧あつまで三日とかかりますまい。では野盗の首に賞金でも懸かけて頂けませんか？　野盗が魔ま物もの同様《狂嗤の団》の標的になると知れ渡わたれば、傭兵たちは奮起し、野盗は逃にげ惑まどうことでしょう」

「分かった、用意しておくわ。そういえば境界線バーケンランデンの様子はどう？　最近の魔物の侵しん入にゆう頻ひん度どは増えていたはずだし」

「ご安心ください。四日前に小規模な魔物の群れが侵入しましたが、境界線を守る《狂嗤の団》によって無事排はい除じよされました。今のところ大きな動きはありません」

「そう、よかったわ」

　政務を統とう括かつするのは、公爵の一人娘であるセシリアの義務だ。だが一七歳という少女に、国を背負うという重責はあまりに大きかった。昨日までは次期アレンヘム公爵にして未来の夫であるカレルが一いつ緒しよに考え、判断してくれた。商人としての修行を積み、常に理に適った判断をしてくれるカレルの存在がどれほどありがたいことだったかを今になって思い知らされる。

（カレル……。早く帰ってきてよ……？）

　考えてみればアンデール夜襲戦以降、カレルとこれほど離れたのは初めてのことである。毎晩隣となりで寝ねている婚こん約やく者の不在は、セシリアが思っていた以上の寂さびしさを心に吹ふき込こませていた。

「セシリアさま。ブローム伯から書状が届いております」

　衝立の向こうから、執しつ事じファビアンの声がして我に返る。

「ブローム伯から？　見せて」

〝鉄壁アイゼルムール〟ブローム伯と言えば三武伯の一人であり、先に会見の場を持ったにもかかわらず、怪け我がが原因で会えなかった人物だ。怪我の具合がよくないのかもしれない。セシリアは急いで書状に目を通した。

　用件は次のようなものだった。落馬が原因でテセルという町に滞たい在ざい中であるブローム伯だったが、怪我の様子が思わしくなく、首都ルールモントへ赴おもむける状況にはない。しかし結婚前に挨あい拶さつもできず、結婚祝いの贈おくり物も直に渡せないとあっては三武伯の名折れ。ついてはもし可能ならばテセルまでご足労願えないか──。

　普ふ通つうなら、主家の娘に「指定した場所まで来てくれ」などと言えるわけがない。だがそれでもブローム伯は来て欲しいと懇こん願がんしてきた。思っていた以上にブローム伯の怪我が重いのかもしれない。

　それに他の三武伯がルールモントまで来たというのに、ブローム伯のみが結婚前の挨拶ができなかったとなれば面目は丸まる潰つぶれだろう。セシリアとしても、忠実な三武伯の体面を守る必要があった。ただでさえ当代のブローム伯は〝宿屋の主人ヘルベルギール〟などと言われ、長年誇ほこってきた武名に傷が付きかねない状じよう況きようなのだから。

（ここからテセルまでは、馬で往復すれば夕刻までには帰れるわ）

　忠臣との関係が維持できるなら、半日足らずの時間をかける理由は充じゆう分ぶんにあった。忠実な執事に、護衛の騎き士しを呼ぶよう命令する。

「アリーダ、悪いけどお針子さんは今度にしてもらって。ファビアン、ブレームスを呼んで。テセルまで行ってくるわ」
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　二日の行程の後、カレルたちはゴルドリウエールデールア大陸・ゴルドリアの中央にそびえ立つシナーリー山脈の麓ふもとへと辿たどり着いた。

　この辺りはもうドワーフの王国であるストゥルール王国の領域である。それを示すように、辺りの風景が変わり始めていた。

　緑は段々と減り、道は山道となる。目を凝こらせば、山腹のあちこちにドワーフの農家が見えた。手先が器用なドワーフらしい石造りのしっかりした家がぽつぽつと建ち並び、斜しや面めんを利用して農業が行われている。

　もっとも、麦畑はほとんど見えない。この辺りの土地は岩が多く、麦の栽さい培ばいに適した平地は少ないためだ。代わりに大量の堆たい肥ひを利用して栽培されているのは、豆や根菜の類たぐいである。

　そういったドワーフの国特有の農地を抜ぬけていくと、間もなくストゥルール王国の入り口へと辿り着く。その王国は、シナーリー山脈の北側に作られていた坑こう道どうをさらに拡大して作られたものだ。その巨きよ大だいさたるや「人間にできる想像を越こえて」とよく表現され、周辺の農民のドワーフを合わせれば、人口は実に一〇万を超こえるという。

　坑道が崩ほう壊かいするようなことがあったら、あるいは入り口が埋うまってしまったらどうするのか──とは誰だれもが考えることだろう。だが地質に関する造ぞう詣けいも深いドワーフの王国が、脆ぜい弱じやくな地に作られるわけもない。坑道を覆おおう岩がん盤ばんは極めて硬かたく、現在五芒国に存在するいかなる武器や兵器を用いても、坑道を崩ほう落らくさせることは到とう底てい不可能だった。おまけに出入り口は一つではない。巧こう妙みように隠かくされた出入り口がシナーリー山脈のあちこちにあるという。

「いつ来ても圧あつ倒とうされるな、この入り口は」

「そうであろう、そうでろう」

　カレルの呟つぶやきに、ドルダンはまるで自分のことを褒ほめられているかのように、満足げに髭ひげを揺ゆらした。

　このストゥルール王国の入り口は、《竜の顎ドラークベツク》と呼ばれている。大きな城でもすっぽりと入ってしまうほど巨大な坑道の入り口は、確かにおとぎ話や伝説に出てくる巨大な竜の口のようだった。

　また、そこかしこに信じられないほど精せい巧こうな彫ちよう刻こくが飾かざられているのも特とく徴ちようだ。《竜の顎》に彫刻を飾ることはドワーフにとって大きな名めい誉よであるという。この光景に圧倒されないのはコルネリウスぐらいのものだった。

「いつ来てもドワーフ臭くさいわね、ここは」

「ミーリエル、おまえそれ絶対大きな声で言うなよ……」

　一方、ミーリエルの発言には釘くぎを刺さしておくことを忘れない。エルフとドワーフという種族は、どういうわけか生来仲が悪いのだ。

「さて、話は通してある。さっさと我らが王の元へ案内しよう」

　ドルダンを先頭に、《竜の顎》へ入る。言ってみればここはアレンヘム公国とストゥルール王国の国境である。当然ながら入国にあたっては最低限の審しん査さが必要となる。

　しかしドルダンというドワーフの保証人がおり、しかも隣りん国ごくの次期公こう爵しやくが結けつ婚こん前の挨拶に来たとなれば、審査などあるわけもない。カレルら三人はゆうゆうとストゥルール王国に入った。カレルとコルネリウス、ミーリエルの三人には、入国許可証の代わりとも言われる燭しよく台だいが手て渡わたされる。ドワーフ以外の種族が坑道を進むのに必要な道具だ。

　もっとも、《竜の顎》は、ドワーフが人間やフェルトフォルクとの交易を行うために作られた地域であり、坑道といってもまったく暗さは感じられない。《竜の顎》に差し込む西日はもちろん、天てん井じように作られたあちこちの亀き裂れつから効率的に太陽光が採り込まれているためだ。

　物資が流通する場所とあって、当然ながらドワーフの往来は非常に多い。ドルダンのようなひげもじゃのドワーフが何百人とひしめく光景は、ここでなければ見ることはできないだろう。その中にはフェルトフォルクと思おぼしき商人の姿も見受けられる。ただ、彼らフェルトフォルクは人間の子供ほどの大きさだ。平均して五〇ダウム（約一三〇センチメートル）ほどの身長である男のドワーフの中に紛まぎれてもあまり違い和わ感がない。

　しかし人間は別だ。頭二つ分は背が高い人間がドワーフの中に立ち入れば、否いや応おうなしに目立つ。ちなみに、女のドワーフは平均で五五ダウム（約一四三センチメートル）ほどとなり、背の低いふっくらとした人間の女と区別がつかない。もっとも、彼女たちは普ふ段だん坑こう道どうの中で暮らしているため、人間やフェルトフォルクが目にすることは滅めつ多たにないという。

　交易地となっている入り口周辺を抜けると、いよいよ大坑道らしい雰ふん囲い気きになっていく。また、ここから道は上り坂になる。地面は下に掘ほれば掘るほど圧力で堅かたくなっていくため、拡大し辛づらい。必然的にストゥルール王国はシナーリー山脈の斜面に沿う形で拡大してきたのだ。そしてこの傾けい斜しやを、ドワーフたちは最大限に活いかしていた。ストゥルール王国は、五芒国で唯ゆい一いつ、上下水道が完備されていた。

　坑道では地下水が付きものだ。大量の雪解け水が発生するシナーリー山脈ではなおさら湧わき出てくる水は多い。そこでドワーフたちは、坑道のあちこちから漏もれ出る湧き水を利用し、街中に水路を巡めぐらせることで完かん璧ぺきな上下水道を作った。これこそが一〇万という大都市を成立させた最大の要因であり、人間も未いまだ成し得ていない偉い業ぎようである。ちなみに一〇万と言われるドワーフの大量の排はい泄せつ物は、下水道を通して《竜の顎》の外にある処理場に集められ、農業や家か畜ちくに使われるという。ミーリエルが《竜の顎》付近で「ドワーフ臭い」と言ったが、それはドワーフの下水の臭いに起因していた。

　そして通路に沿ってドワーフ特有の住居が建ち並ぶ。基き礎そ部分は岩をくりぬいて作られたものだが、細部は石や木で作られており、その住み心地は人間が手を掛かけて作った家とまったく遜そん色しよくない。

（あとは冬の寒ささえなければな）

　かつてこの地で暮らしたことのあるカレルの教訓がそれであった。ドワーフは寒さに強いが人間はそうはいかないのだ。

　さらに、この辺りから土と地ち勘かんのない人間なら迷って出てこられなくなるほど坑道が分ぶん岐きしていく。しかもこの辺りになると太陽の光も届かない。一応あちこちに明かりが灯ともされてはいるが、夜目の利くドワーフのために用意されたそれは、人間が頼たよりにするには不充分過ぎる。入国の際に手渡された燭台に火を灯さなければ、歩くことすらままならないだろう。

（これが魔ま王おう軍の侵しん攻こうすら防いだ大坑道、か）

　魔王グローテ・戦役オールログにおいては、強大な魔王軍ですらストゥルール王国を陥かん落らくさせることはできなかったという。確かにここへ軍勢が攻せめ寄せようものなら、四方八方の暗くら闇やみからドワーフ製の強力な弩いしゆみを撃うち込まれ、さらに坑道を自由に移動する強力なドワーフ戦士団の奇き襲しゆうを常に受けることになる。

　その難なん攻こう不ふ落らくぶりを表現した格言があるほどだ。いわく、「無能の将が攻めるならドワーフにしろ」というものだ。

　エルフの住む大森林ウールスワウトに軍勢を率いて侵攻すれば、木の上から放たれる矢に指揮官が射い貫ぬかれて終わる。フェルトフォルクに戦争を仕し掛かければ、かつての王家がそうであったように、指揮官が毒殺されて終わる。

　だがこのドワーフの坑道に侵攻しようものなら、とりあえず兵士は無む駄だ死じにするだろうが指揮官は逃にげられるというわけである。

　二〇〇年前、人間とドワーフがもっと連れん携けいして戦うことができれば、魔王戦役はもっと早く終わっていただろうと言われている。しかし魔王軍は人間とドワーフの連携を巧たくみに分断し、長期間に亘わたって個別に戦わざるを得ない状況を作り上げたという。

「さあ、着いたぞ。我らが王の居城、《鉄の（デ）アイズル主城・フエステイン》だ」

　ドルダンの声で、ついにカレルは目的地に到とう達たつしたことを知った。

「ここへ来るのも一〇年ぶりだな。中に入るのは初めてだが……」

　鉄の主城と言われてはいるが、別にすべてが鉄でできているわけではない。

　ただ枝分かれしている大きな坑道一つが、石で作った壁かべで完全に塞ふさがれている。その壁こそが《鉄の主城》の城じよう壁へきであり、どんな名将であっても一目見ただけで正面から攻め落とすことは断念するだろう。

　その壁は、言ってみれば天井のある城壁だ。梯はし子ごの類をかけ、登って侵しん入にゆうすることは物理的に不可能。しかも壁にはところどころ窓や矢や狭ざ間まがあり、そこから嫌いやというほど岩や矢の雨を降らされることになる。仮に窓に梯子をかけて中に入れたとしても、待っているのは屈くつ強きようなドワーフの戦士団であり、袋ふくろ叩だたきにされることは火を見るよりも明らかだ。

　王城への出入り口は正門一つだけだが、それこそ《鉄の主城》という名にふさわしい、ドワーフの名工が作った鋼鉄製の巨大な門である。五芒国に存在するどんな攻こう城じよう兵器をもってしても、その門を正面から破は壊かいすることは困難を極めるだろう。

　しかも城壁に続くこの大きな坑道は、一見すると一本道だが、一部のドワーフにしか知られていない秘密の抜け穴が無数にあるという。もしこの城を攻める者がいたとしても、城壁の攻こう撃げきに専念することはできず、常にドワーフ戦士団の奇襲を警けい戒かいしなければならないのだ。まさにドワーフにしか作れない、ドワーフらしい鉄の要よう塞さいである。

　幸い、カレルも今日は歓かん待たいを受ける側である。鋼鉄の門は簡単に通ることが許され、謁えつ見けんの間へと案内される。

《鉄の主城》の謁見の間は、フーデルフーデルス・コス王国ーニングライクのそれのような華か美びなおもむきはまったくない。ただ質しつ実じつ剛ごう健けんであり、せいぜいドワーフの手による彫ちよう像ぞうが飾られているぐらいだ。もっとも、多くの権力者にとって「戦せん斧ぷで武装した屈強かつ忠実なドワーフの護衛兵」ほど貴重な宝もないだろう。

「よくぞ参った、同盟国の若き継けい承しよう者よ。我らドワーフは盟友の跡あと継つぎを心から歓かん迎げいしよう」

　当代のストゥルール王国国王の名は、ゲンラールといった。

　年ねん齢れいは一五〇歳にもなる。人間で言っても初老の域で、その豊かな髭は真っ白になっている。

「お初にお目にかかります、偉い大だいなるドワーフの王」

　カレルは膝ひざを突つき、人間が王に接するのと同じ姿勢を取った。ドワーフはこういうとき頭こうべを垂れるだけで膝を突いて謁見する風習ははない。カレルもそうしてもよかったが、この場合膝を突くのは人間とドワーフとの身長差を逆転させる意味もあった。

　問題は後ろに控ひかえているコルネリウスとミーリエルである。

（あ、やっぱり？）

　背後をチラリと見たカレルは、自分の懸け念ねんが当たっていることを知った。コルネリウスとミーリエルはカレルに倣ならうようなこともなく、いつも通り立っているだけだった。

　幸い、相手は礼れい儀ぎにうるさくないドワーフである。二人の態度が無礼との謗そしりを受けることはなかった。ミーリエルにターバンを取るようにと言われなかったことは、最上の幸運である。

「汝なんじがカレルか。会えて嬉うれしいぞ、汝の話は色々聞いているからな。汝が持ってきたキノコは今や多くの同どう胞ほうの腹を満たしておるぞ」

「子供の折にやったことがお役に立てたのであれば幸いです」

　驚おどろいたようにドルダンがカレルの顔を見た。

「知らなんだ。おぬし、そんなことしてたのか？」

「まあ、昔な」

　一〇年前にカレルがこの国へ立ち寄ったとき、ドワーフが坑こう道どうの中で様々なキノコを栽さい培ばいしていると聞き、「じゃあこれは？」と提案したのがそのきっかけである。ただし、そのキノコの出所がエルフの住む大森林だとは今いま更さら言えなかった。

「それに人間ながら一時期は我が戦士団にも所属していたそうではないか」

「お恥はずかしい話です。もっとも、私はただの下したっ端ぱ、従者見習いに過ぎませんでした。私が幼少の折にこの国を訪れた際、夜の闇やみに怖こわくて泣いておりましたところ、根性が足りぬと放り込まれたのです」

「はっはっは、それは人の身ではさぞ難なん儀ぎしたであろうな」

　日の光も月明かりも差すことのないドワーフの大坑道である。昼とて決して明るい方ではないというのに、夜になれば町の明かりも消え、完全な暗闇となる。人間にとってはまさに漆しつ黒こくだ。自分の手足さえ見えない真の闇は、好こう奇き心しんが旺おう盛せいだった子供の頃のカレルですら恐きよう怖ふさせるに充じゆう分ぶんだった。

　夜中に一人泣いているカレルを見て憐あわれと思ったのか、あるいは根性が足りないと思われたのか、その後カレルは世話になっていたドワーフに戦士団の下っ端として放り込まれたのである。

　屈強で知られるドワーフの戦士団である。その訓練というのは苛か烈れつを極め、腕うで試だめしのため《呪のろわれた地》へ遠えん征せいすることも珍めずらしくなかった。カレルも槍やり持ちとして彼ら戦士団と共にシナーリー山脈内の坑道を通って《呪われた地》に入り、魔ま物ものと戦ったこともあった。ドワーフの戦いに付き合わされることは苦難ではあったが、このときの経験は後にカレルがミーリエルと共に《呪われた地》に踏ふみ入れる際の大きな手助けとなったのである。

「王よ。この王国にお変わりはないでしょうか？　我がアレンヘムにはこのところ魔ま物もの侵しん入にゆうの頻ひん度どが増えるなど、妙みような兆しがあるのですが……」

「うむ。遠征した戦士団から魔物の動きが活発化したという話を聞くことはある。しかし境界線が年々東へ後退していることを考えれば、多少の変化はあるだろうという認識でおる。アレンヘムは違ちがうのか？」

　魔王再臨のことをゲンラール王に告げるべきかはカレルもセシリアと共に悩なやんだものだった。だがカレルの出した結論は、時じ期き尚しよう早そうというものだった。

　彼らドワーフはウソがつけないのだ。あるいは賢けん明めいなゲンラール王にのみ魔王再臨のことを告げれば、事情を加味した上で内々に準備してくれるかもしれない。

　だがゲンラール王にも多くの家臣がいるのだ。王にだけ魔王再臨を告げた結果、「王はなにか隠かくし事をしている」などとドワーフたちの間でウワサになれば、このストゥルール王国におけるゲンラール王の地位が危うくなりかねない。

　それに、万が一魔王再臨の情報がドワーフの間で知れ渡わたれば、「人間同士で争っている場合か」──などとフライスラントとの戦争に介かい入にゆうしてくることも間ま違ちがいない。カレルとしては、たとえフライスラントとの戦争が続いたとしても、大きな争いが二年起こらなければそれでいいと考えている。軍備の増強は、戦時中の方がやりやすいのだから。ドワーフの介入による戦線の拡大などあってはならない。

　結果として、ゲンラール王の問いかけにカレルは次のように答えることとなる。

「王の仰おつしやりようはもっともだと思います。ですが二年後は討ナ・デ伐・フイク暦トーリ二〇〇年となる節目。このような節目であるからこそ、油断せず備えを怠おこたらないことが肝かん要ようではないかと存じます」

「勝って兜かぶとの緒おを締しめるというわけか。もっともな見解だ、我が王国も見習うとしよう」

　長きに亘ってこの国を治めてきた王である。あるいは今の会話から、本当に二年後の脅きよう威いのことを察してくれるかもしれない。

　これ以上魔王の脅威について話しても不自然だろう。そろそろ本題──毒の出所について触ふれなければならなかった。問題はその切り出し方である。

　ドワーフが作った毒で暗殺事件が起きそうだから、ちゃんと管理できているか確認させてくれ──と聞きたいのが本音だ。人間の王であれば、そんなことを聞くのは無礼にもほどがある。しかしドワーフ相手なら遠えん慮りよする方が無礼になることもある。なにより、どんな言い回しをしたところで結局言うことは同じなのだ。

「偉大なる王よ。此こ度たび、我らが参ったのは挨あい拶さつ以外にもう一つ理由があるのです」

「ほう。申してみよ」

「実は、我がアレンヘム公国の要人を暗殺せんとの陰いん謀ぼうが明らかになったのです。しかもその際に使用される毒というのが、ドワーフが作ったものである可能性が高いと」

　もしここが人の城であれば、たちまち周囲の兵士たちに刺とげ々とげしい視線を向けられることだろう。しかしカレルは多少なりともドワーフを知っている。彼らは人間で言う、迂う遠えんな言い回しを嫌きらう。そして何よりも陰謀の類たぐいを嫌う。

　このときドワーフたちが見せた反応は、不可解という一点に尽つきた。カレルの言葉の意味が理解できないのだ。

「ふむ、つくづく人というのは厄やつ介かいだな。話には聞いていたが、本当に同胞を殺すのだな？　しかもそのために、他の種族から手に入れた毒を用いると？　一々そんな面めん倒どうなやり方をせねばならんのか？」

　自分たちが陰謀に荷担していると疑われているのでは──とは微み塵じんも考えていない返答だ。ただ彼らは、人間のやり方を不思議がっている。

「我ら人はドワーフほど強きよう靭じんな体を持たぬ弱い種族。それゆえに陰謀をもって他者を害することは珍しくないのです」

「そう必要以上に自分たちを卑ひ下げするのも人の悪いところだ。人間と親しかった先王でさえ、そんなことをよく言っていたぞ」

「承知しております。ですがその多様性こそが人を人たらしめているのでしょう」

「ふむ、なるほどの。まあよい、次期アレンヘム公こう爵しやくが困っているというのなら助けよう。誰だれか、フラブンゲルをここに」

　ゲンラールがそう告げると、戦士の一人がすぐさま謁見の間を出て行った。

「カレルよ、我が国に住んでいたのなら〝賢者スメルトクルースの壼・デル・ワイズン〟のことを知っておるか？」

「はい、話には聞いております。ストゥルール王国の王立錬れん金きん術じゆつ研究所であると」

　錬金術と言えば、金を作り出すための学問として人間の間でも多少は知られている。彼らドワーフは、坑道から掘ほり出された鉱石を効率よく製せい錬れんするための学問として、錬金術を長年研究してきた。その製錬技術は金だけに限らず、鉄や銀、ミスリルミトリルにも使用されている。ドワーフの作った武具の質が高く、高値で取引される理由だ。

「うむ。フラブンゲルは〝賢者の壼〟の学士長を務めておる。我らドワーフが作った毒のことならば、フラブンゲルに聞くがよい」

「ありがとうございます」

　間もなく先ほどの戦士が一人のドワーフを伴ともなって戻もどってきた。

　ドワーフには珍しく、ローブを着込んでいる。ただ、顔は他のドワーフと変わらず豊かな髭ひげで覆おおわれており、もしローブを着ていなかったらきっと他のドワーフと区別がつかなかっただろう。

「王よ、今大事な実験の最中なのですが、お呼びとうかがい参上いたしました」

　フラブンゲルは恨うらみがましく言った。相手が王であろうと本音は隠さないあたり、実にドワーフらしい。

「フラブンゲル。王の命令だぞ、黙だまって従え」

「従いましょうとも。ただ大事な実験を邪じや魔まされたのは事実ゆえ」

　ゲンラール王は渋しぶい顔を隠さなかった。

「分かった分かった、ではすぐに用件に入ろう。なんでもアレンヘム公国で我らの作った毒による暗殺の試みがあるらしい。おまえは毒ならしょっちゅう作っておるだろう。なにか知らぬか？」

「これは異なことを。人間ではありませんし、毒の研究などしたことはありませぬ」

「そんなことはなかろう。この間もゴブリンコーボルトの血を煮に詰つめて妙な毒ができたと喜んで報告に来たではないか」

「王よ、ゴブリンの血を煮詰めても毒などできません。正しくは『錆さびた鉄てつ鍋なべに腐くさったゴブリンの血と灰を入れ、鍋なべを叩たたきながら煮詰める』です。あれはミスリルの製錬技術が一気に高まる可能性がある画期的な薬やく剤ざいですぞ。飲むと死にはしますが」

　ゲンラール王は渋い顔をしたままカレルに視線を向けた。

「この有様だ。カレルよ、毒について聞きたいことがあればこやつに聞くがいい」

「は、ありがとうございます。ではフラブンゲルどの。服用するといくら呼吸しても空気が取り込めず死んでしまう毒物に心当たりはありませんか？」

「ほう、呼吸しても苦しくなる毒。酸素を取り込めなくする毒ということならば覚えがありますぞ。以前、度胸試しにと失敗した薬を口にした阿あ呆ほうがそんなことを口にしておりました。まるで陸で溺おぼれるようだったと」

（あれを飲んだのか！　それで死ななかったのか！）

　つくづくドワーフという種族は、人間とは違うのだと思い知らされる。

「間違いなくその毒です。それを人間に譲ゆずり渡したことはありませんか？」

「ふむ、ありますぞ」

（あるのか！）

　第七隊ヴォルドン隊長の言葉を思い出す。ドワーフは簡単に毒を他者に譲り渡したりしないと。

　その言葉が簡単に否定され、カレルは驚くのをなんとか堪こらえた。

「ド、ドワーフは簡単に毒を譲り渡すことを良しとしないと聞いておりましたが」

「それは間違いありませんぞ。ですが信しん頼らいのおける人物に、魔物退治のために毒を使ってみたいと言われれば融ゆう通ずうしないわけにもいきますまい」

（そうか）

　魔物はドワーフと人間共通の脅威であり、魔物退治用と言われればドワーフも手を貸さずにはいられないだろう。そして魔物と日々戦っているのはアレンヘム公国である。

「もしやその申し出をしたのは、アレンヘム公国の三武伯の一人、コステル伯のことでは……？」

「はっはっは、境界線からも遠いコステル伯が魔物に使ってみたいと毒を仕入れるのは理り屈くつが合いますまい。毒を買っていったのは、ほれ、なんと言いましたか、境界線にもっとも近い場所に領土を与あたえられた、〝鉄壁アイゼルムール〟の……」

　カレルの顔は蒼そう白はくになった。

「まさか、〝鉄壁〟ブローム伯？」

「おう、確かにそのような名でしたな」

　コステル伯ではなかったことに、カレルは一いつ瞬しゆん愕がく然ぜんとなった。だがすぐに思い直す。

　セシリアではなく自分のみを暗殺しようと試み、しかもそれが実行できる権力を持つのが三武伯であり、だからこそドワーフの王国とも関係が深いコステル伯を疑った。だが三武伯なら誰もがドワーフと繫つながりを持っても不思議ではない。

（それにしたって動機が分からない。なぜブローム伯が裏切る？　フィクトル総そう督とくが調略した可能性はある。だとしても、なぜブローム伯がその誘さそいに乗る必要がある？　まさか、黒幕はフィクトル総督ではなく、ブローム伯単独の犯行なのか？　大体、それじゃ襲しゆう撃げき者たちの正体が説明できない。あの襲撃者たちを派は遣けんできるのは、コステル伯だけだと思っていたのに……）

「どうだ、カレルよ。少しは助けになったのか？」

　声をかけてきたのはゲンラール王だった。今は考え込んでいる場合ではないことを思い出す。ここは王の御ご前ぜんなのだ。

「深く御お礼れいを申し上げます、ドワーフの王。おかげで我が公国に降りかかる陰謀の正体が分かった気がいたします。このご恩は忘れません」

　混乱しかけた頭のまま、どうにか礼を口にする。

「一大事にございます、我らが王よ！　伝でん播ぱツバメが届きました」

　そのときだった。一人のドワーフが謁えつ見けんの間に飛び込んできたのだ。

「なんだ、どこからのツバメだ？」

「ルールモントにございます」

　そのやり取りは、当然ながらカレルの気を引いた。二日前に出発したルールモントからの報せとは一体何事だろうと。

　ゲンラール王は小さく丸められた手紙に目を通すと、カレルに目を向けた。

「ううむ、カレルよ。汝なんじにとっては大変よくない報せだ」

「い、一体何事でしょうか？」

「落ち着いて聞け。セシリアがブローム伯に拉ら致ちされたそうだ」

「は？」

　普ふ段だんは冷静なカレルも、立て続けの凶きよう報ほうにさすがに頭が付いていかなかった。

　まさかこの局面でそのような報告を耳にするとは思いもよらなかった。

「セシリアが、ブローム伯に拉致された……？」

　その言葉を繰くり返すと、ようやく事態が飲み込めてくる。

　これは決して難しい状じよう況きようではない。ようするに、〝宿屋の主人〟というあだ名で呼ばれる温厚なブローム伯が、反旗を翻ひるがえしたのだ。

（俺を暗殺できる毒を用意していたブローム伯だ。つまりはそういうことだろ！）

　現実を認める。国内に裏切り者がいることは分かっていた。それがコステル伯ではなく、ブローム伯だったというだけだ。

「王よ、こうなっては是ぜ非ひもありません。私は直ちに国に戻り、婚こん約やく者を奪だつ還かんせねばなりません。酒を吞のむことなく《竜りゆうの顎あぎと》を出る無礼をお許しください」

「事情が事情だ、行くがよい。助けるのが遅おくれれば一生婚約者の尻しりに敷しかれるぞ。恐おそらくその辺り、ドワーフも人間も同じだろう」

　場をなごますための冗じよう談だんは、周りのドワーフたちを笑わせた。ドワーフの女性の気の強さと言えば有名である。

「せっかくだ、我らになにかできることはないのか？　同盟国の次期盟主が婚こん姻いん前の挨拶に来たというのに、ロクな手て土産みやげも持たさずに帰したとあっては王としての面目が立たぬ。なんなら不ふ埒らち者を討とう伐ばつするための兵を出してもよいが？」

　カレルは迷った。フライスラント軍に加えてブローム伯まで敵に回ったとあれば、《狂嗤の団》だけで対処できるか分からない。できるだけドワーフの手を借りるのは最後にしたいが、セシリアを奪うばわれ国土を奪われてはなんの意味もない。

（手は借りるべきだが、ブローム伯がなぜ裏切ったのかも分からない今、容易に出しゆつ陣じんをお願いするわけにはいかない。なら、別の名目にすれば──）

　考えを定めたカレルは、ゲンラール王を正面から見つめた。

「お言葉だけで充じゆう分ぶんです。この程度の危機、自力で乗り越こえられねば同盟相手としての資格はないでしょう。ですがそれでは王の面目が立たないということであれば、二つだけお願いが」

「その言葉を待っておったぞ。してなにをすればよい？」

「まず伝播ツバメを一いつ匹ぴきお与えください。それから私とセシリアとの結けつ婚こんを祝し、祝しゆく砲ほうをあげるべく準備して頂きたいのです。それもなるべく派手なものを」
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　その後、カレルたちは急ぎストゥルール王国を出た。

「一いつ泊ぱくぐらいしていけばよかったものを。隣りん国ごくの新たな盟友だ、王とてさぞもてなしをしたかったであろうに」

　久々に里帰りしたという形であるドルダンなどは、たった半日の滞たい在ざいとなったことが非常に口くち惜おしいようだ。

「事情が事情よ、今回は諦あきらめなさい」

　そう諭さとすミーリエルは、いささかほっとしたことだろう。

　ドワーフの主食は、シナーリー山脈やその周辺でも飼育・栽さい培ばいが可能な山羊やぎ、豆類だ。他にも豆を坑こう道どうの中で発芽させたタウゲーという野菜、同じく坑道の中で栽培が可能なキノコなどを食用としている。

　また、ドワーフが人間やフェルトフォルクとの交易を重視する最大の理由は、食生活のためである。香こう辛しん料りように牛や豚ぶた、羊、穀物、野菜、そして酒。いずれもドワーフが大いに好むもので、今の彼らの食生活は人間のそれに近い。

　ただ彼らの伝統的な食材に、坑道の中で育てたネズミというものがある。これがどうも臭くさみがあり、小骨が多くて食べにくく、ミーリエルはもちろんカレルも苦手だった。しかもそのネズミというのがドワーフたちの排はい泄せつ物によって育てられているのだ。もちろん人間の間でも豚に排泄物を与えて育てることは普ふ通つうだし、家か畜ちくの餌えさや作物の肥料で好き嫌きらいをしていては飢うえ死にしかねない。だが現実問題としてドワーフの排泄物で育てられたネズミを食べたいかと言われると、積極的に肯こう定ていはしかねる。

「それにしても、まさか三武伯の一角が裏切ってセシリアを拉致するとはね。カレル、これからどうするの？　今からルールモントへ戻もどっても仕方なくない？」

　ミーリエルの指し摘てきはもっともだった。すでにセシリアは拉致されたのだ。ルールモントへ戻っても、なにが起こったのか調べることぐらいしかできない。

　それに、ブローム伯が本当に裏切ったのだとして、その裏切りの規模を早急に突つき止める必要があった。たとえば裏切りの黒幕としてフィクトル総督がいるのか。あるいはブローム伯個人の思いつきでの裏切りなのか、それともブローム伯はく爵しやく家全体の裏切りなのか。

　特にブローム伯の居城、フェンロー城じよう塞さいは常つね日ひ頃ごろから多くの《狂嗤の団》の傭よう兵へいたちが駐ちゆう留りゆうしているはずなのだ。その状況で反旗を翻ひるがえすことが可能とも思えない。もしブローム伯個人の裏切りということであれば、一人の貴族を拘こう束そくするだけで話は済むのだ。

「仕方ない、まずブローム伯爵領へ潜せん入にゆうして情報を得るしかないな。それからもらった伝播ツバメを使って今の内に《狂嗤の団》を移動させる。必要なら早期に事態を収拾するため、一気に制圧することになる」

「皆みな殺ごろしにしたいなら、俺の部下を呼んでおくんだな」

　コルネリウスが珍めずらしく発言した。護衛として共に旅をしてきて数日だが、彼と会話したのは襲撃者との戦せん闘とう以来である。

　ただ彼の提案はもっともだった。コルネリウス率いる切り込み隊をうまく使えば、ブローム伯と全面戦争になる前に事態を解決できるかもしれない。

「では団長よ、どの道でブローム伯爵領へ向かうのだ？　街道を通るならコステル伯爵領を通過することになるが……」

「ああ、今は時間が惜おしいしコステル伯の様子も探りたい。コステル伯爵領を通ってブローム伯爵領へ向かうとしよう」

　ブローム伯がセシリアを拉致したとの一報に触ふれても、まだカレルはコステル伯の疑いを晴らしたわけではなかった。道中で待ち伏ぶせていた襲撃者は、やはりコステル伯の手の者ではないかという疑ぎ惑わくが払ふつ拭しよくできなかったためである。

（俺がルールモントから出てわずか一日のうちに襲撃者を派遣できるのは、距きよ離りを考えてもコステル伯だけだ）

　こうしてカレルたちは急ぎ次の行動に出た。

　まず《竜の顎》を出たところで、ドワーフの王から譲り受けた伝播ツバメを放つ。《狂嗤の団》に移動を命じるためだ。伝播ツバメは帰巣本能に秀ひいでており、五芒国のどこから放しても巣を作った場所に帰き還かんできる。

　しかもその速度は非常に速く、風向きなどの条件次第では五〇ウールハーンス（約二七八キロメートル）以上の距離を飛ぶのに半日とかからない。特定の場所にしか送れないという欠点はあるが、情報伝達手段としてこれほど便利なものはなかった。その後カレルたちは、ひとまずはコステル伯爵領へ向かうのだった。

（無事でいてくれよ、セシリア）

　状況的に《アレンヘハイルグ・フアムの聖女ン・アレンヘム》に危害を加える者がいるとは思えない。だが、自分とセシリアを引き離そうと企たくらむ者がいる可能性は高いのだ。

（セシリアは俺の妻なんだ、誰だれにも手出しさせるか！）
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　カレルとミーリエル、コルネリウスとドルダンら四人はコステル伯はく爵しやく領に入った。

　この領地は、伯爵の居城であるネールデン城とその城下町を中心に栄え、そこから放射状に広がる農村から成り立つ典型的な貴族領である。決して広い領地ではなかったが、首都ルールモントとドワーフの国ストウルール王国を繫つなぐ交易路の途と上じようにあるため人の出入りは多く、また交易を維い持じするため道は整備されており、治安もいい。そのため必然的に旅籠はたご屋などの商売が繁はん盛じようし、多くの財貨がもたらされていた。

　治安の良さは現在も変わっていないようで、ストゥルール王国を出てからここまでの旅は非常に順調だった。

「カレル、今日はネールデンで宿を取るの？」

　ミーリエルの問いかけに対するカレルの返答は歯切れが悪かった。

「できればそうしたいんだが……」

　野宿は体力を消しよう耗もうする。この四人は野宿に慣れているとはいえ、今後のことを考えれば休めるうちに休んでおきたいところだった。それにブローム伯はくがセシリアを拉ら致ちしたというのであれば、コステル伯に協力を求めることが不可欠だった。

（一番恐おそれるべき事態は、ブローム伯がフライスラントにセシリアを売りつけることだ）

　フィクトル総督スタツトハウダーはセシリアの身み柄がらを確保できると分かれば、金に糸目などつけないだろう。もしセシリアの身柄がフライスラントに移送されてしまったら、もはや手も足も出ない。

　位置的にもブローム伯爵領はここから北側にある。もしブローム伯が最短経路でフライレヘレンデ・パスランルタイ・フアント自治領・フライスラントにセシリアを移送しようとすれば、必然的にこのコステル伯爵領を通る。コステル伯に協力を要よう請せいするのは当然で、もはや立場がどうだの、公こう爵しやくになる前から借りを作りたくないなどと考えている場合ではない。

（だが、どうも嫌いやな予感が消えない）

　コステル伯の助力を求めることにはどうしても抵てい抗こうがあった。コステル伯は裏切ったのではないかと一度は疑ぎ惑わくを抱いだいた人物だ。彼はドワーフドウエルグと親しく毒を手に入れることもできたはずだし、それにコステル伯爵領は、戦略的にフィクトル総督がもっとも欲しがる位置にある。調略の対象となっていることは間違いない。

　なによりも疑わしいのは襲しゆう撃げき者の一件だ。カレルが首都ルールモントを出た直後に人を雇やとって襲撃するのは簡単ではない。もしそれができるとすれば、あの襲撃があった場所からもっとも近い場所に領地を構えるコステル伯ぐらいのものだろう。

（いや、もしブローム伯に続いてコステル伯にまで裏切られれば、もはや実働三〇〇〇の《狂嗤バルダー・の団ブリガーデ》の手に負える事態じゃなくなる。ここは腹を割ってコステル伯を信じ、助力を求めるしかない）

　一度はそう決心したカレルであった。

　だがネールデン城の城下町に近づくに連れ、カレルは再び自分の決断に疑問を持ち始めることとなる。

（なんだ？　人の出入りがやけに多いな）

　街道には荷馬車を伴ともなった商人や、作物を届けようとしている農民たちの姿があった。それは決して珍めずらしくはない光景だが、今は乾草月ホーイマーント（七月）だ。税を納めるにしても時期が違ちがう。コステル伯はこんな時期に追加の税を強しいるような暴君でもないと聞いている。

　カレルの脳裏に、師であるホルサの言葉がよみがえった。

『いいかいカレル。領主が急に物資を集め始たら離はなれる方がいい』

『どうして？』

『破産寸前か、揉もめ事の寸前だからだよ。考えれば分かるだろう？　食しよく糧りようみたいなみんなが必要とする物資は、一いつ箇か所に集積すればするほど扱あつかい辛づらくなる。それでも物資が一箇所に集中することの意味は？　さあカレル、答えて』

『……領主の経済感覚が消失した？』

『子供らしい答えじゃないなあ、まあ正解の一つだけど。あとは領主の気が触ふれたか、揉め事の前まえ触ぶれか、いずれにせよ身を守る術すべに欠ける僕たち遍歴商人マルスクラームルが近づくべきじゃないってことだよ』

　ネールデン城の城下町が、まさにその状じよう況きようにあった。

（いや、今はフライスラントとの戦争の最中だ。おまけにブローム伯の裏切りが伝わっていたとしたら、コステル伯が物資を集めて危機に備えるのは当然のはずだ）

　コステル伯爵領はアレンヘルトフドムヘム公国・アレンヘム防衛の要かなめとも言える場所だ。その領主に備えがあることは歓かん迎げいすべきだった。ただ、どうも胸むな騒さわぎが止まらない。

（コステル伯が戦争に備えてることが、なぜこうも気になる？）

　その答えを解き明かすのは、本来であれば困難だっただろう。なにしろ判断がくだせるほど情報が集まっていない。それに現在のカレルは極めて危険な立場に置かれていた。アレンヘム公国という巨きよ大だいな国を背負わされ、フライスラント自治領という強大な敵と事を構え、さらにはブローム伯の裏切り、おまけに待っている未来は毒殺か処しよ刑けい台での断頭という有様である。まさかコステル伯まで裏切るまい、まさか今より状況は悪化すまいと、考えが偏かたよりがちになるのも無理からぬことだった。

　だがカレルの運命は過か酷こくだったかもしれないが、カレルにその重責を担わせる代わり、全力で味方をするという者もいた。それも、とびきり目め端はしの利く味方が。

「ねえ、カレル。あそこにいるのってホルサじゃない？」

　最初、その存在に気付いたのは視力のいいミーリエルある。

「やあカレル。会えてよかったよ」

　城下町に続く道の途と中ちゆうで荷馬車を止めていたのは、間ま違ちがいなくフェルトフォルクの師ホルサだった。

「師し匠しよう!?　なぜここに!?」

「いや、ストゥルール王国から帰ってくるならここを通ると思って待ってたんだ。すれ違いにならなくてよかったよ」

「なにか緊きん急きゆうの用件か？　セシリアが拉致されたことは聞いたが」

「セシリアが拉致されたのは僕も最近聞いたことでね、まだ詳しよう細さいはよく分かってない。ただ伝えたいのは別件でね。コステル伯が反乱の準備をしてる、ネールデンには立ち入らない方がいい」

　あまりに何気なくホルサが言ったので、カレルはわずかに理解が遅おくれた。

「師匠、今なんて言った？」

「コステル伯が反乱の準備をしてるって言ったんだ。ブローム伯に続いて二人目の反乱ってことになるね」

「なんでそんなことが分かった!?」

「ネールデン城にやたらと物資が集められてるのは気付いただろう？」

「ああ。でも今は戦争中だし、ブローム伯が裏切ったって報告が届いたなら、物資を集めて備えるのは当然だろう」

「うん、その通りだ。でも見かけちゃってさ。ネールデン城の中に、フライスラントの奴ど隷れい兵がいるのを」

　心臓が止まるかと思った。

「じょ、冗じよう談だんだと言ってくれ」

「僕もそう言いたいね。でも石炭の煤すすで汚よごれた服を着てる兵士の姿は、一人や二人じゃなかったよ？」

　もはや確定的だった。

「信じられない……！　本当にコステル伯まで裏切ったってのか!?」

「団長よ、なぜ石炭で汚れてるからといってフライスラントの兵だと分かるのだ？」

　ドルダンの疑問はもっともだった。

「フライスラントの奴隷は、薪まきの代わりに質の悪い石炭を使うんだ。だからその服は砂すな埃ぼこりじゃあり得ないような黒ずみ方をする」

　かつてホルサと共に五フアイフ芒ステル・国ランデンを旅したことのあるカレルは、そのことをよく知っていた。

「どうやら俺の出番というわけか」

　話に割って入ってきたのは、今日も今までずっと黙だまっていたコルネリウス切り込み隊長だった。

「団長、命令しろ。コステル伯の首を取ってこいとな。それで事は済む」

「ま、待ってくれ。ネールデン城は堅けん城じようだ、いくら切り込み隊長でも城に籠こもった相手ではどうしようもないだろう？」

「む」

　さすがの歴代ウエールガロゼ最強・クライガーも、今回ばかりはその状況を認めざるを得ないようだった。

「考えるのはおまえの仕事だ、なら敵を城から追い出す方法を考えろ」

「簡単に言ってくれるな……。とにかく、状況は分かった。幸い、俺たちがここにいることは知られていないはずだ。ネールデン城の城下町に入って状況を探ろう。コステル伯の裏切りが本当だとして、どれだけの兵を集めてるかだけでも知っておきたい」

「なら僕に付いてくるといい。城下町への出入りは制限されてるみたいだけど、遍歴商人の護衛って建前なら多分入れるよ」
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　城じよう壁へきに囲まれたネールデン城の城下町は、城じよう塞さい都市と言っても過言ではない。頑がん丈じような城門をくぐるだけで、コステル伯爵家が一九八年に亘わたって国境と交易路を守ることができた理由がよく分かる。

　そしてホルサの情報が正しいこともまた、カレルにはすぐ理解できた。城下町周辺の人の出入りは多かったが、その動きは城門の周辺で途と絶だえていた。食糧を運んできた領民の多くは、門の外で引き渡わたしを余よ儀ぎなくされていたのだ。必要以上に人を城内に入れないことも、籠ろう城じよう戦には必ひつ須すの備えである。

「確かに物々しい雰ふん囲い気きだの」

　ドルダンがひりついた空気の存在を指摘する。

　原因はすぐ分かった。武装した兵士の姿が町の至る所に見られたからだ。

　城下町にこれだけ兵士がたむろしているのだから、ネールデン城内にはもっと多くの兵士が詰つめているのだろう。どうやら兵士が領民に横おう柄へいな態度を取っているという雰囲気ではないが、兵士と揉め事になっては面めん倒どうだという認識はすべての人々が共有しているのだろう。人の多さとは対照的に、街は静か過ぎた。

　そして、まさにホルサが指摘した通りの兵士を何度も見かけることとなる。

（間違いない。フライスラントの奴隷兵だ……）

　装備だけは他のコステル伯の私兵と同じ、革かわ鎧よろいに槍やりといった武装をしている。だが武具は同じにできても、革鎧の下に着る服までは統一できなかったのだろう。石炭で黒く煤けた麻あさの服を着ている兵士が何人もいた。

　信じられない光景だ。敵国の兵士が、自国の重要拠きよ点てんに入り込んでいるのだから。

（フライスラント軍が動けばすぐ分かるよう国境の見張りは強化しておいた。大体、こうも大手を振ふって城下町を歩けるはずもない。つまり……コステル伯が裏切って自ら敵兵を招き入れたってことだ）

　他に解かい釈しやくのしようがなかった。

「あんまりウロ付かない方がよさそうだけど……どうするの、これから？」

　ミーリエルが問いかける。

「分からない……。とにかくここまで来たんだ、城の様子も探りにいこう」

　カレルは目眩めまいさえ感じ始めていた。三ドリー・ク武ライフスグ伯ラーヴエンのうち二人が裏切り、一人はセシリアを拉ら致ち、もう一人は自領に敵国の兵を招き入れているという有様だ。もう《狂嗤の団》に対処できる事態ではない。しかも、コステル伯とフィクトル総そう督とくは間違いなくすでに手を結んでいる。もしブローム伯もまたフィクトル総督と通じているとすれば、セシリアをフライスラントに移送されることを防ぐ術もないのではないか。

（いざとなったら、エレオノーラ王姉との交こう換かんを打だ診しんするしかないのか……？　セシリア……。こんなことになるなら、おまえの傍そばを離れるべきじゃなかったのか……？）

　どこで道を間違えたのか分からない。自分の暗殺を目もく論ろむ裏切り者を捜さがすため、さらに誼よしみを通じるためということでドワーフの王国を訪れたことが間違っていたとは思えない。

　だが、敵は──老練な策さく謀ぼう家であるフィクトル総督は、さらに先を行っていたのだ。

「このガキ！　てめえか、俺のパンを食いやがったのは！」

　そんな大声が聞こえたのは、大通りを歩いているときのことだった。

　見れば五人ほどの兵士が、一人の小さな少女を取り囲んでいる。どうやらフライスラントの奴隷兵ではなく、コステル伯の私兵のようだ。

　少女は一〇歳にも満たないだろう。薄うす汚よごれたその格好からするとどうやら孤こ児じのようだ。察するに兵士の食糧を勝手に食べてしまったのだろう。

「ご、ごめんなさい！　わたしお腹なかが空すいてて……」

「知るか、そんなこと！」

　少女は兵士に胸ぐらを摑つかまれ、恐きよう怖ふで顔をしわくちゃにして泣いていた。

　こんな状況だ、兵士と揉め事は起こしたくないようで、誰だれも止めようとしない。もっとも、例外はいた。それもカレルのすぐ隣となりに。

「なにあれ、胸むな糞くそ悪わるいわね」

（放ってはおけないか……）

　ミーリエルはこういう事態を見過ごせない性格をしている。放っておけば彼女が矢を撃うって大事になりかねない。

　それに、目の前で暴行を受けている子供を見捨てたなどと知られれば、セシリアに会わす顔もない。幸い、こちらにはドルダンやコルネリウスもいる。兵士の数人相手に負けるとは思えない。ただ問題は、ここが敵地ということだ。

「言っとくけどカレル、揉め事になるんだったら僕は逃にげるよ？」

「分かってる。師匠はその方がいい」

　遍へん歴れき商人としては適切な判断である。ホルサは悪びれもせず、馬車を走らせて行ってしまった。

　だが、ここで事態はまったく思わぬ方向へ進むこととなる。

「あ、まずいぞ団長」

　そう呟つぶやいたのはドルダンだった。一体何のことだと問い返そうとしたそのとき、

「おら！　吐はき出せよ、俺の昼飯を！」

　兵士が胸ぐらを摑んでいた少女の腹を殴なぐろうとしたのだ。ドルダンが言った通り、まずいと思った。助けが遅おそくなった自分を呪のろった。

　だがドルダンが指摘した「まずい」状じよう況きようとは、別の事態だった。

　兵士の拳こぶしが、恐怖に歪ゆがむ少女の腹に当たるその寸前。

　風のように素早く──それこそミーリエルが矢を放つよりも素早く駆かけ寄ったコルネリウスが、流星のごとき綺き麗れいな跳とび蹴げりを兵士に浴びせて吹ふっ飛ばし、空中で少女を奪うばい取ると何事もなかったように地面に立たせたのだ。

「は？」

　カレルは思わず自分の目を疑った。今目の前で起きたことが把は握あくできない。

（あの切り込み隊長が？　跳び蹴りをかまして女の子を守った？）

　それは、見み間ま違ちがいではなかった。

「ガキ一人に寄ってたかって面白そうなことしてるな。俺も混ぜろよ」

　コルネリウスは呆あつ気けに取られる兵士たち五人を相手に、堂々と啖たん呵かを切っていた。

「い、意外ね。子供を助けるような性格だったっけ、あいつ？」

　ミーリエルの呟きには全面的に同意したいところだった。

「やれやれ、本当にこうなるとはの。以前、おぬしらに『切り込み隊長には弱点がある』という話をしただろう？」

「そ、そういえばそんな話を聞いたが。それがこの状況と何か関係があるのか？」

「ああ、ある。ウワサで聞いたのだがな、どうも切り込み隊長は子供に弱いらしいのだ」

「はああああ!?」

　おとぎ話に出てくる怪かい物ぶつではないのだから、都合のいい弱点などあるわけがないとは思っていた。だがまさかそう来るとは思いもしなかった。

「冗談だろ!?　切り込み隊長は『必要なら領民なんて見捨てろ』とか言う奴やつだぜ!?」

「うむ、確かによくそんなことを口にするな。実際、敵に回ったとなれば農民だろうがなんだろうが容よう赦しやなく斬きり殺すのがあの男だ。が、それはそれとして子供には弱いのだ」

「本当かよ……」

　と、そのときだった。

「てめえ、よくもやりやがったな！」

　と五人の兵士たちが剣けんを抜ぬき、槍を構えてコルネリウスと少女を囲み始めたのだ。

「まずい、俺も行かないと！」

「なにを言うておるのだ団長よ。あの男に加勢などいるものか」

「違ちがう、そうじゃない！」

　カレルが懸け念ねんしているのは、コルネリウスが負けることなどではなかった。

「コルネリウス、止めはしないが殺すのはやめてくれ！　これ以上の揉もめ事はまずい！」

　ここで刃にん傷じよう沙ざ汰たになれば身分を隠かくすどころではない。

「ふん、まあどっちでもいい」

　コルネリウスは拳を保護するため、どこからか取り出した布を巻き付けた。

　それを見てカレルは瞠どう目もくした。殺すなとは言ったが、剣を使うなと言ったわけではないのだ。武器を持った五人の兵士を相手に、素手で戦うのは歴代最強と言えど厳しいのではないか。万が一、ここでコルネリウスが負傷でもしたらその損害は計り知れない。

「やっちまえ！」

　が、カレルの懸念は杞き憂ゆうだった。

　コルネリウスの戦いは何度も目にしたことがあるし、自分の身で経験したこともある。

　人間が一つの行動を取る間に、コルネリウスは三つも四つも行動を取る。剣でコルネリウスに斬りかかろうものなら、まず剣で受け流され、そのまま反はん撃げきの嵐あらしが来る。

　素手であろうともそれは変わらなかった。男たちが振るう剣も槍もコルネリウスにかすりもしない。それどころか相手の腕うでをかいくぐったコルネリウスは、脇わき腹ばらやみぞおち、首など、およそ急所ともいうべき場所に拳の連打を叩たたき込こんでいた。そして痛みを堪こらえきれず相手の頭が下がると、すかさず顎あごの下に綺麗な拳を突つき上げる。

「な、なんだこいつ！」

「後ろに回れ、押さえ込め！」

　兵士たちはコルネリウスを手て強ごわいと見るや戦法を変えた。人数の利を活いかしてコルネリウスの横や背後に回りこもうとする。

　だがコルネリウスは二〇〇年以上に亘って魔物グルエルと死し闘とうを繰くり広げてきた《狂嗤の団》において、歴代最強を謳うたわれる傭兵フールリングである。コルネリウスは背後を取られるよりも先に目の前の兵士を叩きのめし、最後まで包囲されることもなかった。

（トロールトロル二匹ひきを笑いながら殺す男だもんな……）

　気がついたときには五人の兵士は残らず地面に転がっていた。

　その手際に感心している時間はない。さすがに騒さわぎになりつつあったのだ。

「コルネリウス、とりあえず逃げるぞ。揉め事だけは避さけたい」
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　カレルたちは少女の手を引いて路地裏へ駆け込んだ。幸い、コルネリウスがあっという間に片を付けてくれたためか、ここまで騒ぎが波は及きゆうしている様子はなかった。

「あの……ありがとう……」

　少女がコルネリウスに礼の言葉を口にした。

　もっとも、コルネリウスの返答は素っ気ないものだった。

「おまえを助けたわけじゃねえ。喧けん嘩かがしたかっただけだ」

（いやどう見ても助けてただろ！　誰よりも真っ先に駆け寄ってたぞ!?）

　その内心の呟きは口には出せなかった。コルネリウスがやったことは正しいことである。非難する理由はない。

　しかしコルネリウスのような無表情な男にそんな乱暴な言こと葉ば遣づかいをされれば、子供は怯おびえるに決まっている。少女の顔に再び涙なみだがにじみそうになった。

　コルネリウスは面めん倒どう臭くさそうに髪かみをかきむしった。

「ちっ。おいドルダン、飯でも食わせてやれ。瘦やせすぎだろう、そのガキ」

「うむ、待っておれ。団長、ちと行ってくる」

「あ、ああ」

　ドワーフに使い走りなどさせられるものではない。だがコルネリウスには逆らえないのか、ドルダンは表通りの屋台から肉の刺ささった焼やき串ぐしを買ってくる。

　それを見て激げつ昂こうしたのはコルネリウスだった。

「馬ば鹿かか！　空腹のガキに肉なんていきなり食わすな、パンとかスープとかあるだろう！　ドワーフの胃い袋ぶくろと一いつ緒しよにするんじゃねえ」

「安心せい、パンも買ってきたわ。この肉串はわしのだ」

　あまりの展開に頭がついていかないカレルだったが、ふとあることに気付く。ドルダンからもらったパンに嬉うれしそうにかぶりつく少女の服装が、黒く汚よごれていたことに。

「その汚れ……。ひょっとしてフライスラントから来たのか？」

　少女は驚おどろいたように身をすくめた。その反応がカレルの指し摘てきの正しさを物語っている。

「なるほど、例の石炭汚れか」肉串にかぶりつきながら、ドルダンが指摘する。「となるとおぬし、逃とう亡ぼう奴ど隷れいか？　なに、言いよどむ必要はないぞ。ここにいるのは間もなくアレンヘム公こう爵しやくとなる男だからな。逃亡奴隷と聞けば喜んで土地を与あたえるだろうよ」

（なんでそれ言うんだよ!?）

　カレルはドルダンを思わず睨にらんだが、後の祭りであった。

　こうなると今いま更さら発言を訂てい正せいしても意味がないし、それどころか逆に「このような小さな子供が敵の間かん諜ちようだとでも思うのか」「こんな子供にウソをついてどうする」と非難されるだろう。ドワーフに隠し事をしろと言う方が無理な話なのだ。

　だがドルダンの失言は思わぬ効果を呼んだ。アレンヘム公爵という名を聞いた少女は、一度目を白黒させた後、文字通りすがるようにカレルの足にしがみついたのだ。たとえカレルが次期公爵という話がウソであったとしても、それにすがるしかないと言うかのように。

「お願いです、公爵さま！　お父さんを、お父さんを助けてください！」




　カレルは後に述じゆつ懐かいすることになる。結けつ婚こん式で毒殺される夢を見てから三武ぶ伯はく二人の裏切りが発覚する現在に至るまで、たった一つだけ幸運とも言える出来事があるとすれば、それはこの少女との出会いだったと。

　だがそれはカレルの視点であり、少女の側からすれば、愛する父とまた暮らしたいという思いが結実した結果に過ぎなかった。
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　その後カレルたちは、少女から詳くわしい事情を聞いた。

　少女は名をヴィルと言った。ヴィルはフライスラント自治領のヘンゲローという街に住む奴ど隷れいで、父と二人で暮らしていたという。だが四日ほど前、父を含ふくむ多くの奴隷が突とつ然ぜん集められ、兵士としてアレンヘム公国に送られることになった。たった一人の家族である父と離はなれ離ばなれになりたくなかったヴィルは、意を決してそれに付いていったという。だが途と中ちゆうではぐれてしまい、やむなく一人でこの町まで来たというのだ。

「ちょ、ちょっと待ってくれ、信じられない。そもそもどうやってヘンゲローの街を出られたんだ？　奴隷の逃亡は警けい戒かいされているはずだ」

「外がい壁へきを修理中のところがあるの。大きな大人は通れないけど……」

　興味深い情報だった。もしヘンゲローの街を攻せめることがあったら覚えておこうと心に刻む。

「それにしても、ヘンゲローの街からここまで歩いて来たのか？　大人の足でも二日はかかる距きよ離りだぞ？」

　このネールデン城からヘンゲローの街までは、直線距離でおよそ六ウールハーンス（約三三キロメートル）はある。荷を持たないフェルトフォルクなら一日で軽々と踏とう破はできるだろうが、普ふ通つうなら国境近くにある旅籠はたご屋で一いつ泊ぱくする距離だ。

「商人の荷馬車にコッソリ入ったの……」

「なるほど。まあそれしかないか」

　必要な量の食しよく糧りようを持ち運べるとは思えない少女が国境を越こえてここまで辿たどり着くには、その方法しかなかっただろう。今は戦争中であり、ヘンゲローの街とこのネールデンの間の交易はほとんど行われていない。だがホルサのようなフェルトフォルクの遍へん歴れき商人だけは別であり、彼らなら子供が一人馬車にコッソリ乗っても甘んじて見過ごすかもしれない。「子供は将来の優良な客になるかもしれないしね」などとホルサなら言うだろう。

「それにしても気になるな。ヴィル、教えてくれ。お父さんたちは四日前、突然夜に呼び出されんだったな？」

「うん、兵士にされるんだって……」

「ヘンゲローじゃそういうことはよくあるのか？」

「一ひと月つきぐらい前にも同じことがあったよ。そのときは夜じゃなくてお昼だったけど」

「むう。このような小さい子から父を切り離すとはなんたる外道」

　ドルダンの憤ふん慨がいはもっともだったが、今のカレルが注意を向けることは他にあった。

　一月前と言えば、フライスラント軍の侵しん攻こうがあった頃ころだ。あのとき、ヘンゲローにも五〇〇〇からなる別働隊が待機していたとは聞いていた。一度は出しゆつ撃げきしたものの、アンデール夜や襲しゆう戦でフライスラント軍が大敗し、エレオノーラ王姉を奪うばわれたために撤てつ退たいしたことはカレルも調べ上げていた。

　それから一月の間、エレオノーラ王姉のおかげかフライスラント軍に大きな動きはなかった。少女の話はそれを裏付けているが、四日前にフライスラント軍は再び動き出していたということになる。それもこっそりとだ。

「なあ、ヴィル。お父さんを追いかけてきたんだろう？　お父さんたちが向かったのは本当にこの城下町だったのか？」

「途中で見失っちゃったから分からないの……。でも、それまでこの町に向かってたのは間ま違ちがいないと思うよ」

（間違いない。実際、この城下町にフライスラント兵が入ってるんだからな）

　恐おそらくこの町のどこかに、ヴィルの父親もいるのだろう。

（フィクトル総そう督とくは、コステル伯と手を結んだ上で、密かにこの町に兵を侵しん入にゆうさせていたということか）

　ただ軍勢が侵入してきたのなら、国境周辺に配置している斥せつ候こうが気付く。気付けなかったのは、恐らく間道を使ったからだ。だからこそヴィルも父親を見失ったのだろう。広い国境すべてを監かん視しすることはできない。街道ではなく森の中にある間道を使われれば侵入は不可能ではない。

　だがそれは獣けもの道みち同然であり、馬車も通れず軍隊の移動には使えない。つまり補給ができず、兵士たちは必要な食糧を背負って踏破せざるを得ない。侵入した先に補給のできる拠きよ点てんがあるならともかく、それがなければ死にに行くようなものだ。戦時である今、補給部隊だけを先行させてどこかに待機させるという手が使えるとも思えない。

　そして、ヘンゲローの街を出た兵士たちが手持ちの食糧だけで到とう達たつできそうなアレンヘム公国内の拠点と言えば、やはりこのコステル伯はく爵しやく領しかない。

（そうか。これでフィクトル総督は、エレオノーラ王姉の存在を無視できるし、俺たちが準備してきた焦しよう土ど作さく戦せんにも対たい抗こうできるのか……！）

　カレルは、妊にん娠しんしたとウワサされているエレオノーラ王姉の身み柄がらを確保している。フライスラント自治領がその事実を無視して軍勢を侵入させれば、フーデルフーデルス・コス王国ーニングライクが敵に回りかねない。

　だがコステル伯爵領は独立した貴族領だ。コステル伯がアレンヘム公国を裏切り、独自の判断でフライスラント軍を招き入れたとあれば、王家に対する言い分は一応立つ。今回の侵攻はアレンヘムへの侵しん略りやくを企き図としたものではなく、エレオノーラ王姉の身柄とは一切関係なく、あくまで一貴族の要よう請せいに応じたに過ぎない──と。

　また、カレルはフライスラント軍への切り札として、一種の焦土作戦の準備をしていた。だがそれは極めて多くの入念な準備を必要とする大作戦である。それが察知できないフィクトル総督とは思えない。そして焦土作戦へのもっとも有効な対策は、敵地に拠点を確保することである。

　だからフィクトル総督は、間道を通って密かにこのコステル伯爵領に兵士を送り、拠点を確保したのだ。恐らく、ヴィルの父ら先さき駆がけとして密かに潜せん入にゆうした援えん軍ぐんは大した数ではない。大軍を密かに送り込むことはできないからだ。だが城しろ攻ぜめには三倍から五倍の兵力が必要とされる。ただでさえ堅けん城じようを謳うたわれるネールデン城だ、五〇〇人か一〇〇〇人かの兵が増やされただけで、実働三〇〇〇の《狂嗤の団》はもはや手出しできなくなる。

「どうするのだ、団長。幸い、《狂嗤の団》は近くに呼び寄せておいたのだろう？　こうなったら合流した方がいいのではないか？」

　ドルダンの提案は妥だ当とうだった。ストゥルール王国で伝播ツバメラストズワルーを借り、《狂嗤の団》には移動を命じてある。馬を走らせれば一日で合流できるだろう。

「いや、その前にやっておくことがある。コソコソするのはやめだ、コステル伯に会いに行こう。残念だが伯爵の裏切りは確定的だ。もし可能なら……今、殺しておきたい」

　三武伯のうち、二人が裏切った上にフィクトル総督と通じているとなれば、勝ちの目は薄うすい。だがコステル伯を殺すことができれば、反乱を未然に防いで情勢を変えられる可能性がある。

　こちらは四人しかいない。だがコルネリウスの神速のごとき細剣レイピア、あるいはミーリエルの弓があれば、暗殺できる可能性はある。

　もっとも、ノコノコ顔を出せば、コステル伯は喜んで捕とらえに来るかもしれない。それはフライスラントで首を刎はねられるという悪夢に繫つながる。だがネールデン城の城下町に忍しのび込める機会などもうないだろう。暗殺するなら今しかない。

（セシリアが見せてくれた未来がいよいよ現実味を帯びてきたな……。だが備えさえできていれば、未来は回かい避ひできるはずだ……！）
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　この頃ころ。

　カレルが知る由よしもなかったが、婚こん約やく者たるセシリアはすぐ近くまで来ていた。

　ただし、そのことにはセシリアも気付いていなかった。彼女は内装だけは立派だがほとんど外が見えない馬車の中に軟なん禁きんされていたためである。

（もう二日も馬車の中……。ブローム伯は一体どこへ連れて行こうというの？）

　馬車というのは決して乗り心地のいい乗り物ではない。たとえ石いし畳だたみで整備されている街道であってもゴトゴトと揺ゆれる。二日近く事情も分からないまま馬車に揺られていたセシリアは、すっかり憔しよう悴すいしていた。

（それにしても、まさかブローム伯が裏切り者だったなんて……）

　悔くやんでも悔やみきれない。ブローム伯は足を折って静養中とのことだった。だが実際に見み舞まいに出向いたところ、彼の足には怪け我が一つなく、それどころか彼の私兵に連行されてしまったのだ。

　護衛として腕うでの立つブレームスを連れてはいたが、ブローム伯に「内密でお話したいことが」と人ひと払ばらいを要請されては断るわけにもいかなかったのだ。

「カレル……。ごめんなさい……」

　心配なのは自分の身ではなく、カレルだった。彼から聞いた、フライスラント軍に捕つかまり処しよ刑けいされたという未来のことが思い浮うかぶ。

　もしブローム伯が自分を人質にカレルを捕ほ縛ばくするよう公国全土にお触ふれを出したらどうなるか。あるいはカレルに出頭を呼びかけたら？

（出て行ってしまうかもしれないわ。カレルのことだから……）

　カレルは見た目だけならやや無愛想かもしれない。だがその実、考えの深い人で、なによりも多くを救おうとしている人物だということを、セシリアは知っていた。それこそ、自分の夫となることを認めるほどに。もし自分の代わりにカレルが処刑台に送られるようなことがあったら──と想像するだけでも恐ろしかった。

　そのときだった。馬車の戸がわずかに開けられ、セシリアを拉ら致ちした当人──ブローム伯はくがでっぷりとした顔を覗のぞかせたのだ。

「セシリアさま、狭せまい馬車でご迷めい惑わくをおかけいたしました。間もなく目的地に到とう着ちやくいたします」

　久しぶりの陽光が馬車の中に差し込む。セシリアは目を細めながらも、短く深呼吸して公こう爵しやくの娘むすめとしての気き丈じようさを取り戻もどした。裏切り者の前で弱気なところなど絶対に見せたくはなかった。

「目的地ってどこかしら？　フライスラントに着くには早過ぎると思うけど」

「違ちがいます。勘かん違ちがいしないでいただきたいのですが、大恩ある公爵家のご息女をフィクトル総督に売りつけたりはいたしません。向かっているのはコステル伯爵領です」

　その言葉の意味を、セシリアは重く受け止めた。

「どういうこと？　まさか……コステル伯も？」

「その通りです。彼も共にこの国の行く末を憂うれう同志。セシリアさまにはカレルではなくコステル伯と結けつ婚こんしていただきます」

　セシリアは思わず言葉を失った。

「い、一体どういうこと？　なぜコステル伯とわたしが……？」

「お分かりのはずです。次期公爵などと言われているカレルという男は、結婚前にエレオノーラ王姉とよからぬウワサを立てるような人物。彼に公爵の地位を与あたえることは三武伯の一人として許容できません」

「待って、違うわ。王姉殿でん下かを妊娠させたという情報は、フライスラントの侵攻を抑おさえるための偽にせの情報なの」

「ははは、なるほど、そうでしたか。いえ、あまりに都合がいい話なのでそうではないかと思っていました。ですが同じこと。カレルなどという馬の骨などと結婚されては公爵家の威い厳げんにかかわります」

「待って！　威厳ってなによ!?　カレルは《狂嗤の団》の前団長や、わたしのお父さまが認めた婚約者なのよ？　それを蔑ないがしろにするのは公爵家を侮ぶ辱じよくするも同じよ！」

「なんと言われても、もう引き返すことはできぬのです。ではまた後ほど」

　議論する気など最初からなかったかのような会話の打ち切り方だった。

　窓は閉じられ、再びセシリアは外界と遮しや断だんされる。

（一体なにが起こっているの？　どうしてブローム伯とコステル伯が……！）
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　セシリアの疑問は、それから間もなく解決されることとなる。

　コステル伯の居城ネールデン城。セシリアはその謁えつ見けんの間に連行され、ブローム伯と共にもう一人の裏切り者と会うことになったためである。

「ルールモントでお会いして以来ですね、セシリアさま」

　最初、コステル伯は余よ裕ゆうを持った態度で接してきた。その大きな体たい軀くで見事な貴族の礼をしてみせる。

「一体どういうことかしら、コステル伯？　こんな形でわたしをここに連れてきて……あなたは本当にアレンヘム公国を裏切るつもり？」

「裏切るなどとはとんだ言いがかりですな。私とブローム伯はこの国にとって最善の選せん択たくをしているまで。カレルなどという平民風情と結婚することなど許されません。あなたには私と結婚して頂く」

「それがこの国にとっての最善だというの!?」

「その通りです。我が家系は由ゆい緒しよある三武伯の一つであり、あなたとは幼い頃ころから面識がある。毎年のように贈おくり物をしていたことを忘れたと仰おつしやるのか？」

　正直、あまり覚えていなかった。その上、嫌けん悪お感を抱いだかずにはいられなかった。由緒ある家系やモノで女心を釣つれるなどと本気で考えているのだろうか、と。

「コステル伯、フライスラントとの戦争について話した方がセシリアさまもご理解いただけましょう」

　ブローム伯がたしなめるように口を挟はさむ。

「なるほど、確かに。セシリアさま、なによりも私と結婚すれば、カレルと違いすぐにフライスラントとの戦争を止めることができるのです。あなたも戦争に苦しむ民衆の姿は見たくないでしょう？」

　そう言われれば、セシリアも聞き返さないわけにはいかなかった。

「一体どういうこと？」

「私とセシリアさまの結婚は、フィクトル総そう督とくもすでに認めていることなのです。我々の結婚が成立すれば、アレンヘムの国土がフライスラント軍に蹂じゆう躙りんされることはもうないのですよ」

「……そう。あなたたちはすでにフィクトル総督と手を結んでいるというわけね。でも、フィクトル総督がなんの見返りもなく戦争をやめるはずがないわ。一体どんな取引をしたの？」

「大したものではありません」答えたのはブローム伯である。「まずはエレオノーラ王姉殿下の身み柄がら返へん還かん。まあこれは当然でしょう。それからドワーフとの交易に税をかけ、フライスラント自治領からの逃とう亡ぼう奴ど隷れいの取り締しまりに協力すること。それだけです」

「それだけって……！　ドワーフとの交易が損なわれれば、《狂嗤の団》を維い持じすることはできなくなるわ。一体どうやって魔ま物ものから我が国を守るというの!?」

「国家の守りを金目当ての傭よう兵へいなどに任せる方が間ま違ちがっているのです」コステル伯は大おお仰ぎように肩かたをすくめ、傭兵という存在に嫌悪感をあらわにした。「そもそも、金食い虫の傭兵を大量に雇やとっておく必要もありません。代わりに名めい誉よある騎き士し団を創設し、規模を縮小した《狂嗤の団》から魔物との戦い方でも伝えれば済む話」

「…………」

　セシリアは黙だまり込んだ。

　彼がそう主張する理由は分からなくもない。

　一番の理由は、魔ま王おう再臨のことを知らないからだ。それはフィクトル総督も同様だ。

　ドワーフから得られる利益を減らし、逃亡奴隷の捕縛に協力すれば、確かにフィクトル総督は戦争をやめるかもしれない。だが、それはアレンヘム公国の国力衰すい退たいに繫がる。二年後の魔王再臨には到とう底てい備えられないだろう。あるいはフィクトル総督と形だけでも和平を結んでから軍備を増強するという手もあるが、戦争が終わった直後の軍備増強をフィクトル総督が容認してくれるとも思えない。

　いっそのこと、魔王再臨のことを告げてしまいたかった。

（もし今ここで魔王再臨のことを告げたら……？）

　どのみち結婚することになれば、考えるだけでおぞましいがコステル伯と床とこを共にすることになる。そうすれば彼も魔王再臨の未来を知ることになるのだ。

（カレルじゃなく、コステル伯にこの国を──五芒国の未来を委ねられる？）

　もしカレルよりコステル伯の方が信しん頼らいに足るというのであれば、自分の好悪の情など関係なく、彼を夫とすべきだろう。それが公爵の娘としての義務だ。

（でも、無理だわ）

　一番の問題がある。父である現アレンヘム公は、コステル伯を自分の婚約者に、とは考えなかった。三武伯の若い男子であれば、当然選せん択たく肢しには入っていたはずだというのに。間違いなく、彼にこの国は任せられないという考えがあったのだろう。

　やり方を見ても分かる。彼は自分を拉致し、強引に結婚しようと試み、さらに敵と手を結ぶことで事を解決しようとしている。それはなにかを切り捨てるやり方だ。すべてを救おうとしているカレルとは比べるまでもない。

（親同士が決めた結婚だったけど、カレルはあんなにわたしの気持ちを尊重してくれた。でもコステル伯は違う）

　このとき決して短くない間、セシリアが一人考え込むことができたのは、コステル伯の元に部下の兵士が急報をもたらしていたためであった。

「失礼いたします、伯はく爵しやくさま。至急お伝えしたいことが」

「後にしろ。今は大事な会見の最中なのだぞ」

「ですが、こればかりはお耳に入れないわけには……」

「仕方ないな、一体なんだ？」

　露ろ骨こつに舌打ちをしてからコステル伯は部下の報告を聞いた。カレルの根回しや気配りを間近で見てきたセシリアとしては、その部下への対応一つ見ても、カレルより勝っているとは思えなかった。

　報告を聞き終えたコステル伯は、「まさか、そんなことが？」と言いたげに目を白黒させた。

「ブローム伯、それにセシリア。面白い報告が届いたぞ。カレルが我が城まで来ているそうだ」

「なんですって!?」

　セシリアとしても驚おどろきを隠かくせなかった。

「ほう。カレルはストゥルール王国へ向かったと聞いています。その帰き途とならば、ここを訪れても不思議ではありませんな」

「さもあろう。私の派は遣けんした賞金稼ぎどもは退しりぞけたようだが……これは好機だな。フィクトル総督へのいい土産みやげになる」

　いくらなんでも時節が悪すぎる。今ここでカレルが現れれば、フィクトル総督と手を組んだコステル伯は喜んで彼を捕ほ縛ばくするだろう。

「おい、すぐここへカレルを通してやれ」

「はっ」

　お願い、来ないで──というセシリアの願いは、思わぬ形で叶かなうことになる。

　カレルを呼びに行った兵士はすぐに戻ってきた。ただし、一人で。

「申し上げます、カレルに拒きよ否ひされました。伯爵さまに門まで出で迎むかえに来るようにと、そう言っておりまして。自分は次期公こう爵しやくであり、それが当然の礼れい儀ぎだろうと」

　コステル伯はくは一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られたが、すぐに怒いかりで顔を赤くした。

「おのれ平民風情が、もう公爵に──主家になったつもりか！　いいだろう、ならばこちらから出向いてやる！　セシリア、おまえもこい。面白いものを見せてやる」

　兵士たちがセシリアを連れ出そうとする。黙って従うセシリアだったが、一人密かに希望を持っていた。

（カレルが意味もなくそんなこと言うわけない。なにか勘かん付づいたんだわ）
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　セシリアの勘は正しかった。

　コステル伯の裏切りに気付いていたカレルは、ネールデン城の前でコステル伯が来るのを待ち構えていた。たった一人で。

　もちろん、近くの物もの陰かげにはミーリエルとコルネリウスを控ひかえさせている。狙ねらいはコステル伯の暗殺だ。だが貴族を軽々しく暗殺することは容易ではない。そのため、ドルダンには失敗に備えて馬と退路の確保を頼たのんでいる。

「これはこれは、次期公爵閣下ではありませんか。このような辺へん鄙ぴな土地までどういったご用向きで？」

　間もなく、標的であるコステル伯が姿を現した。ただし、門の中から歩いて出てきたわけではない。門の上──城じよう壁へき上から顔を出したのである。

（やはりそうきたか）

　コステル伯の出方は予想の範囲内だった。何か確信があったわけではない。ただ一度会ったときの印象から、コステル伯は人を見下ろすのが好きなのではないかと思っただけである。

　だが頭さえ出ていれば、ミーリエルなら簡単に射い貫ぬくことができるだろう。ただし、殺す前に聞いておきたいことがあった。たとえば、セシリアを拉ら致ちしたというブローム伯との関係。それにフライスラント兵がこの城に入り込んでいるのは分かっているが、その規模や後続についての情報だ。簡単なことではない。こちらはコステル伯を暗殺できるが、コステル伯もまたこちらへの攻こう撃げきを部下に命じることができる。そのときは城下町すべてが敵に回りかねない。

「コステル伯、あなたに聞きたいことがある。できればここへ降りてきてくれないか」

「お断り申し上げる。公爵にならば頭こうべも垂れるが、今のあなたは平民に過ぎぬ身。命令に応じる義務はなかろう」

「ではそこでいい、本題に入ろう。ブローム伯が裏切り、我が婚こん約やく者であるセシリアを拉致したことは聞き及およんでいるはず。至急、ブローム伯討とう伐ばつのための兵を貸して欲しい」

「お断り申し上げる」

「ほう。理由を伺うかがいたいものだ」

「なぜならブローム伯もセシリアも、ここにいるからだ」

「なにっ……!?」

　コステル伯の左右に、ブローム伯とセシリアが顔を出した。

　カレルとブローム伯の間に面識はない。だが周囲の反応から見て彼がブローム伯であることは疑いようがなかったし、なるほど〝宿屋の主人ヘルベルギール〟と揶や揄ゆされそうな体格と顔つきをしている。

（なんてことだ……！　この可能性を考えなかったわけじゃないが……！）

　ブローム伯がセシリアを拉致して裏切ったのなら、一刻も早くフィクトル総督に売りつけるため、このコステル伯爵領まで連れてくるのでは──という推測はしていた。だがその悪夢がすでに現実のものとなっているとは予想外だった。

　城壁の上からセシリアが身を乗り出した。

「カレル！　ごめんなさい、こんなことになって……！」

「気にするな！　状じよう況きようは察した、悪いのはそこの裏切り者共だ。ブローム伯!?　なぜアレンヘム公爵家にもっとも貢こう献けんしてきたあなたまで裏切った!?」

「あなたには分からんでしょう。分かって欲しいとも思いませんが」

　問答にすらなっていなかった。

「くそっ、どいつもこいつも……！　セシリア、待っていてくれ！　すぐに助けるから！」

「ふん、そうはいかんな。セシリアは我が妻となる。アレンヘム公国を治めるのは貴様ではなく、この私だ」

　コステル伯の言い分に、カレルは怒おこるよりも先に呆気に取られた。その動機は予想できなくもなかったが、まさか本当にそんな戯ざれ言ごとを堂々と口にするとは思えなかったのだ。

「そんなことが認められると思っているのか!?　アレンヘム公爵閣下はもちろん、閣下を支持する政務官たちや《狂嗤の団》がおまえに従うわけがない！　一伯爵領ならばともかく、アレンヘム公国を治められると本気で考えているのか！」

　そもそも、セシリアは譲ゆずれない──とはさすがに付け加えられなかった。

　だがコステル伯の余よ裕ゆうが失われることはなかった。

「当然だろう。一いつ介かいの平民たる貴様と、由ゆい緒しよ正ただしき三武伯であるこの私。民衆がどちらに従おうとするかなど明白。老い先の短い公爵閣下に冷静な判断はできなかったようだが」
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　父のことを悪あし様ざまに言われ、セシリアがコステル伯を睨にらんだ。

「そもそも、すでに我が領地はフライスラント兵によって強化されており、フィクトル総そう督とくの次男クンラートどのが大軍を率いて明日にもここに到とう着ちやくすることになっている。もちろん、私の指揮下で戦うためにな」

「なっ、なんだと!?」

　フライスラント軍がこの城を拠きよ点てんとして確保している以上、本隊がやってくるのは時間の問題だと推測はしていた。だが兵を率いるのがフィクトル総督の息子であり、しかも到着が明日とは予想外だった。

「これで分かっただろう。三武伯の血統、強力な軍隊、ドワーフとの交易路、それにセシリアを私のものとすれば、もはや国内の誰だれも私の支配に異議を唱えることはあり得ぬ」

　彼が自信を持つ理由はよく分かった。だが、あまりにも短たん慮りよだった。

「もしフィクトル総督が裏切ったらどうするつもりだ!?　あの男があんたとセシリアの結けつ婚こんを認める理由がどこにある!?　フライスラント軍からすれば、《狂嗤の団》を擁ようする俺よりあんたの方が間ま違ちがいなく戦いやすいだろう。結婚を認めると言っておいて裏切る、ぐらいのことはするはずだ！　援えん軍ぐんを城内に入れたが最後、城を乗っ取られるぞ！」

「その心配には及ばん。これ以上のフライスラント兵を城下に入れるつもりはない。フライスラント軍にもその点は合意してもらっている」

　そんな合意をフィクトル総督が守るとは思えない。すでにこの城には彼の奴ど隷れい兵が入り込んでいるのだ。示し合わせて城を乗っ取るぐらいのことはするだろう。

「これ以上の問答は不要だろう、カレル。セシリアもこの国も私が支配する。ただ、おまえに《狂嗤の団》を率いられるのは大変に面めん倒どうだ」

「つまり……殺す気か？」

「違ちがうな。殺すのは簡単だ、だがどうやらフライスラントにはおまえに恨うらみを持っている者が多いようでな。今回の助力の返礼として、おまえの身み柄がらをフライスラントに譲り渡わたすとしよう」

　セシリアが城壁の上で大声を出した。

「逃にげて、カレル！　兵が伏ふせているの！」

「そうだろうと思った！　セシリア、必ず助けに来る、少しだけ待っていてくれ！」

　門の陰かげから騎き兵へいが一〇騎ほど姿を現した。コステル伯に仕える騎き士しだろう。

　コステル伯に背中を見せるのは屈くつ辱じよくではあったが、無む駄だ死じにはもっと屈辱である。カレルは躊ちゆう躇ちよなく背を向けると駆かけ出した。

「ははは、無様な逃げっぷりだな！　もっとも、逃のがすつもりもないがな！」

　コステル伯の高笑いが背中に投げかけられる。耳障りで仕方がないが、今は放置する他なかった。

「暗殺は中止だ！　逃げるぞ！」

　物陰に潜ひそんでいるはずのミーリエルに声をかける。

　慌あわててミーリエルが飛び出し、カレルに並ぶ。

「なんで止めるの!?　あの距きよ離りならやれたわよ!?」

「ブローム伯とコステル伯が二人ともいるとは思わなかった。二人とも暗殺できるならともかく、一人じゃ意味ない」

「そんなことないでしょ、片方は処分できるじゃない！」

「『船頭多くして船山に上る』だ。若いコステル伯ともう五〇近いブローム伯が常に同じ考えとは思えない。二人残しておいた方がいい」

「なるほど、あんたの意地が悪いことは分かったわ！」

　後ろから馬の蹄ひづめと「逃がすな！」というコステル伯の声が聞こえる。

　人の足で騎兵から逃れるのは不可能だ。ひとまず細い路地に逃げ込むが、構わず騎兵は追いかけてくる。

　だが敵が城から出てきた以上、対処する術すべはあった。

「コルネリウス、頼む！」

　叫さけびながら彼が潜んでいる物陰の傍そばを通過する。

「すぐ済ませる」

　コルネリウスは無言で細剣を構えると、カレルとすれ違う形で騎兵たちの前に立ちはだかった。カレルは巻き込まれないよう距離を置いてから背後を振ふり返った。

　騎兵の数は一〇騎。さらに十数人の歩兵がその後に続いている。町中で一度に動かすにはあの人数が限界なのだろう。

　騎兵は長なが槍やりを装備しており、狭せまい通路を蹂じゆう躙りんせんばかりの勢いで押し寄せてくる。その槍に貫かれるか、あるいは馬にはね飛ばされるだけで、小こ柄がらなコルネリウスが重傷を負うことは想像に難かたくない。

「ははははははは！」

　コルネリウスは《狂嗤の団》伝統の笑い声を上げながら気が狂くるったように戦うという戦法を忠実に実行した。迫せまり来る騎兵の壁かべに、怯ひるむどころが自ら突つっ込こむ。

　圧巻だった。襲おそい来る長槍を軽々とかわすのは彼ならば朝飯前だろう。それどころかコルネリウスは馬の両足の隙すき間まに飛び込んで突とつ進しんを回かい避ひすると、すり抜ぬけざま馬の足を細剣で切きり抜いた。

　先頭の馬が前のめりに倒たおれ、騎き手しゆを空中に放り出した。その騎手が地面に激げき突とつする頃ころには、第二、第三の騎兵が同じように馬の足を切られ、騎手が投げ出された。

「ま、まずい！　なんてヤツだ！」

　後続の騎兵たちはなんとかコルネリウスに対たい抗こうしようとしたが、狭い路地では急に方向を変えることもできないし、急に速度を落としたとしても、それはコルネリウスにとってより対処しやすくなっただけである。

　かろうじて二騎がコルネリウスから距離を取れたものの、今度はミーリエルの的となり、矢で射られていった。

　そのままコルネリウスは後続の敵歩兵に向けて細剣の切っ先を向けたので、カレルは慌てて止めざるを得なかった。

「もういい！　この城下町に閉じ込められても終わりだ、今は撤てつ退たいを優先してくれ！」

「ちっ、仕方ない」

　再び三人で駆け出す。健けん脚きやくさでは勝っていたのだろう、無数の歩兵が追ってきてはいたものの、追いつかれることなく西門まで到とう達たつする。

「伯はく爵しやくさまの命令だ！　誰か、門を閉めろ！」

　伝令かあるいは後ろの歩兵が、大声でそう命じた。

　だが門番に聞こえているはずのその命令が実行されることはなかった。

「待っておったぞ。こっちは片付いた」

　西門で待っていたのはドルダンである。彼には混乱が生じた場合、西門の奇き襲しゆうを命じてあった。彼の斧おのがあれば門番を後方から襲うことなど容易だっただろう。

　ドルダンと合流して門の外に出ると、次に待っていたのはフェルトフォルクのホルサだった。四頭の馬と、それから奴隷の少女ヴィルを伴ともなって。

「さあ乗って！　僕も適当に逃げるから！」

「助かる！」

　フェルトフォルクの逃げ足の速さは心配するだけ無む駄だである。カレルたちは馬に飛び乗ると、素早く西へと向かって馬を走らせた。このときカレルは気付かなかったが、コルネリウスは誰に命じられたわけでもないにもかかわらず、ヴィルと同じ馬に乗っていた。

　後ろから歩兵たちの怒ど号ごうが聞こえたが、もう徒か歩ちの彼らに追いつく手段はなかった。
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　コステル伯爵領を飛び出したカレルたちは、ひたすら馬を走らせた。目標はストゥルール王国を出るときに命じた、《狂嗤の団》の移動先である。とにかく彼らと合流できないとなにもできないという判断だった。

　そして望外の幸運に遭そう遇ぐうすることとなる。到着までもう少しかかると思われた《狂嗤の団》が、すでに到着して陣じんを張っていたのだ。

「どうしてこんなに早く到着できたんだ？」

　カレルの疑問に答えたのはトビアス副団長である。

「この近くにあるダームドの村に賊ぞくが出ましてな。セシリアさまの命令で《狂嗤の団》を派は遣けんしていたのですが、そこに団長から移動命令を受けまして。あらかじめ物資の輸送ができていたので多少素早く移動できたのです」

「そうか」

　その事実はカレルにとって非常に心強いものだった。

　恐おそらくセシリアは国内に蔓延はびこる賊を迅じん速そくに退治し、二度と新たな賊が生まれないようにするため、《狂嗤の団》という最強の兵力を動かそうとしたのだろう。それが結果として《狂嗤の団》の迅速な移動に繫つながったのだ。

　三武ぶ伯はくのうち二人までも反旗を翻ひるがえし、その上セシリアまでも奪うばわれた。もはやアレンヘムの全土が敵に回ったのではと錯さつ覚かくしたほどだったが、まだ諦あきらめるには早かった。

「急ぎ大隊長を集めてくれ。今後のことについて話しておきたいことがいくらでもある」




　ほどなくして、一つの大きな天幕に大隊長が集められた。

　コルネリウスに次ぐ実力者と呼ばれる第一大隊のマウリッツ大隊長。第二大隊の大隊長兼けん副団長を務めるトビアスに、第三大隊を率いるドワーフのオルゴ大隊長。大隊長の傍には副隊長が控ひかえており、そのほとんど全員が山のような巨きよ漢かんたちばかりだ。例外は切り込み隊長とカレルぐらいで、天幕の中は乾草月ホーイマーント（七月）の気候もあって大変に蒸し暑い。

　だが暑さなどまったく気にしている余裕はなかった。カレルがもたらした報告は、それほど《狂嗤の団》の幹部たちを驚おどろかせることとなる。

「ブローム伯だけではなく、コステル伯まで裏切っただと!?」

　普ふ段だんは並々ならぬ胆たん力りよくで魔ま物ものの群れに突進するオルゴ大隊長も、さすがにその報告には驚かずにはいられないようだった。

「ああ。しかもそれだけじゃない」

　言いたくはなかったが、伏せておくわけにもいかず、カレルは報告を続けた。

　今コステル伯爵領にはブローム伯と拉ら致ちされたセシリアがいる。しかもコステル伯は密かにフライスラント軍の兵を受け入れ拠きよ点てんを強化していた。なおその上にヘンゲローの街からフライスラント軍の本隊が増ぞう援えんとして向かっているらしい。率いるのはフィクトル総そう督とくの次男、クンラート。しかもヘンゲローとコステル伯爵領の距離は、大軍でも二日ほどで踏とう破はできる。フライスラント軍本隊の到とう着ちやくは、明日になるという。

　幹部たちはどよめいた。

「大変厄やつ介かいな状じよう況きようですな。コステル伯が門を閉ざし、城に籠こもってしまえば、城しろ攻ぜめの経験が皆かい無むの我々には手が出せません。フライスラント軍の増援が到着してしまえばいよいよ状況は悪化するでしょうし」

　幹部の一人が冷静な指し摘てきをする。

「その通りだ。だが打開策はある」

　カレルの言葉に、視線が集中する。

「コステル伯は籠ろう城じよう戦を準備している。援えん軍ぐんが来ると分かっているからだ。だがその援軍が来ないと分かれば、コステル伯も城に籠もってる兵士たちも動どう揺ようする。今は詳しよう細さいは伏せるが、城を攻めるための切り札だけは用意してある」

「つまり……フライスラントからの増援がコステル伯と合流する前に撃げき破はできれば、どうにかなるということか？」

「そういうことだ」

　第一大隊マウリッツ大隊長の解かい釈しやくに頷うなずく。

「私としては賛成しかねますな」そう率直に言ったのはトビアス副団長だった。「増援を断つというのは理に適った戦略ではありますが、そのためにはコステル伯爵領の南側に移動し、フライスラント軍を待ち受けるしかありません。恐らく移動には半日あれば足りるでしょうし、フライスラント軍が明日到着するなら間に合うでしょう」

「ああ、そうだな」

「ですがそもそもフライスラント軍の規模はどの程度で、どのぐらいの進軍速度なのですか？　明日到着というのは確実な情報なのですか？」

「正直に言うが、分からない」

「聡そう明めいな団長ならばお分かりでしょう。敵の規模も分からぬまま、正面からぶつかるのはあまりに危険です。ただでさえフライスラント軍には前回の敗北の教訓があるはず。奇襲、夜や襲しゆうの類たぐいが通じるとも思えません。アンデール夜襲戦のときと違ちがい、夜間の行軍訓練をする時間もありません」

　トビアス副団長の指摘は厳しいが、非常に正しい認識だった。

　アンデール夜襲戦の際は、フライスラント軍の正確な位置や進路が分かったために、夜襲の予定地点で二晩も夜間行軍訓練をする時間があった。その上、夜目の利くドワーフや、コルネリウス切り込み隊長の功もあったからこそ完かん璧ぺきな夜襲が可能だったのだ。

　だが今回同じ手は通じないだろう。もちろん、正面からぶつかっても勝てる可能性は高い。ただ、勝利するだけでは意味がないのだ。《狂嗤の団》に大きな被ひ害がいが出れば、たとえ今はしのげてもいつか物量でフライスラント軍に押し切られる。もちろん二年後に再臨する魔ま王おうには抗あらがいようもなくなる。

（いつも思うが、なんとかならないのか、この不利な条件は！）

　魔王再臨のことを今から告げてやりたいという衝しよう動どうに駆かられる。

　だがそれで戦いくさは止まるかもしれないが、セシリアの結けつ婚こん相手が自分ではなくなる可能性は非常に高い。

　カレルはかつて、前団長にして父であるランメルトに殴なぐられたことがあった。

『自分の婚こん約やく者だろう、理由がなんであれ他の男と一いつ緒しよに寝ねかそうなどと考えるぐらいなら世界など魔王にくれてやれ』と。

　あれは真実だと今は思っている。

（セシリアが他の男に抱だかれるところなど想像もしたくない。絶対に取り戻もどしたい。そのためにも魔王再臨のことは誰だれにも言わない。かといって《狂嗤の団》にも被害は出さない。俺は《狂嗤の団》の団長なんだから）

　実のところ、打てる手はもう一つあった。援軍としてやってくるフライスラント軍ではなく、コステル伯の居城ネールデン城を先に陥かん落らくさせてしまうという方法だ。そうすればセシリアは恐らく奪だつ還かんできるし、フライスラント軍も橋きよう頭とう堡ほを失っては進軍を諦めざるを得ないだろう。

　城攻めに対してだけは、カレルはある切り札を用意している。ブローム伯がセシリアを拉致したと聞いたとき、ドワーフの王に頼たのんで用意してもらったものだ。それと《狂嗤の団》の力をもってすれば、恐らくネールデン城を早期に陥落させることはたやすい。未いまだ詳細不明なフライスラント軍の本隊と戦うより、はるかに勝率は高いだろう。

　だが、一つ大きな問題があった。コルネリウス切り込み隊長の鋭するどい視線である。

「…………」

　先ほどから彼の妙みような視線は感じていた。ずっと睨にらまれているのだ。

　理由は分かる。

（あの奴ど隷れいの女の子のことだろうなあ……）

　ここに来る途と中ちゆうで出会った、ヴィルという奴隷の少女。彼女の父は敵軍──恐らくはネールデン城の守備兵となっている。フライスラントの援軍を壊かい滅めつさせる前にネールデン城を城攻めすれば、間ま違ちがいなく守備兵たちは徹てつ底てい抗こう戦せんするだろう。援軍が来るまで守り切れれば勝利だと、兵法通りの籠城戦を展開するに違いない。

　もちろん、ドワーフの手を借りて城門さえ突とつ破ぱできれば、コステル伯の私兵とわずかな奴隷兵など《狂嗤の団》の敵ではない。だがそうなれば間違いなくヴィルの父は城を枕まくらに討ち死にを余よ儀ぎなくされる。

　父を追って命いのち懸がけでこの国にまでやってきた女の子から、父を奪うことが許されるのか。大体、ネールデン城を城攻めするとなれば、たとえ城門は突破できたとしても、《狂嗤の団》に犠ぎ牲せいは生じる。

（セシリアだったら……どうするだろうな）

　ふと考える。そして彼女の答えはすぐ想像できた。間違いなく彼女はできる限りを救おうとするに違いない。自分の身を犠牲にしてでも。彼女は魔王再臨の恐きよう怖ふを、毎晩夢の中で思い知らされているのだ。その未来を回かい避ひするため、必要なことならなんでもするだろう。

（分かったよ、だったら俺もなんとかして全部救ってやる！　それでこそセシリアの隣となりに堂々と立てるってもんさ！）

　今いま更さらながらに自分の決意を思い出す。魔王グローテ・戦役オールログのことを学んだカレルは知っていた。魔王に戦って勝つには、人類の力すべてを結集する必要があることを。だからこそ、今回も全てを──敵兵すら救うべきなのだ。そしてそれはセシリアの願いでもあるのだ。かつてセシリアは言った。五芒国を救ってくれるなら自分を抱いてもいいと。

（俺はセシリアに相応ふさわしい男になった上で、堂々と抱くんだ）

　そのためにすべてを救う。被害は最小限に。敵も味方も救うと、そう決意する。

　カレル本人も気付いていなかったが、その考え方はカレルに向いていた。カレルは魔王グローテ・戦役オールログのことを調べる過程で兵法を知ったが、同じように商道についても学んでいる。

　その両者に共通することがあった。戦わずして勝つことこそが最善であると。なまじ戦って勝つより戦わずして勝つ方法を探る方が、カレルには合っていたのだ。

（だがどうしても情報が足りない。やりようはあるが、フライスラント軍の情報が少なすぎる。ああ、アンデール夜襲戦のときみたいに、フライスラント軍の規模と正確な位置情報が今すぐ分かればいいのに！）

「どうやらお役に立てるときが来たようだな」

　そのとき突とつ然ぜん天幕に入ってきた人物を見て、カレルは思わず首を傾かしげた。

（誰だ？）

　その誰かは、物もの腰ごしや服装から考えても明らかに貴族のようだった。背は高く、身のこなしもどこか優ゆう雅がだ。

　ただ、強しいて言うなら目つきが信用ならなかった。見る人が見れば優しげな視線と思えなくもないが、商人の中で育ったカレルは、それが芝しば居いだとすぐに分かった。詐さ欺ぎ師しのような優しい目つき、というのが正しい表現だろう。

　だがなによりも奇き妙みようなのは、他の大隊長たちの反応だ。関係ない人物が入ってくればすぐにも叩たたき出しそうな面々が、なにも言わない。それどころか、およそ恐れを知らない大隊長たちが戸と惑まどっているようにも見える。カレルと同じように首を傾げていたのはコルネリウスぐらいだった。

「団長、申し訳ありません。実はお伝えしなければならないことが」

　トビアス副団長がどこか戸惑ったように言った。

「一体どういうことだ？　この男は一体誰なんだ？」

「カレル団長、彼を責めてやるな。私が来たことを伏ふせておくよう命令したのは他ならぬ私なのだからな」

　謎なぞの男が言うと、恐おそれ入ったようにトビアス副団長は黙だまり込んだ。

「お初にお目にかかる。お父上にはすでにお会いしたが」

　彼が口にしたその一言で、カレルはすべての事情を察した。

　詐欺師めいてはいるが、貴族のような出で立ち。しかしただの貴族であれば、屈くつ強きような大隊長たちがこうも戸惑うわけがない。
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　そして彼は言った。父ランメルトとすでに会っていると。

　カレルの頭脳が導き出した答えは一つだけだった。

「まさか……おま、いえ、あなたがヴェッセル摂せつ政しよう殿でん下か？」

「ほう。会って間もないというのに、わずかに言葉を交わしただけでそこまで察するとはな。なるほど、イエッタの報告通りの人物か」

　イエッタ。聞き覚えのある名だった。

　アンデール夜襲戦で大勝利を収めるきっかけとなった情報を持ってきた人物である。確かに彼女はヴェッセルの侍じ女じよだと名乗った。

「なぜここに摂政殿下が？」

「決まっているだろう、おまえの結婚式に出席するためだ。ただ、いささか早く到とう着ちやくしすぎてな。聞けばこの国は大変な困難に見み舞まわれているという。なにか助けになれるのではと、結婚祝いのつもりでこうして《狂嗤の団》に付いてきたというわけだ」

　その迂う遠えんな言い回しで、カレルはヴェッセルの真意を悟さとった。

　結婚式に出席するため。次期公こう爵しやくの結婚式なら確かに女王の代理として彼が来てもおかしくはない。フィクトル総そう督とくも王家がアレンヘム公国に味方しているとは言い辛づらいだろう。

　だが、「いささか早く到着しすぎた」という彼の台詞は信じ難がたい。女王とケンカでもして王都に居場所がなくなったというならともかく。

「それでは摂政殿下。一体どのようなご助力を頂けるのでしょうか？　フライスラント軍に撤てつ退たいを命じて頂けるとか？」

「いや、おまえにはこの情報の方が必要だろう」

　ヴェッセルは、悪戯いたずらを仕し掛かける子供のように笑った。

「よく聞け。フライスラント軍の増ぞう援えんは六〇〇〇。奴隷兵を中心とした構成で、騎き兵へいはほぼいない。ヘンゲローの街を出たのは一いつ時とき（約一時間一〇分）ほど前だ。進軍速度から言って明日の夕方にはコステル伯はくのネールデン城に到着するだろう。ちなみに補給部隊はいない。全員が必要な分の食しよく糧りようを携けい帯たいしての移動だ」

「なぜそんなことが分かる!?」

　敬語も忘れ、カレルは思わず絶ぜつ叫きようしていた。ヴェッセルのもたらした情報はそれほど衝しよう撃げきだった。

　アンデール夜襲戦のときもそうだったが、なぜ彼には遠いフライスラント軍の詳しよう細さいが手に取るように分かるのか。そもそもここからヘンゲローの街までは直線距きよ離りでも八ウールハーンス（およそ四四キロメートル）以上はある。伝でん播ぱツバメなら一時で到着するだろう。だが、伝播ツバメは定められた拠きよ点てんにしか帰き還かんできない。こんな野営地では伝播ツバメを放つことはできても受け取ることは不可能だ。

「摂政に向かってその口の利き方はやめておいた方がいいぞ。私はともかく、私の忠実な部下が聞けば憤ふん慨がいしかねん」

「し、失礼しました。ですが殿下、なぜそのようなことが分かるのですか？　ヘンゲローの街に間かん諜ちようでも忍しのび込ませておけば、出しゆつ陣じんした軍の編成を知ることは容易でしょう。ですがその情報を届ける方法がありません。こんな野営地では伝播ツバメを受け取ることも不可能なはず……」

「さてな。結けつ婚こんを祝って貴重な情報を贈おくったが、王族に質問を許した覚えはないぞ？」

　笑いながらヴェッセルは言った。それは王族だからこそ可能な反論を封ふうじる最強の手だった。

「では、せめてこれだけでも。なぜそのような貴重な情報をお与あたえくださるのですか？　下手をすればフィクトル総督と王家の仲に亀き裂れつが生じましょう」

「なるほど、それもそうだ。では今私が言ったことは忘れるように、私も知らんぷりする。これは五芒国の統治者にして守護者たる女王の代理としての命令だ、違い反はんしたものは死し刑けいに処すぞ？」

　冗じよう談だんめかして言ったが、ヴェッセルにはそれだけの権限があるのは事実であり、勇ゆう猛もう果か敢かんな大隊長たちもさすがに反応に困った。

「では私の用は済んだ。カレル、こう見えて私は忙いそがしい。結婚式の延期などして時間を浪ろう費ひさせることのないように」

「……承知いたしました、摂政殿下」

　ヴェッセルが去ると、天幕の中は微び妙みような空気となった。

「ウワサに違たがわぬとんでもないお人ですな」ややあって、トビアス副団長がなんとかそう無難に会話を切り出す。「それで団長。今の話、信じるのですか？」

「信じる」

　情報の真しん偽ぎは明らかだ。

　摂政がノコノコここまで出てきてウソの情報を持ってくる意味がない。そんなことをすれば、恨うらみを買ってヤケになった《狂嗤の団》に捕つかまってひどい目に遭あわされる可能性すらある。大体、これ以上フィクトル総督の思おも惑わく通りに事が運ぶことを、王国が許容するとも思えない。

　ヴェッセルは言った。結婚式の日取りを変へん更こうするなと。あれは恐らく真実だ。とっととセシリアを取り戻もどせと、そう言っているのだ。

「よし、これで勝てるぞ」

　カレルが呟つぶやくと、幹部たちの視線が一いつ斉せいに集まった。

「みんな、聞いてくれ。フライスラント軍の増援は、必要最低限の兵ひよう糧ろうを持った六〇〇〇の歩兵だ。コステル伯はく爵しやく領に到着すれば兵糧は補給できると考えているんだろう。だがコステル伯の領地は決して大きくない、六〇〇〇の軍勢を長期間維い持じすることは不可能だ。ヘンゲローの街からも継けい続ぞく的に大量の兵糧を移送する手はずなんだろう」

　カレルの推測は合理的、というよりも当然の理で、誰だれも異議は差し挟はさまなかった。

「ヘンゲローの街は今、六〇〇〇の軍勢を維持するための膨ぼう大だいな軍ぐん需じゆ物資が運び込まれている最中だろう。だからそれを利用して……ヘンゲローの街を攻せめ落とす。コルネリウス切り込み隊長、今すぐ切り込み隊を率いてヘンゲローの街へ向かってもらう」

　援えん軍ぐんのフライスラント軍ではなく、コステル伯でもなく、フライスラント軍の拠点であるヘンゲローを攻め落とす。それがカレルの策だった。

「それはいいが。俺はおまえの好きそうな小細工などできないぞ？」

「分かってる。俺も同行する、必要なことは俺が命令する」

　幹部たちがざわついた。

「また団長の悪い癖くせが……」とトビアス副団長が頭を抱かかえる。「ヘンゲローの街を奇き襲しゆうするにしても、相当な危険が予想されるはず。非合理的です、団長自らが向かうべきではありません」

「忠言はありがたいが、これは切り込み隊だけには任せられない。それに、今回の戦場に安全なところなどない。第一大隊から第三大隊にもやってもらうことがあるからな」

　強い意志をもってそう口にするカレルに、トビアス副団長以下、もはや反対する者はいなかった。








第六章　コステル伯爵領攻こう防ぼう戦せん
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　討ナ・デ伐・フイク暦トーリ一九八年乾燥月ホーイマーント（七月）一六日。太陽が西に大きく傾かたむいたころ。

　フィクトル総督スタツトハウダーの次男クンラートは、六〇〇〇の軍勢を率いてコステル伯の居城、ネールデン城を目指していた。最大の目的は一つ、そこで《アレンヘハイルグ・フアムの聖女ン・アレンヘム》セシリアと結婚するためである。

　表向き、コステル伯はセシリアと結婚したがっており、フライスラント軍はそれを後押しすることになっている。だがフライスラント軍からすれば、コステル伯とセシリアを結婚させることに大した利益はない。真の狙ねらいはコステル伯を排除し、クンラートとセシリアを結婚させることだった。

　もちろん他国の大軍を招き入れようとしている以上、コステル伯も裏切りは警けい戒かいしているだろう。だから最初はクンラートも下手に出る計画だった。最初は六〇〇〇の軍勢を、ネールデン城あるいはその城下町に入れてくれと頼たのむつもりはない。まずは近きん郊こうに駐ちゆう留りゆうさせ、一方でコステル伯とセシリアとの結婚を祝い、多数の贈り物をする手はずになっている。

　あとはコステル伯が油断するまで待った上で、城を乗っ取るのだ。理由はいくらでも作れる。《狂嗤バルダー・の団ブリガーデ》が近づいているので城の守備を固めたい、夏場の長い野宿で兵が疲ひ労ろうしている、結婚式の贈り物を届けたい──と。ただでさえ、すでにネールデン城には拠点強化を理由に奴ど隷れい兵を送り込んでいる。油断させるためなら、別に一度セシリアとコステル伯を結婚させても支障はなかった。再さい婚こんという形でもまったく問題ないのだから。

　今回重視したのは速さだ。コステル伯から援軍の正式な要よう請せいがあったのは昨日の午前。クンラート率いるフライスラント軍は、その日の正午ごろにはヘンゲローの街を出発していた。今日の夕刻にはネールデン城に到とう達たつする予定だ。アレンヘルトフドムヘム公国・アレンヘム軍の主力たる《狂嗤の団》は、移動も迅じん速そくだというが、それでもこちらの動きを察知し、コステル伯爵領まで来るのに三日はかかるだろう。そのときにはすでにクンラート率いる六〇〇〇はネールデン城に到着している。ネールデン城と連れん携けいが取れる位置まで進軍できれば、《狂嗤の団》相手であろうと戦う手段は無数にある。

　それに、三ドリー・ク武ライフスグ伯ラーヴエンの一人であるブローム伯がこちら側についたのが望外の幸運だった。時期的に今いま頃ごろ《狂嗤の団》はブローム伯への対処で手て一いつ杯ぱいのはずであり、たとえ今回の侵しん攻こうに気付いても対処はできないはずなのだ。

「父上と私が立てた戦略は完かん璧ぺきだ。やってやるぞ」

　クンラートはやる気に満ちあふれていた。本来なら父の後を継つぐのは兄である。だがその兄はエレオノーラ王姉を奪うばわれた衝撃で今や部屋から一歩も出ない引き籠こもりと化している。

　その点、クンラートは兄より一つだけ誇ほこれるところがあった。将軍として軍を率いた経験があったのだ。家か督とくを継げない次男の行き着くところと言えば商人か軍人であり、クンラートが選んだのは軍人の方だった。

　もちろんまだ二十代のクンラートが将軍という地位に就けたのは、親の七光りであることは間ま違ちがいなく、それはクンラート自身も自覚している。だが、ようは功績さえあればいいのだ。

（今私が功を上げれば、父上も私を後こう継けい者しやにせざるを得まい）

　それはクンラートがやる気を出すに充じゆう分ぶんな理由だった。

　セシリアという女と結婚することについては別にどうでもよかった。嫁よめなどというものは父親や祖父が家名を高めるために連れてくるもので、それが自分の好みだったら運がいい、ぐらいにしか思っていなかった。それがこの時代の結婚というものだった。

「将軍閣下。間もなくコステル伯爵領に入ります」

「そうか。予想通り順調だったな」

　部下の報告に、クンラートは機き嫌げん良く相あい槌づちを打った。

　フライスラント軍にはアンデール夜や襲しゆう戦というトラウマがある。あの最強の傭よう兵へい団が悪あく魔まのような笑い声を上げながら夜中に攻めてくれば──と考えると、まともに眠ねむれる兵士はいない。

　だからこそ、昨晩も警戒した。見晴らしのいい平原を見つけて野営し、五〇〇人もの斥せつ候こうで一晩周囲を警戒し続けたのだ。

　その甲か斐いあって、夜襲を受けることなく朝を迎むかえることができた。もちろん、斥候を含ふくめ、兵の中にはあまり眠れなかった者もいるだろう。だがヘンゲローの街からコステル伯爵領ネールデン城まではわずか二日。今日中にはたどり着き、兵を休ませることもできる。

（勝った……！　所しよ詮せん、寡か兵へいの《狂嗤の団》は戦略で我らフライスラントに勝つことはできんのだ……！）

　こちらの軍勢は六〇〇〇。《狂嗤の団》三〇〇〇の倍であり、いくらなんでも正面から攻めてくることはないだろう。あとは奇襲さえ受けぬよう警戒を厳げんにして進軍すればそれでよかった。

　異変が生じたのは、目的地であるコステル伯はくの居城が遠くに見え始めたときのことだった。放っていた斥候から報告が入ったのだ。

「報告いたします！　一〇〇〇ルーデ（約三・八キロメートル）ほど先の平野に《狂嗤の団》と思おぼしき集団を発見いたしました！　街道を塞ふさぐ形で待ち構えております！」

「ほう、ここで来たか」

　意外だった。《狂嗤の団》はブローム伯の反乱を放置してここに来たというわけである。

「人数は？」

「およそ二〇〇〇人！　統一されていない武装からしても、間違いなく傭兵の一団かと思われます」

「少ないな。《狂嗤の団》はおよそ三〇〇〇だったはずだが」

「一部をブローム伯の反乱に当て、残りをこちらに差し向けたのではないでしょうか」部下の一人が推測を口にする。「ネールデン城に我が軍が入ればアレンヘムは手も足も出せなくなります。そうなる前に阻そ止ししに来ることはあり得るでしょう」

「確かにその通りだ、となれば一戦交えねばならんな。だが正面からなら勝てるだろう。こちらも行軍を中止、戦せん闘とうの準備だ。横に幅はば広ひろく陣じん形けいを整えろ」

「はっ、直ちに」

《狂嗤の団》がどれだけ強かろうと、奇襲さえ受けなければ怖こわい相手ではない。戦列を整え槍やり衾ぶすまを構成し、その後ろから弓兵に矢の雨を射い掛かけさせるのだ。こちらの軍勢は《狂嗤の団》の三倍。負ける道理はない。

　それにここで戦せん端たんを開けば、ネールデン城のコステル伯も打って出るに違ちがいない。そうなれば理想的な挟きよう撃げきができる。もちろん《狂嗤の団》には東西に逃にげるという手はあるが、そのときは悠ゆう々ゆうとネールデン城に入るだけだ。

　だが、フライスラント軍六〇〇〇が隊列を整え終えたとき、天国から地じ獄ごくへ叩たたき落とすかのごとき凶きよう報ほうがクンラートのもとへ届けられることとなる。

「クンラートさまはいずこに!?　ヘンゲローの太守オーラフさまより緊きん急きゆうの伝令です、クンラートさまはいずこに!?」

　後方から早馬がやってきたのだ。フライスラント軍の正規兵である。

　その兵士は割わり符ふによって身分を確かめられると、すぐクンラートの前へと案内される。

「どうした、何事だ？」

「《狂嗤の団》の奇襲を受けました、ヘンゲローの街は今や陥かん落らく寸前！　大至急ご帰き還かんくださいとの太守オーラフさまからの要請です！」

「な、なんだとおおお!?」

　父譲ゆずりの冷静さを持つクンラートも、その報告には腰こしをぬかさんばかりだった。

「そんな馬ば鹿かな！　ヘンゲローを出たのは昨日だぞ!?　一体どうやってこの短期間にあの城じよう塞さい都市を陥落寸前まで追いつめられるというのだ!?」

「はっ、城じよう壁へきの一部に小さな損そん壊かいがあり、そこから彼かの切り込み隊長が忍しのび込んできたのです。しかも同時期に数百人の傭兵が酒しゆ保ほ商人の荷馬車に紛まぎれこみ城内に潜せん入にゆう！　オーラフさまは抵てい抗こうされましたが、傭兵どもの勢いは強く、館は陥落寸前……！」

　クンラートは思わず天を仰あおいだ。

　ヘンゲローの街は、出しゆつ撃げきしたこの六〇〇〇の軍を維い持じするため、莫ばく大だいな量の軍ぐん需じゆ物資が運ばれている最中だ。その中に紛れ込むのは恐おそらく不可能ではない。大軍は無理にしても、切り込み隊五〇〇人ぐらいなら。

《狂嗤の団》は最強の傭兵団として知られているが、切り込み隊と言えばその筆頭。とりわけ現在の切り込み隊長コルネリウスは歴代ウエールガロゼ最強・クライガーの二つ名を持ち、フライスラント軍との戦いでも信じられないほどの首しゆ級きゆうをあげているという。コルネリウス率いる《狂嗤の団》の精せい鋭えいが一度城壁の中に入ってしまえば、残してきた守備兵一〇〇〇人では対たい抗こうし得ないだろう。

「奴隷どもはどうした？　切り込み隊は五〇〇人ほどの小隊だ、奴隷に武器を持たせて戦わせればまだ対抗できるはずだ」

　ヘンゲローの街の男手はかなり徴ちよう兵へいしたが、それでもまだ数千人は残っているはずだ。彼らに武器を持たせて戦わせれば、文字通り袋ふくろ叩だたきにできる。

「それが……城内に入り込んだ傭兵の一人が、奴隷たちに向かって叫さけんで回ったのです。事態を静観すればアレンヘム公こう爵しやくの名において奴隷の身分から解放し、また奴隷兵として徴兵された兵士たちを家族の元へ返すと約束すると！」

「……くそっ、なんてことだ」

　ただでさえ奴隷の間でアレンヘム公爵の名声は高い。フライスラントの逃とう亡ぼう奴隷に、アレンヘム公は自由と家と土地を与あたえ続けているからだ。

　状じよう況きようが一気に悪化したことを、クンラートは認めざるを得なかった。

　フライスラント軍は、アレンヘム公国内に橋きよう頭とう堡ほを確保し、そこから大きな被ひ害がいを与えていく予定だった。

　だがアレンヘム軍にまったく逆のことをされたのだ。もしこのままヘンゲローの街を奪われれば、フライレヘレンデ・パスランルタイ・フアント自治領・フライスラントにはアレンヘム軍の橋頭堡ができてしまい、クンラート率いるこの六〇〇〇の軍勢は完全に後方を断たれることになる。

「閣下」と部下の一人が進言した。「ここは後方よりも眼前の《狂嗤の団》二〇〇〇を撃げき破はすることに集中すべきです。コステル伯との密約はできているのです、我が軍がネールデン城に逃げ込むことができれば、再起は可能かと」

「無理だ……。我が軍がネールデン城に入れたとしても、敵地にある橋頭堡など後方との連携ができなければ墓場にしかならん。我ら六〇〇〇の軍勢が長期駐ちゆう留りゆうできるだけの兵ひよう糧ろうがあるとも思えん」

「ここは敵地なのです、略りやく奪だつをすれば多少は……」

「そんなもの、一時しのぎにしかならぬ。ドワーフドウエルグの王国の目の前で略奪をすればどのような不興を買うかも分からんしな。父上に頼たのんで他の隊を動かすにも時間がかかる。こうなったら……撤てつ退たいだ。ヘンゲローの救きゆう援えんへ向かう。《狂嗤の団》の切り込み隊も、太守の館を陥落させることはできよう。だが我ら六〇〇〇の軍勢を相手に籠ろう城じようはできまい」

「なるほど……！　それに我ら六〇〇〇の大軍勢が帰還すれば、奴隷たちも誰だれが主人であるかすぐ思い直すことでしょう」

「そうだ、急ぎ撤退だ。コステル伯には使いを出せ。それから……メインデルト！」

　しばし思案した後、クンラートが評価している若い部下の一人を呼ぶ。

「は、ここに。なんなりとご命令を」

「今、一〇〇〇ルーデ先に《狂嗤の団》二〇〇〇がいる。我ら六〇〇〇に攻せめてくるとは思えんが、もし我々が撤退すれば追つい撃げきしてくる可能性ある。分かるな？」

「はは。殿しんがりの任、謹つつしんでお受けいたします」

　クンラートの言葉の意味を、メインデルトはすぐさま理解した。

「何人ほどの兵をお与えいただけるのでしょうか？」

「残念だがヘンゲローを攻めることを考えると多くは出せん。かといっておまえに死ねとは言わん。二〇〇人ほどの兵を与える。見通しの悪い森の入り口に兵を伏ふせ、大量の軍旗を立てるのだ。さらに兵士たちには法ほ螺ら笛を持たせ、森の中に伏せさせよ。敵が来ればすかさず法螺笛を吹ふき鳴らし、退散させるのだ」

「承知いたしました。大量の兵がいると思わせ、《狂嗤の団》の足を止めて見せましょう」

「うむ。時間が稼かせげた後は間道を通って撤退するか降こう伏ふくせよ。万が一の場合、身代金は私が出す」

「そのお言葉を頂ければ充分です。あとはお任せを」

「任せよう。よし、陣形を組み直せ！　撤退だ！」
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《狂嗤の団》第一大隊のマウリッツ大隊長は、《狂嗤の団》随ずい一いちの巨きよ漢かんとして知られており、コルネリウス切り込み隊長を除けば随一の実力者と言われていた。

　商人の家に五男坊ぼうとして生まれたマウリッツは、家を出て独立しなければならなかったが、商人は性に合わなかったこともあり、傭兵フールリングの道へ進んだ。剣けんを振ふり回すだけで金が稼げる傭兵は、マウリッツにとっては天職だった。

　一応は金きん銭せん欲よくも出世欲もあったがために大隊長という地位に就いた。だが、それ以上の地位を望んだことはなかった。前団長のランメルト、切り込み隊長コルネリウスなど、マウリッツ以上の統率者、マウリッツ以上の強者の存在を思い知らされたからである。

　もっとも、現在の団長は一八歳のカレルという若造である。もしカレルに才なくば、自分が代わりに立ってやろうという野望はあった。

　だが、アンデール夜や襲しゆう戦でカレルは見事な大勝利を演じた。そして今日、マウリッツは自身の野望を完全に捨て去ることとなる。

「またカレルの言う通りになったか」

　六〇〇〇という大軍勢でこの平野に入ってきたフライスラント軍は、一度はここで陣形を整え、攻める姿勢を見せた。《狂嗤の団》がいかに強兵であっても、三倍の軍勢相手に正面から攻められればさすがに勝ち目は低い。マウリッツ大隊長としても逃げを命令せざるを得ない場面だ。後方──北にあるコステル伯のネールデン城とてどのような動きを取るか分からない。

　だが昨日、マウリッツ大隊長はカレルにこう命令されていた。

『六〇〇〇のフライスラント軍は、必ずネールデン城への入城を諦あきらめ撤退する。そこを追撃しろ』

　完全に有利な状況にあるフライスラント軍が撤退するとは思えない。だが今まさに、彼らは撤退を始めていた。

「ヘンゲローの街の急きゆう襲しゆうがうまくいったということか」

「そのようですな」

　そう応じたのは、第二大隊の大隊長であるトビアス副団長である。

「わずか五〇〇の手勢で補給に紛れて城壁を突とつ破ぱするなど、大だい胆たんな策ではありますが理には適っておりました。さすがは団長に推すい薦せんされただけのことはありますな」

「ではこちらとしても給料分の命令は完かん遂すいせねばならんな。全員、移動準備！」

　状況は大きく変わろうとしていた。

　フライスラント軍の六〇〇〇が後退を始める。最初は六〇〇〇という軍勢が見事に統率され、一ひと塊かたまりとなって後退した。だが平野部はそれでいいが、街道が森に入るとその動きは止まる。

　街道の横よこ幅はばは一ルーデ（約三・八メートル）余り。しかも地形によっては馬車が一台通れる程度の広さしかないところもある。

　六〇〇〇の軍勢がそんな街道を通ろうとすれば、必然的に紐ひものように細長い隊列にならざるを得ない。たとえ五列縦隊が組めたとしても、行軍するとなれば軍列は三〇〇ルーデ（約二四○メートル）近くに及およぶ。フライスラント兵も急いではいたが、森の中の街道に六〇〇〇の軍勢が入ろうとするだけで、実に半時近い時間が必要だった。それは砂時計の砂が下側へ吸い込まれるのに似た光景である。

　そしてこの間に、第一・第二・第三大隊からなる二〇〇〇の《狂嗤の団》はフライスラント軍との距きよ離りを詰つめていった。森の中に未いまだ入れないでいるフライスラント兵に動どう揺ようが走り始める。

　そしてフライスラント軍の全軍がほぼ森に入った瞬しゆん間かん、ついに第一大隊マウリッツ大隊長は命令を下した。

「全軍攻アツルン・テン撃開始・アーンフアル！　俺に続け！」

　恐れを知らぬ傭兵たちが一いつ斉せいに駆かけ出す。森の中の街道を進むフライスラント兵たちは、慌あわてて前に逃げようとした。だが六〇〇〇の軍勢がひしめく狭せまい道に、そんな余よ裕ゆうはない。最さい後こう尾びのフライスラント兵は、たちまち恐きよう慌こうを来したかのようにバラバラに森に駆け込こんだ。

「森に逃にげ込んだ連中と降伏した兵の捕ほ縛ばくは第二大隊に任せよ！　我らはただ突つっ込めばいい！」

　マウリッツ率いる一〇〇〇人足らずの傭兵たちが森の中の街道を突き進む。予想通り敵軍の動きは遅おそい。

「うわあああ！　逃げろ、敵だ！」

　たちまち森の中は狂きよう躁そうで満たされた。さらにその混乱に輪を掛かけたのは、《狂嗤の団》の笑い声である。

「命令だ、全員笑え！　ははははははは！」

「うわっはっはっはっは！」

「はーっはっはっはっは！」

　狂くるったような、やけくそのような笑い声が森の中を満たす。それは自身の勇気をひねり出すために生まれた《狂嗤の団》特有の戦法だったが、アンデール夜襲戦を経験したフライスラント軍にとっては悪あく魔まの笑い声そのものであった。

「に、逃げろ！　早く行ってくれ！」

「む、無理だ！　前がつかえてるんだ！」

　街道に押し込められていたフライスラント軍は予想通り行き場を失った。そこへマウリッツは突とつ進しんし、大剣を振り払はらった。

「うわああああ！」

「ひいいいい!?」

　追撃にあたって、大隊長たちはカレルからある命令を出されていた。

『追撃にあたり、フライスラント軍の兵士は極力殺すな。奴ど隷れい兵はほとんどがヘンゲローの街の住人だ、殺すと支配が面めん倒どうになる。それに殺すより悲鳴をあげてくれた方がよほど役に立つ』

　理に適ってはいる。ゆえにマウリッツも、敵兵を殺すつもりはなかった。ただ大剣で吹き飛ばす。だがその人間離ばなれしたマウリッツの膂りよ力りよくを示すだけで充じゆう分ぶんな効果があった。付近のフライスラント兵の士気は失しつ墜ついし、前に逃げられる者は味方を押しのけてでも前に進み、それが無理な者は地べたに這はいつくばって降伏を申し出るか、あるいは周囲の森の中へ逃げ込むしかできなかった。深い森の中へ逃げ込んだ兵士は、二度と本隊には合流できない。それは兵士としては死んだも同然である。

　もはやマウリッツたちを遮さえぎるものはなにもない。蜘く蛛もの子を散らすように、フライスラント軍六〇〇〇を後ろから蹴け散ちらしていく。

　だが、そのときだ。森の両りよう脇わきから一斉にドラが打ち鳴らされた。

　さらにフライスラント軍の軍旗が一斉に森の中に立った。

「なんだ!?」「待ち伏ぶせか!?」

　恐おそれ知らずのマウリッツの部下たちも、さすがに何事かと足を止めようとした。だがマウリッツにとっては予想通りの展開である。

「怯ひるむな！　ただの時間稼ぎだ、気にせず俺に続けい！」

　それもまたカレルに指示されていたことだった。

『撤退にあたり、フライスラント軍は必ず殿の部隊を置くだろう。だがヘンゲローの街を奪だつ回かいするためには兵力を温存する必要がある。狭い道の中で大規模な殿部隊を展開することもできないし、そもそも急な撤退の途と中ちゆうで反転攻勢に出るための準備はできない。残された最後の手段は、街道の両脇にわずかな兵を置き、おまえたちが通りがかったところでドラや法螺笛を吹き鳴らし、大量の兵が待ち伏せていると見せかけることだけだ。追撃の際はこれを無視してひたすら笑いながら追撃しろ』

　指揮官が恐れなければ、部下もまたそれに倣ならうものだ。第一大隊の傭兵たちはほとんど足を止めることもなく、ドラの鳴り響ひびく森の街道を駆け抜ぬけた。

（カレルの予想が外れれば死ぬな）

　見た目に反し、博ばく打ちを好むマウリッツ大隊長ではない。だが今回はカレルの言うことを信じてみようという気になっていた。恐らくカレルの賭かけは正しい。ここでフライスラント軍が兵を割いて応戦できるほどの余裕があるとは思えないのだ。

　果たして、予想は正しかった。法螺笛の音が鳴り響き、周囲を旗に囲まれたものの、敵からの奇き襲しゆうは一度もなかった。

　最後の策を見破られたフライスラント軍はもはやただ落らく伍ご者を出し続けることしかできなかった。対照的に《狂嗤の団》に犠ぎ牲せい者は一人も生じていない。

　疲労の度合いも段違いだった。両軍は同じ距離を走っているが、フライスラント軍は命からがら恐きよう怖ふに駆られて走り続けている。それでは精神がもたない。

　一方、マウリッツ率いる《狂嗤の団》は笑い声を上げながら前進するだけでいい。武器すら振るう必要はなく、フライスラント兵は次々森の中へ逃げ去るか降伏した。ただでさえ《狂嗤の団》は奴隷兵と違ちがい常備軍であり、一日中魔物グルエルを捜さがして歩き回ることも珍めずらしくない。その練度はフライスラント軍と雲うん泥でいの差があった。
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「将軍閣下！　最悪です、最後尾が完全に《狂嗤の団》に食われました！」

　その報告が、最前列にいたクンラートの元にも届けられる。

　言われるまでもなく、後方から聞こえる悲鳴と笑い声で状じよう況きようは察していた。

　クンラートは将軍であるため騎き乗じようすることができたが、歩兵はどれだけ追つい撃げきで掃そう討とうされるか分かったものではない。

「くそっ、なんてことだ！　六〇〇〇の敵を恐れずこうも判断を誤らぬとは……！」

　こちらは向こうの三倍なのだ。普ふ通つうなら攻撃を仕し掛かけるのも躊ちゆう躇ちよする。だが二〇〇〇の《狂嗤の団》は、こちらが撤てつ退たいしたと見るや間かん髪はつ入れず攻撃してきた。偽ぎ兵へいの策は実行されたはずだが、効果があったように見えない以上、失敗したのだろう。こちらの動きを完全に予期していたとしか思えない。

「閣下、この先に小さな平原があったはず！　そこで一度陣じん形けいを整え《狂嗤の団》を迎むかえ撃うっては!?」

　幕ばく僚りようの進言を、クンラートは我が慢まんできず罵ば倒とうした。

「馬ば鹿かか貴様は！　すぐ後ろから逃げ惑まどう奴隷兵が殺さつ到とうしてきているのだぞ!?　一度でも動きを止めたが最後、逃げてくる味方に隊列を崩くずされそのまま《狂嗤の団》に食われるのは目に見えている！」

「た、確かに……」

「このまま撤退を続けるぞ！　夜になれば奴やつらも追って来られまい！」

　幸い、すでに日は沈しずみかけている。一いつ時ときもしない内に辺りは闇やみに包まれるはずだった。《狂嗤の団》も、軍勢を率いて夜の街道を追撃するのはさすがに危険だと判断するだろう。ただでさえ長ちよう距きよ離りの追撃で兵も疲つかれ果てているはずである。

（その間にこちらは夜通し撤退するのだ。命がかかっているとなれば奴隷兵どもも文句は言うまい。なんとかヘンゲローまで撤退すれば、いくらでも挽ばん回かいの機会はある！）
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「日が沈んだか。全員、歩みを止めろ！　街道を空けて後続に道を譲ゆずってやれ！」

　マウリッツ大隊長は、さすがに追撃の足を休めるよう命令を出さざるを得なかった。

　日が沈み、もうしばらくすれば松たい明まつなしに行軍することはできなくなるからだ。

（だが、追撃の本番がここからだとはフライスラント軍も想定していないだろうな）

　すべてカレルの計画通りであることに、あらためて感かん嘆たんする。そして、やはり大隊長辺りが自分の器であると認めざるを得なかった。

　第一大隊が追撃を止めると、間もなく後方から新たな一団がやってくる。

　ドワーフのオルゴ大隊長率いる第三大隊である。今回はドワーフのみで先せん鋒ぽうを構成しており、狭い街道を見み渡わたす限り──といっても夕ゆう闇やみで視界は限定されていたが──ドワーフたちが占せん拠きよする形となっていた。

「マウリッツ、ここにおったか。後は我ら第三大隊が引き継つぐぞ」

「任せよう。といっても、ドワーフの望むような戦いは恐らくないぞ。笑い声を上げて追い立てるだけで敵はいくらでも降こう伏ふくする有様だからな」

「我らが団長の戦果にはなるだろう、結けつ婚こん祝いにはちょうどよい。では行くぞ者ども！」

　ドワーフの野太い声が、辺り一帯を満たした。
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　フライスラント軍にとっては最悪の一晩が始まった。

　最初、彼らは安あん堵どした。日が沈んだ頃ころ、一度は《狂嗤の団》の追撃が止まったからだ。すかさずクンラートは松明を配布し、夜通し逃げられる態勢を整えた。食事など取っている暇ひまもない。死にたくなければ逃げろと命じる他なかった。

　最悪の一報はそのとき届けられた。

「閣下、大変です！　《狂嗤の団》が追撃を再開しました！　後方の兵士たちが次々と落伍を余よ儀ぎなくされております！」

「なんだと!?　この闇の中を一体どうやって!?」

「ドワーフです！　ドワーフの戦士団が後方から追ってきています！」

「そ、そこまで周しゆう到とうに追撃の準備をしていたのか……！　撤退だ、逃げよ！　死にたくなければ南へ走り続けろと全軍に命じよ！」

　クンラートの命令は忠実に実行された。もちろん多くの兵は不満だったが、《狂嗤の団》から逃のがれるにはその命令に従うしかなかったのだ。

　こうして再び追撃戦が始まった。実際のところ追撃を仕掛けていたドワーフの数は一〇〇人余りしかいなかったが、闇の中で追撃してくる敵の人数を把は握あくする手段などない。しかもドワーフは、最高速度では人間に劣おとるが体力という点では底なしである。おまけに夜目が利く彼らは、星明かりや月明かりがあれば簡単に野山を駆かけ巡めぐることができる。

「わっはっはっは！」と豪ごう快かいに笑いながら夜の闇の中を追いかけてくる無数のドワーフたちは、フライスラント軍の兵士たちの戦意を瞬またたく間に奪うばい取っていった。

「も、もう走れない……」

「降伏する！　命だけは……！」

　後方の兵士たちはもはや森へ逃げ込むこともできず、次々武器を捨て地面に這いつくばった。もっともドワーフたちは、そんな兵士たちに目もくれず笑い声を上げながら追撃を続ける。

　フライスラント軍は、闇の中を極限の恐怖と疲ひ労ろうとに追い立てられ、離り散さんする兵士の数すらとても把握できない有様だった。

「これほど周到な追撃を計画していたとは……。完全に上を行かれたか……」

　クンラートがどれだけ後こう悔かいしてももはや手て遅おくれだった。

　後方からの悲鳴と笑い声は途と切ぎれることなく続いた。クンラートら幹部たちが乗っていた馬も次々倒たおれ、もはや父に買ってもらった鎧よろいや剣けんを投げ捨て徒と歩ほで逃にげざるを得なかった。

　どうにか空が白み始めた頃にはさすがにドワーフの笑い声も、後方からの悲鳴も聞こえなくなっていた。

「逃げ切った……のか？」

　正直なところ、どれだけの被ひ害がいが出たのか考えたくもなかった。少なくともクンラートの周りには幕僚を含ふくめ、もう十数人しか残っていない。

　だが、クンラートの悪夢はまだ終わっていなかった。

「あ、いたわ！　ここよカレル！」

　不思議なことが起こった。

　どこからか十代ぐらいに見える若い女が現れ、そう叫さけんだのだ。

（なんだこの女は？）

　と思った次の瞬しゆん間かん。

　周囲からぞろぞろと屈くつ強きような兵士が集まってきた。いや、兵士にしては武装に統一感がない。彼らは──傭よう兵へいだった。

「おうおう、このへっぴり腰ごしは間ま違ちがいなくフライスラント兵だ！」

「動くなよ！　俺たちゃ泣く子も黙だまる切り込み隊よ！　動けば死ぬぜ！」

　傭兵たちの何人かがからかうように言った。

「余計なことを言うな、釘くぎを刺ささずともこいつらはもう疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ」

「へーい」

　その傭兵を、別の誰だれかが黙らせる。やけに若い傭兵だった。クンラートよりはるかに年下で、恐らくまだ十代ではないだろうか。

「この中にクンラート将軍がいるはずだが……。よく考えたら面識がないんだよな……。クンラート将軍、この中にいたら返事してくれないか？　もう争うだけ無む駄だだというのは分かっているだろう？」

「ああ、くそっ……」

　焦しよう燥そうし切っていたクンラートの心はついに折れた。

　もはや自分の正体を伏ふせていてもなんの益もない。部下を見捨てて小こ賢ざかしい延命手段に出たと悪評を買うだけだ。

「私だ、私がクンラートだ……。降伏する、頼たのむ、水をくれ……」

「そうか、安い条件でよかったよ。クンラート将軍、以後おまえは我がアレンヘム公国の捕ほ虜りよとして扱あつかわせてもらおう」

　こうしてフライスラント軍六〇〇〇は壊かい滅めつした。

　余談ながらこの日の戦いでもっとも苦労したのは第二大隊だったという。彼らは一晩中、フライスラント軍の落伍兵を捕ほ縛ばくし続けたのだ。その数は五〇〇〇人を上回っていたという。
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「なんだと!?　フライスラント軍が壊滅!?」

　コステル伯はくのもとに、フライスラント軍の幹部の一人が報告のため訪れたのは、その日の夕刻のことだった。

「一体なぜだ!?　ヘンゲローの街を《狂嗤の団》に奪われ急きゆう遽きよ撤てつ退たいするとは聞いていたが……なぜたった一晩で壊滅させられているのだ!?」

「は……。我が軍はヘンゲローの街を奪だつ回かいすべく撤退したところ、《狂嗤の団》の追撃を受けたのです。その追撃は非常に苛烈で、一晩中《狂嗤の団》の笑い声が響ひびき渡わたり、我が軍は交戦どころではなく散り散りに……。さらにヘンゲローの街を占拠していた《狂嗤の団》が北上、クンラート将軍閣下は南北から挟きよう撃げきされる形で捕虜となりました」

　信じられなかった。《狂嗤の団》はわずか二、三〇〇〇。それが六〇〇〇の敵軍相手に再び大勝利を収めたというのだ。

「待て、なぜ貴様はこうしてここに来ている？　クンラート将軍が捕虜にされるほどだ、他の幹部が逃げ切れるとは思えんが」

　報告に来たその人物は、がっくりとうなだれた。

「私は事の次第を正確に伯はく爵しやくさまにお伝えしろと、《狂嗤の団》のカレル団長に解放されたのです……」

「ええい、役立たずのフライスラント軍め！　誰かこいつを客室に放り込んでおけ！　騎き士しを集めろ、奴らが攻せめてくるぞ！」

　領主の命令に、家臣たちはもちろん従った。

　ただし、暗い雰ふん囲い気きが満ちあふれているのは間違いなかった。六〇〇〇ものフライスラント軍を簡単に撃げき退たいした《狂嗤の団》相手に勝利の道はあるのか。ただでさえこの城は孤こ立りつしており、今やアレンヘム公国全土を敵に回しているのだ。

　だがコステル伯に進言しようとする者はいなかった。少なくとも彼の家臣の中には。

　ただ一人コステル伯の前に進み出たのは、セシリアだった。

「コステル伯。もうやめましょう」

「なんだと!?」

　自分の思い通りに扱おうとしていた女に、降伏を勧すすめられたのだ。高こう慢まんな性格であるコステル伯には耐たえ難がたいことだった。

　殺さんばかりの険しい視線でセシリアを睨にらみつける。自分はセシリアの生せい殺さつ与よ奪だつを握にぎっているのだ。それはセシリアにもよく分かっているはずであり、事実セシリアは一いつ瞬しゆんだけ怯ひるむ様子を見せた。

　だが怯んだのは文字通り一瞬だけで、気き丈じようにコステル伯を見つめ返す。

「《狂嗤の団》は大軍のフライスラント軍を何度も打ち破ってきた最強の傭兵団よ。この小さな貴族領一つで対たい抗こうできると思っているの？」

「黙れ！　我がネールデン城は堅けん城じよう、《狂嗤の団》に落とすことなどできん！　ただでさえ我が城は密かに送り込まれたフライスラント兵によって強化されているのだからな！」

「敵国からやってきた援えん軍ぐんでしょう？　信用できるの？」

「ふん、確かに奴やつらは我が城を乗っ取るため送り込まれたのかもしれん。だがフライスラント軍が壊滅した以上、この城を守るため命いのち懸がけで戦わざるを得まい！」

「確かにそうかもしれないわ。でも今、このネールデン城は完全に孤立してるのよ。たとえ城に籠こもって時間が稼かせげても、いつか陥かん落らくするのは目に見えているわ」

　それはコステル伯自身はもちろん、多くの家臣が思っていたことでもあるのだろう。謁えつ見けんの間の空気が一瞬凍こおり付いたようだった。

　だがコステル伯としてはそんな事実を容認するわけにはいかなかった。

「黙れ黙れ！　フライスラントにはまだいくらでも兵士がいる！　時間さえ稼げばフィクトル総そう督とくがなにか手を打つ！　あの男こそ《狂嗤の団》の敗北をもっとも望んでいるはずだからな！」

「フィクトル総督が動いてくれるとしても、それは決してあなたの利益のためじゃないわ。そんなことぐらいあなたにも分かっているはずよ」

「もうよい！　セシリアを部屋に閉じ込めておけ！」

　伯爵の命令は絶対であり、忠実に実行された。二人の騎士がセシリアの両りよう脇わきを取り囲む。だがセシリアは「一人で歩けるわ」と自らその場を去って行った。

　後に残されたのは、《アレンヘムの聖女》を邪じや険けんに扱ったことへの気まずい空気だけだった。

「コステル伯。魔王グローテ・戦役オールログがそうであったように、《アレンヘムの聖女》のご加護さえあれば我が軍の士気は高まり勝利の可能性もあるのでは……？」

　そう提案したのはブローム伯である。

「ふざけたことを抜ぬかすな！　《アレンヘムの聖女》など所しよ詮せんは二〇〇年前に作られた伝説に過ぎぬ！　戦場に都合のいい奇き跡せきなどない、戦いくさは強い方が勝つのだ！」

《アレンヘムの聖女》の本当の力を知っている者は非常に限られている。コステル伯は、父や祖父から魔王戦役における先祖の活かつ躍やくを聞いてきた。少なくとも先祖の戦いの場に、聖女の加護などというあやふやな力が存在していた形けい跡せきはなかったと、そう伝えられてきたのだ。

「そもそもブローム伯、貴様が自領を取りまとめて兵を集めることができれば、我々は孤こ立りつ無む援えんとならずに済んだのだ！　だというのに家臣の同意を得られそうにないなどと戯ざれ言ごとを吐はき、我が城で無む駄だ飯めしを食らうことしかできんとは……！　〝鉄壁アイゼルムール〟の名は地に落ちたようだな！　〝宿屋の主人ヘルベルギール〟とはよく言ったものだ！」

〝宿屋の主人〟という不ふ名めい誉よな二つ名を耳にした瞬間、ブローム伯は顔を真っ赤にして怒ど気きを巡らせた。

　さすがに言い過ぎたとコステル伯も自覚したが、もはやお互たがい引くことのできる状じよう況きようでもない。ブローム伯はそのまま無言で謁見の間を後にし、コステル伯もまた彼の存在を無視して家臣に防衛の命令を出すのだった。
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《狂嗤の団》がコステル伯の居城近くに姿を現したのは、フライスラント軍が撃げき滅めつされた翌日のことだった。さすがに一晩かけての追つい撃げきによる疲労は大きく、カレルも傭兵たちに丸一日の休息を取らさざるを得なかったのだ。

「欲よくを言えばあと一日休息させるべきです。ただでさえ今は夏場。野営で疲つかれを取るのは困難です」

　トビアス副団長はそう進言したが、カレルは却きやつ下かした。

「心配しなくていい。ネールデン城は戦わずとも陥落させる算段はついている」

　アンデール夜や襲しゆう戦に続き、昨日の大勝利を演じたカレルにそう自信満々に言われれば、トビアス副団長を含む幹部たちは黙って従わざるを得なかった。純じゆん粋すいに興味もあったのだ。婚こん約やく者を人質に取って堅城に立て籠もった裏切り者の貴族を、どうやって戦わずして降こう伏ふくさせるのか──と。

　そして討とう伐ばつ暦一九八年乾燥月（七月）一八日。カレル率いる《狂嗤の団》一五〇〇余りは、ネールデン城の城下町の東側に接近した。兵数が大きく減っているのは、五〇〇〇人という膨ぼう大だいな捕虜の移送のため兵力を割かざるを得なかったためである。

　兵の少なさ以上に、敵味方を問わず誰もが不思議に思ったのは、《狂嗤の団》の布ふ陣じん位置である。なぜ東なのか。確かに《狂嗤の団》には城下町を包囲できるだけの兵力はない。だがフライスラント自治領との連れん携けいを断つなら城の南側に、アレンヘム公国との補給を重視するなら城の北西側に布陣すべきなのだ。

　しかも梯はし子ごや破は城じよう鎚ついといった城しろ攻ぜめに必要な道具は一切ない。城から矢が届かないよう四〇ルーデ（約一五〇メートル）ほど離はなれたところにたむろしているだけという有様だ。

　不ふ可か思し議ぎな城攻めは、まず降こう伏ふく勧かん告こくから行われた。

「ネールデン城のコステル伯に告げる！」

　大声で言い放ったのは第三大隊のオルゴ大隊長である。彼が選ばれたのは、単純に声の大きさが重視された結果である。

　オルゴ大隊長の降伏勧告は、ごく普ふ通つうのものだった。援軍としてこの地に向かっていたフライスラント軍は撃退され、クンラート将軍は捕虜となった。もはやおまえたちに味方する者は誰だれもいない、降伏せよ──。

　城からの返答は、当然のようになかった。ここまでは誰もが予想した展開だろう。

　状況が一変したのはそれから半時と経たたないときのことである。

　最初、その変化は斥せつ候こうからの報告という形で表れた。

「団長、東からドワーフの一団が向かってきております」

　ここはストゥルール王国とアレンヘム公国の首都を繫つなぐ街道の真ん中である。ドワーフが通りがかることは珍めずらしくない。ただ、大きな荷物を輸送中のドワーフの一団がやってくることは希け有うだった。

「知っている。ここへ案内してくれ」

　ドワーフの一団は、間もなくカレルの元までやってきた。

「カレルどの、わしはゴーリンと申す者。王の命令を受け祝しゆく砲ほうを上げるべく参ったのだが、目標はあの城じよう壁へきか？」

「そうだ。早速準備を頼む」
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　カレルたちの行動は、当然コステル伯はくのいる城壁上からもよく見えた。

「なにをやっているのだあいつらは。あのドワーフの集団はなんなのだ……？」

　当然ながら見ているだけではその答えは分からない。

　間もなく、ドワーフたちは持ってきた資材を使って奇き妙みようなものを作り始めた。鉄や木を組み立てて台座を作り、先せん端たんには網あみのようなモノが取り付けられる。

　段々とその全ぜん貌ぼうが見え始めると、コステル伯の顔色が変わった。

「あれはまさか……！　投石機か!?」

　攻城兵器の筆頭とも言える投石機。正確には平へい衡こう錘すい投石機という。巨きよ大だいなおもりの重さを利用して、反対側に付けられた網を勢いよく振ふり回し、中に入った砲ほう弾だんを飛ばすという兵器である。もっともドワーフたちはそれを、城攻めではなく山間での物資の輸送のために使うという。

「馬ば鹿かな！　なぜドワーフがカレルの味方をする!?」

　その答えは、当のドワーフたちによって明らかにされることとなる。

「コステル伯！　この度は我らが偉い大だいなるゲンラール王の命により、セシリアとカレルの結けつ婚こんを祝うべく祝砲を上げに参上した！　貴公もアレンヘム公に忠誠を誓ちかう武家として、甘んじてこの祝砲を受け止められよ！」

「祝砲だと!?」

　そんな馬鹿げた理り屈くつがあるか──と抗こう議ぎするよりも早く。

　最初の祝砲が打ち上げられた。平衡錘投石機の巨大なおもりがグンと下がり、その勢いを利用して支柱が半回転、支柱の先に取り付けられた網が振り回され、中に入っていた砲弾が勢いよく飛び出す。

　信じられないことに、それは鉄でできた砲弾だった。およそドワーフにしか作れず、運べず、装そう塡てんもできない強力な弾たまである。

　放たれた鉄の砲弾は、その重量からは信じられないほど軽々と空を舞まった後──ネールデン城の城下町を取り囲む城壁に衝しよう突とつした。

　すさまじい衝しよう撃げき音が辺りに轟とどろいた。

　石の壁かべから煙けむりが上がる。着ちやく弾だん部分のみならず、その周囲の石もまた大きく崩くずれ、兵士たちが慌あわててその周囲から逃にげ出す。

「し、信じられぬ……」

　崩れた城壁は、もはや徒歩でも駆かけ上がることができるだろう。堅城を謳うたわれたネールデン城の城壁が、たった一発の砲弾で穴を開けられたのだ。コステル伯を含ふくむ兵士たちの動どう揺ようは大きかった。
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　動揺するネールデン城の人々とは反対に、歓かん声せいを上げたのはカレルたち《狂嗤の団》である。

「すごいな！　一発で命中するとは！」

　カレルもゴーリンの手しゆ腕わんをほめたが、当の本人は不服そうだった。

「いや、あれはただ運がよかっただけだ。本来なら一発目は弾だん道どう調整用に放つのだが」

「まあどっちでもいいさ、実際に城壁は崩れたんだからな。さあ、これで終わりだ」

「終わり？　二発目は撃うたなくてよいのか？」

「ああ。撃つ素そ振ぶりだけ見せてくれればそれでいい」

「まあそれならそれでよいが。鉄の砲弾は高いしの」

　コステル伯を降伏させる準備は、これですべて整った。

　まず援えん軍ぐんを断ち、孤立無援の状況を作ることで籠ろう城じようの意味をなくし、ドワーフの攻城兵器を見せつけることで勝ち目がないことを自覚させる。

　残るは最後の一押しである。

（フィクトル総そう督とく。コステル伯はく爵しやく領に密かに兵を送り込んだ手際は見事だった）

　今回の三武伯二人の謀む反ほんについて、フィクトル総督はかなり悩なやんだはずだ。二人の謀反が本当なのか。謀反を起こしたフリをしてフライスラント軍を呼び寄せ、撃滅する策ではないのか──と。

　だからフィクトル総督は、間道を通らせ少数の兵をコステル伯の居城に送り込んだのだ。表向きはネールデン城の守備を強化するため。本当の理由は、コステル伯がフィクトル総督を信用しているか見極めるためだったのだろう。

　幸い、コステル伯はフィクトル総督の援軍を城内に受け入れた。だからこそ、フィクトル総督はコステル伯の謀反を信じ、次男に命じて大軍を北上させたのだ。

（だが、今回ばかりはそれが仇あだになったな）

　フィクトル総督もさすがに気付けなかっただろう。たった一人の少女の家族を思うがゆえの行動が、フィクトル総督の完かん璧ぺきな戦略を打ち砕くだくことになることを。

　カレルは、ミーリエルに世話を任せていた一人の少女を連れてきた。

「ヴィル。行くぞ」

「う、うん……」

　カレルと逃とう亡ぼう奴ど隷れいの少女は、たった二人で城壁に近づいた。

　それこそ矢で射ることのできる距きよ離りだ。だが城壁を破は壊かいされた衝撃か、子供に矢を射ることへの抵てい抗こうか、あるいはこれ以上状況を悪化させたくないという暗あん黙もくの了りよう解かいがあったのか、射られた矢は一本たりともなかった。

「頼たのむ。お父さんの命は、おまえの声にかかってるんだ」

「分かった……」

　ヴィルは一度大きく息を吸うと、城壁目め掛がけて一いつ生しよう懸けん命めいに声を張り上げた。

「おとーさあああん！　わたしだよ、ヴィルだよ！」

　七歳の少女とは思えない大声だった。すべては父を思うがゆえだろう。

「おねがい！　おしろから出てきて！　公こう爵しやくさまがやくそくしてくれたの！　この国でお父さんと一いつ緒しよにくらしていいって！　だからお父さん、出てきて！　お願い！」

　カレルもヴィルの思いに報いるべく、大きく息を吸って声を張り上げた。

「この少女の故郷、ヘンゲローの街はすでに我々の手に落ちた！　ネールデン城に籠こもるフライスラント軍の奴ど隷れい兵たちに告げる！　今降伏すれば命を助けるだけではなく、平民として家族と共に暮らすことを許そう！」

　それが、後に〝公国アレンヘムの動乱〟と呼ばれる大規模な謀反劇が終しゆう了りようした瞬しゆん間かんだった。
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　その後は、カレルたちがなにかをする必要もなく、事態は簡単に収束していった。

　ネールデン城やその城下町には多くのフライスラント軍の奴隷兵が援軍として送り込まれている。正確な人数は分からないし、その中に本当にヴィルの父親がいるかも分からない。ただカレルとしては、どちらでもよかった。とにかく頼みの城壁が役に立たず、かつヘンゲローの街からやってきた奴隷であるヴィルに、降こう伏ふくすれば奴隷兵は皆みな許され、しかも平民になれると喧けん伝でんしてもらえればそれでよかった。

　あとは放っておいても城の中ではコステル伯と奴隷兵が睨にらみ合いになる。もし城の中にヴィルの父が本当にいたなら、その対立はもっと簡単に深刻化するだろう。一つの城の中で二つの勢力が睨み合いになれば、もはや《狂嗤バルダー・の団ブリガーデ》とドワーフドウエルグ相手に籠城戦はできないことは誰にでも分かる。

　だから、ヴィルの説得から一いつ時ときと経たたないうちに閉ざされていた門が開き、中から現れたコステル伯が膝ひざを突ついて頭こうべを垂れたことは、意外でもなんでもなかった。

「降伏する。私の命はどうとでもしろ。だが家臣は助けてやってくれ」

　コステル伯はそう言うと持っていた巨大な斧おのを捨て、その場に座り込んだ。

　これだけ本格的な反乱を起こしておきながら、今いま更さら家臣の心配をするとは──とカレルは憤いきどおりを隠かくせなかった。あるいは、家臣の命を心配するフリをすることで最後の名声を保とうとしたのかもしれない。

　だが、無血で開城できるのならそれに越こしたこともなかった。

「降伏を受け入れよう。コステル伯を縛しばり上げて連行しろ」

　傭兵フールリングたちが彼を縛り上げて連れて行く。

　コステル伯をどんな罰ばつに処するかはまだ決めていなかった。結果的にほとんど死者が生じることはなかったが、一歩間ま違ちがえれば血で血を洗う悲ひ惨さんな戦争の末にセシリアを奪うばわれていたかもしれないのだ。彼の罪は今後あらためて裁かなければならない。

　どのみち、コステル伯の処しよ遇ぐうよりも優先すべきことがあった。

　カレルは開いた門に目をやった。そこには、今一番会いたい人が当然のように姿を見せていた。

「カレル！」

「セシリア！」

　一ひと月つき前のカレルなら、なにかと理屈を付けたところだろう。謀反人に囚とらわれていた婚こん約やく者と久しぶりに会えたんだから、抱だき合うぐらいのことは当然だろう──などと。

　だが今回は違ちがった。カレルとセシリアは、お互たがいの姿を見つけると、周囲の目などまったく気にせず一直線に駆け寄り、そして一いつ杯ぱいの笑みを浮うかべて抱き合った。

「よかったわ。またこうして会えて」

「俺もだ。本当にそう思うよ」

　セシリアの柔やわらかい体や、セシリアの体温を全身で感じる。こうして彼女を再び抱くことができたなら、これまでの苦労も吹ふき飛ぶというものだった。

　カレルの背後で、傭兵たちが一いつ斉せいにはやし立てた。そういう反応には慣れてないのだろう。照れたようにセシリアは傭兵たちを見た。

「もう！　なんなの、あなたの部下は」

「すまないな、躾しつけがなってなくて。でももう慣れた方がいいぞ。どうせ半月後には……」

「……そうね。結けつ婚こん式だものね」

　そう言って、セシリアはカレルの胸に自らの額を預けた。




　その後、《狂嗤の団》は城下町に入った。それは町の制圧や武装解除のためではなく、傭兵たちに休息を取らせるという意味合いの方が大きい。

　幸いこの城下町は宿場町としても栄えている。一〇〇〇人ほどの傭兵に酒や寝ね床どこぐらいは提供できるはずだった。

　一方でカレルはセシリアや幹部たちを伴ともないネールデン城に入城した。そして、その謁えつ見けんの間で思わぬ人物と出会うこととなる。

　裏切った三ドリー・ク武ライフスグ伯ラーヴエンの一人、〝鉄壁アイゼルムール〟ブローム伯である。

「この度は公爵家に対する恩も忘れ、セシリアさまに数々の無礼を働いたこと、言い訳のしようもございません。私はすでに死を覚かく悟ごしておりますが、今回の一件は家臣たちのあずかり知らぬこと。何なに卒とぞ我が伯爵家に仕える者たちには寛かん大だいな処置を賜たまわりますよう」

　ブローム伯は頭を垂れ、用意していたらしい謝罪の言葉を口にした。

「今回の反乱で一番分からなかったのがおまえだ、ブローム伯」

　カレルは怒いかりを堪こらえて訊たずねた。彼のせいであやうくセシリアと永遠の別れを強制させられるところだったのだ。今すぐ斬きり捨てたいぐらいだった。

「なぜおまえは裏切り、セシリアの拉ら致ちに及およんだんだ？　コステル伯の動機はセシリアから聞いた。彼はセシリアに執しゆう心しんだったとな。だがおまえは分からない。聞けば家臣にも相談せず、独断で謀反を決意し、セシリアを拉致したという。一体なにがおまえをそこまで駆かり立てたんだ？」

「あなたがセシリアさまの夫にふさわしくないと判断したがゆえです。あなたはセシリアさまとの結婚を控ひかえた身にありながら、エレオノーラ王姉殿でん下かを妊にん娠しんさせるという不ふ貞ていに及んだではありませんか」

　確かにそれは動機の一つにはなり得たかもしれない。

（本当にそれだけが理由なら、堂々と正面から言えば済む話だ）

　三武伯にはその程度の忠言をする権利がある。だが、彼はそうしなかった。家臣にも相談せず独断でセシリアを拉致するという凶きよう行こうに及んだのだ。

　頑かたくなな彼の態度を見る限り、その理由を教えてくれるとは思えない。もはやブローム伯については放置しておくしかないのか──と考えたときのことだった。

「ブローム伯。おまえはウソこそついていないが、すべてを話してはいないようだな」

　意外な人物から指し摘てきが入った。ヴェッセルである。

「まさか、あなたは……摂せつ政しよう殿でん下か!?」

　ブローム伯が驚おどろいたのは当然だった。彼だけではない、セシリアも驚きを隠そうともしない。当然だろう、まさか隣りん国ごくの王の代理がこの国に来ているなど、想像がつくことではない。

　カレルにとっても意外だった。ヴェッセルはこんな動乱の地に現れなくとも、首都ルールモントで結婚式が開かれるのを待っていればいい。どうやら思っていた以上に首を突っ込こみたがる性格らしい。

「久しいな、セシリア。と言っても儀ぎ礼れい的な挨あい拶さつをしたことしかない仲だが」

「ご、ご無ぶ沙さ汰たしております殿下。なぜここに……？」

「決まっているだろう、おまえたちの結婚式に出席しに来たのだ。まあ私のことはいいだろう、王の代理が五フアイフ芒ステル・国ランデンのどこを歩こうが咎とがめられるいわれはあるまい？　そんなことよりもブローム伯。もはやおまえは降伏したのだ。ならばすべてを話さなければわだかまりが残るだけだぞ？」

「……私はすべてを申し上げました。いえ、まさか」

　問われたブローム伯は、なにか思い出したように表情を変えた。

「まさか……私に《魔王のデ・レウフ左腕エンケネル》のお力を使ったのですか？　私の心を読んだと？」

《魔王の左腕》。王家に伝わるという、他者の心と直接会話できるという秘宝だ。

（王家の切り札とも言われる宝を簡単に王都から持ち出すとは思えないが……）

　カレルの推測通り、ヴェッセルはブローム伯の指摘を笑い飛ばした。

「安心するがいい、《魔王の左腕》はそう簡単に持ち出せるものではない。それよりも今のおまえの反応で確信したぞ、やはり反乱を起こした真の理由があるようだな」

　ブローム伯は慌あわてて無表情を装おうとしたが、もはや手て遅おくれだった。

「王家の前でウソなどつけぬ。まして私は暗あん愚ぐ、盆ぼん暗くらと言われ続けてきた男だ。ブローム伯、おまえが公こう爵しやく家を裏切った本当の理由ぐらいは簡単に分かる。大方、〝宿屋の主人ヘルベルギール〟などと陰かげ口ぐちを叩たたかれる状じよう況きように嫌いや気けが差したのだろう？」

　それはカレルにとって予想だにしない指摘だった。

「まさか。そんなことで三武伯の一人が反乱を起こしたりは……」

「カレル、おまえはなかなかの慧けい眼がんの持ち主だが、だからこそ些さ細さいなことを見落としがちのようだな。いいか、アレンヘルトフドムヘム公国・アレンヘムは《呪われフエルドウーた地ムデ・ラント》からやってくる魔物グルエルに対たい抗こうすべく建国された国だ。そして〝鉄壁〟ブローム伯と彼の居城フェンロー城じよう塞さいは、魔物との戦いで大きな貢こう献けんを果たしてきた家系だ」

「よくご存じで……」

　セシリアが舌を巻いた。

「ところが五〇年ほど前から《呪われた地》との境界線バーケンランデンが年々東へ移動した結果、今やブローム伯はく爵しやく領は《呪われた地》から遠く離はなれ、フェンロー城塞も単なる傭兵たちの駐ちゆう留りゆう所となっているという。それゆえにブローム伯は〝宿屋の主人〟という不ふ名めい誉よなあだ名を付けられている。それが我が慢まんできなかったのだろう？　だからこそアレンヘム公国を裏切り、フィクトル総督スタツトハウダーに付こうとしたのだろう？　見返りは領地の配はい置ち換がえといったところか」

　カレルは信じられないと言いたげに、ブローム伯の顔を見つめた。

「まさか、本当にそんな理由で裏切ったというのか？」

「そんな理由と仰おつしやいますか。なるほど殿下の仰る通りだ、あなたには分かりますまい」

　ブローム伯は寂さびしそうに笑った。

「我が伯爵家は、武勇によって〝鉄壁〟の称しよう号ごうを得、爵しやく位いと領地とを与あたえられたのです。それが今や私は〝宿屋の主人〟と笑われ、かといって名誉を挽ばん回かいすべく戦功を上げる機会もない。兵を率いて遠えん征せいするには莫ばく大だいな費用がかかります。家臣や領民に負担を強しいてまで魔物と戦いに行くわけにもまいりません。魔物討とう伐ばつのためとはいえ、主家の領地へ私兵を率いて進しん入にゆうすることも好ましくは見られないでしょう」

　もっともな話だった。魔物との戦いは、なんの利益も生まない。だからこそアレンヘム公国も数々の特権を与えられ、その利益でどうにか戦ってきたのだから。

「今更領地換えを願い出るわけにもまいりません。我が一族も家臣たちも一九八年、同じ土地に住んできたのです。領主が魔物と戦いたいからという理由で引っ越しをさせるわけにもいきませんからな」

「だからフィクトル総督に付いたというのか……？」

「その通りです、裏切りの報ほう酬しゆうとして境界線付近に領地を頂くこととなっておりました。境界線付近の危険な土地などフィクトル総督も持て余すでしょうからな」

（そういうこともあるのか……）

　金銭的な利益ではない、名誉のための反乱というわけである。

　カレルは商人に育てられたがゆえに、他人の損得に対する機き微びには聡さとい。フィクトル総督に対抗できたのも、それが理由だった。

　だが貴族とはこれまで縁えんがなく、金銭ではなく名声を求めて反乱する者がいるとは思わなかった。まさか境界線近くの危険な土地を得たいがために、フィクトル総督に付く者がいるとは。

「つくづく残念です、カレルさま。あなたは一月前、アンデール夜や襲しゆう戦において名を馳はせた。あのときあなたが敗北していれば、我が伯爵家にも出しゆつ陣じんの機会があったものを」

〝海将アトミラール〟ネーケンス伯にも同じようなことを言われた覚えがある。アンデール夜襲戦において、カレルは三武伯に助力を頼たのむことなく、《狂嗤の団》のみで対処し、そして大勝利した。おかげで武ぶ勲くんを立てる機会を失った──と。

　もしアンデール夜襲戦の大勝利がきっかけとなって今回の反乱に繫つながったというのなら、起こるべくして起こった反乱というわけである。

「勝手な言い分ね」

　なにも言えないでいるカレルに代わってそう指摘したのはセシリアだった。

「この国は危うく大きな戦乱に巻き込まれるところだったのよ？　あなたにどんな言い分があろうと、その事実は変えられないわ」

「仰る通り、詮せん無ないことを申しました。そもそもすっかり戦いくさから遠ざかった今の私に、出陣の機会があったとしても功など挙げられなかったでしょう。ただ私が愚おろかだったというだけの話です」

「そうでもない」カレルは言った。「おかげで人の機微というものが少しは分かった気がするよ。感謝する気にはまったくなれないが……今後の治世の参考にでもさせてもらうさ」

　ブローム伯やセシリアが呆あつ気けに取られた一方、ヴェッセルは声をたてて笑った。

「はははは！　なるほど、若さゆえの素直さといったところか。セシリア、おまえの婚約者はなかなか見所がありそうだな。お父上には人を見る目がおありのようだ」

「わたしもそう思います」

　セシリアは今回ばかりは堂々と言い放ったので、カレルは喜色が顔に出るのを堪えねばならなかった。

「これが今回の動乱の結末といったところか。カレルよ、おまえの為人ひととなりはとくと見せてもらった。どうやらアレンヘム公国を任せるだけの器はあるようだ。今後も苦労はあろうが王家のために励はげむように」

「はあ」

　ヴェッセルの勢いに押され、曖あい昧まいに頷うなずく他なかった。

「では今度こそゆっくりとアレンヘムの観光でもさせてもらうとしよう。なに、おまえたちの結けつ婚こん式には戻もどってくる」

　陽気にヴェッセルは立ち去り、カレルは呆気に取られたようにそれを見送るのだった。

「……不思議な人ね」

「まったくだ。だがまあ、いいんじゃないか。王の代理を名乗る人物が、一応は認めてくれたんだしな」
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　ヴェッセルがネールデン城の外に出ると、十数人の騎き士したちがそれを出で迎むかえた。

「もうご用は済んだのですか？」

　彼らを代表して、護衛騎士のファースが声をかける。

「ああ、待たせたな。あとはしばらく周辺を見回った後、ルールモントで結婚式見物だ」

「承知いたしました。それにしても末すえ恐おそろしい男ですね、カレルという人物は。まさか六〇〇〇の軍勢相手にほとんど死傷者も出さず完勝するとは……」

　ファースの感想に頷く。

「まったくだ。相手の本ほん拠きよ地ちを急きゆう襲しゆうしてフライスラント軍を強引に退たい却きやくに追い込み、体力に任せて一晩中追つい撃げきするとはな。あのようなやり方を用いられては、数の有利など意味を為なすまい。我が国もドワーフの戦士団を雇やとうことを検討すべきだな」

　実際ヴェッセルは、言葉以上にカレルを買っていた。

　ヴェッセルは王国を出国するに当たり、一つだけある手を打っていた。《魔王の左腕》を持ち出していたのだ。今玉座に置かれているのは、精せい巧こうに作られた偽にせ物ものである。

　これはマリアンも承知のことだ。もちろん一九八年に亘わたって王家を守ってきた《魔王の左腕》を持ち出すことに抵てい抗こうはあったが、すでに王国の足場はそれなりに固まっている。それにまさか玉座に飾かざられている《魔王の左腕》が偽物だとは誰だれも想像できないだろう──という判断のもとである。

　すべてはカレルという一八歳の若造を見定めるためだった。なにせカレルは五芒国の一つを与えられ、魔王が再臨する未来でも大きな役割を担うことが期待されている。多少の危険を冒おかしてでも《魔王の左腕》で為人を見定める価値は充じゆう分ぶんにあった。

　そしてヴェッセルは結論を出していた。

（カレルにはアレンヘム一国を与える価値が充分にある）

　ヴェッセルが初めてカレルと出会ったのは、コステル伯爵領を脱だつ出しゆつしたカレルが《狂嗤の団》と合流したときのことである。そのときすでに《狂嗤の団》に合流していたヴェッセルは、自分が来ていたことを秘するよう傭よう兵へいたちに命じた上で、密かにカレルの心の声を文字通り盗ぬすみ聞きしていた。

　当然、天幕の中でカレルを含ふくむ《狂嗤の団》の幹部が会議を開いていたときも、その外でカレルの心の声を密かに盗み聞きしていた。あのときのカレルの決意は、何度思い出しても笑えるものだった。

「分かったよ、だったら俺もなんとかして全部救ってやる！」

　心の声にウソはつけない。カレルは半ば自じ暴ぼう自じ棄きだったかもしれないが、セシリアと《狂嗤の団》の傭兵はもちろん、ヴィルという少女の父親がいるかもしれないフライスラント軍さえも救おうとしたのだ。

　不可能だとか無む謀ぼうだとかそういった要素を無視すれば、それはヴェッセルが手を貸すに値する理由である。だからこそヴェッセルはカレルに大事な情報をくれてやったのだ。この五芒国において、ヴェッセルただ一人にしか維い持じし得ない情じよう報ほう網もうから得た情報を。

（カレル。おまえにはマリアンのためにもせいぜい苦労してもらうとしよう。なに、少しぐらいなら手伝ってやる）

　心の中でカレルをからかうヴェッセルであったが、明日あすは我が身であることを彼はまだ知らなかった。
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　アレンヘム公国の動乱劇が終わってから、瞬またたく間に半月が経った。

　収穫の月オーフストマーント（八月）一日。この日、アレンヘム公国は喜びに沸わいていた。公国を治めるアレンヘム公爵の一人ひとり娘むすめ、セシリアの結婚式が行われたためだ。

　カレルとしてはなんとも不思議な結婚式ではあった。なにしろすでに一度体験しているのだ。これまでにも夢で見た未来を再体験することはあったが、人生の節目となるであろう結婚式をまた行うというのは、正直なところ卑ひ怯きようという気がした。

　なにせセシリアの花はな嫁よめ姿すがたもすでに見ている。それにアレンヘム公爵がカレルの元へ娘を連れて行くという父親としての最後の役目を立派に果たすことも知っている。

「後は……頼んだぞ、カレル」

　それでも、アレンヘム公からその頼みをされたときだけは、真しん剣けんにならざるを得なかった。

「……全力を尽つくします」

　夢の中と同じように、カレルがたったその一言を口にすることには、相当な覚かく悟ごと労力が必要だった。

　カレルはよく知っていたからだ。対応を一つ誤っただけで、自分とセシリアは簡単に引き離はなされかねないことを。運命とはそれほどに脆もろいものだということを。

　カレルの返答に、アレンヘム公は満足したように頷くと、無言でセシリアの腕うでを取った。そして彼女の腕をカレルの腕に絡からませる。

　父から娘を受け取る儀ぎ式しきは、夢のときと同じように滞とどこおりなく終わった。二人はアレンヘム公に背を向け、歩き出す。

　そのとき、夢と違ちがってセシリアの頰ほおには涙なみだが一筋零こぼれた。無理もない。彼女はブローム伯はくに拉ら致ちされ、危うく他の誰かと結婚させられるところだった。ただでさえ彼女の父に対する想いは言葉では語り尽くせないほどだろうし、これからそんな父の元を離れて国を引き継つぐことになる。その重責を思えば、不安にもなるし涙も零したくなるというものだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。これからは、俺が傍そばにいるから」

　それは噓うそ偽いつわりのないカレルの本心だった。

「……うん」

　カレルの言葉を信じたのかは分からないが、セシリアは子供のように小さく頷くと、カレルの腕をぎゅっと握にぎった。

　二人は大勢の参列者が見守る中、ゆっくりと司祭の元へ向かった。夢の中と同じようにヴィエレビツスドム・ヒト司教領ヴイエレヒトから派は遣けんされたリースハウト司祭である。

「これより新しん郎ろうカレル、新婦セシリアの結婚式を執とり行います。今日このときを迎むかえられたことを女神オルタナに感謝しましょう」

　リースハウト司祭は女神オルタナの教えを浪ろう々ろうと告げると、次に列席者にこの結婚に異議のある者がいるかどうかを聞いた。そして異議がないことを確かめると、ようやく重要な儀式に移る。

「では新郎カレル。宣せん誓せいを」

　リースハウト司祭に促うながされ、カレルは右手を掲かかげた。

「あなたはセシリアを妻とし、病めるときも健やかなるときも、富めるときも貧しきときも、幸せなときも困難なときも、死が二人を分かつまでこれを愛し、慈いつくしむことを誓ちかいますか？」

　一度だけ息を吸い、そして力強く口にする。

「セシリアを妻として愛し、今日よりいかなるときも共にあることを誓います」

「では新婦セシリア。あなたはカレルを夫とし、病めるときも健やかなるときも、富めるときも貧しきときも、幸せなときも困難なときも、死が二人を分かつまでこれを愛し、慈しむことを誓いますか？」

　この光景をカレルは一度夢で見ている。だが、そんなことは関係なく、

「カレルを夫として愛し、今日よりいかなるときも共にあることを誓います」

　セシリアの口からその言葉を実際に聞いたとき、カレルは思った。なんと嬉うれしいのかと。

　セシリアは親同士が決めた婚こん約やく者だ。だが、今は違う。今やお互たがいを愛し合い、こうして夫婦になろうとしているのだと。

「誓せい約やくはなされました。では、誓いの口付けを」

（来た……）

　こればかりは何度目であっても戦せん慄りつする。

　セシリアと正面から向き合う。まずセシリアの顔を覆おおっているヴェールを持ち上げる。少しだけ顔を赤らめているセシリアの顔が露あらわになる。

　胸が高鳴るのを自覚せざるを得なかった。

（やっぱり綺き麗れいだ）

　本当に、こんな綺麗な女性と結婚することになるんだ──とあらためて人生の機き微びを不思議に思う。もちろん責任は重大だ。一人の女性と一つの国を背負い、自分の判断に何千何万、いや、何十万という人々への責任を負わねばならないのだから。

　それでも彼女と結婚できるなら、彼女と共に歩めるのなら、と思ってしまう。なによりも、彼女と離れたくはなかった。

　カレルはそっと自分の顔をセシリアに近づけた。セシリアも夢で見たときと同じように顔をやや上に上げて目を閉じ、カレルの動きを待った。




　唇くちびると唇が触ふれ合う。




　夢の中よりうまくできたような気はした。

「ここに、両名を夫婦と認めます」

　リースハウト司祭が宣言し、式場を拍はく手しゆと、そして傭兵たちが殴なぐり合う音が響ひびいた。

　名残なごり惜おしいがセシリアから唇を離す。

「卑怯よ。あなた二度目なんだもの……」

　顔が離れるとき、セシリアが照れたように、拗すねたように言った。こればかりはその通りなのでなにも言い訳できない。

「では祝しゆく杯はいを」

　二人の元に、二つのガラスの杯さかずきが運ばれる。

　カレルの心臓が跳はね上がった。あの息のできない苦しみが蘇よみがえってくる。

　もちろん、毒殺の首しゆ謀ぼう者しやであったブローム伯は捕とらえているし、毒見などやれるだけの対策は何重にもしてきた。それでも、毒殺の恐きよう怖ふは意外と消えなかった。

　そんなときだった。セシリアの手がカレルの腕にそっと触れた。

「大丈夫。信じて」

　その瞬しゆん間かん、カレルの体から緊きん張ちようがなくなる。

（そうだ。セシリアを信じよう）

[image: ]

　もう毒の酒を飲んで死ぬ夢を、カレルは見ていない。それが事実なのだ。

「二人の若き夫婦に女神の祝福のあらんことを」

　司祭の声を合図に、セシリアと共に中のエールを飲み干す。

　夢の中で飲んだ酒と違い、意外と美味おいしかった。これが毒の入っていない高級酒なのだろうか──なんとなく納得する。

　やがて酒を飲み干すと、セシリアと顔を見合わせ、笑い合う。

　カレルの体に異常が生じることは、もちろんなかった。
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　結けつ婚こん式が終われば宴えん会かいである。

　次期国主の結婚式となれば、国中の人々をもてなす義務がある。こればかりは一種のお祭りのようなもので、多くの領民を喜ばせるため費用をけちるわけにもいかない。結婚式場はもちろんアレンヘム公国全土に祝い酒が配られ、文字通り国中が沸き返ることとなる。

　その一方で、主役であるはずのカレルとセシリアは椅い子すに座ってひたすら挨あい拶さつを繰くり返すだけの人形と化す。仕方ないことだった。次期国主となる新郎新婦の結婚式となれば、立場上祝いを述べに来なければならない有力者はいくらでもいる。そしてその度に、カレルとセシリアは畏かしこまってお礼を述べなければならないのだ。

　当然、摂せつ政しようヴェッセルもその一人だ。

「マリアン女王陛下の代理として謹つつしんでお祝いを申し上げよう。アレンヘム公国は五芒国にとって重要な国。よき後こう継けい者しやが誕生したことを私も心から祝わせてもらおう」

「ありがとうございます。女王陛下にもよろしくお伝えください。我らアレンヘム公国は常に女王陛下と共にあると」

　一通り杓しやく子し定じよう規ぎな会話を終えると、ヴェッセルはカレルの耳元に口を寄せた。

「それにしてもおまえの新妻はいい体をしているな」

　それは恐おそらく王の代理にしか許されない冗じよう談だんであった。

「特に胸回りがいい。あの体はもはやおまえだけのものとなるわけだ。実にうらやましいことだな」

「お、お戯たわむれを……」

「他に誰だれも言えないだろうから私が言ってやったんだ、ありがたく思え。では今後もせいぜい励はげめよ。文字通り今夜からな」

　言いたいことを言って、ヴェッセルは去って行った。

「どうしたの？　何か言われたの？」

　セシリアに問われたカレルは、誤ご魔ま化かさざるを得なかった。

「い、いや……。指導者としての心意気をちょっとな……」

　こうなると意識せざるを得なかった。ただでさえそのときは刻々と近づいていたのだから。

「セシリアさま、そろそろご退出を」

　日が暮れる頃ころ、侍じ女じよの一人がセシリアを呼び出しにきた。

「じゃあカレル。ま、また後で……」

「あ、ああ」

　その言葉の意味が分からない二人ではない。必然的に、会話はどこかぎこちないものとなった。

「そろそろですな、団長」

　余計な言葉をかけにきたのは、トビアス副団長だった。

　普ふ段だんは《狂嗤の団》で一番冷静そうな彼も今日ばかりは酒に酔よっていて、とても冷静さは期待できそうにない。

「とりあえず景気付けに一いつ杯ぱいいっておけ」

　カレルの杯に酒を注ぐのは第三大隊のオルゴ大隊長である。

「おい、やめておけ。ドワーフと違い人間は飲み過ぎると肝かん心じんなときに立たん。ああ、役に立たんという意味だぞ？」

　下品極まりない冗談を口にしたのは第一大隊のマウリッツ大隊長である。

「まあフィクトル総そう督とくの大軍勢さえ翻ほん弄ろうしてきた我らが団長です。女の一人や二人、簡単に調略なさるでしょう」

「フィクトルのクソ野や郎ろうがいつまたやってくるかは分かりませんが、なーに、一日二日は俺たちで時間稼かせぎますから。その間はどうぞしっぽりと」

　部下の軽口は面白いし気が楽になるのだが、どこまで笑っていいか悩なやむところだった。

　誰も触れようとはしないが、前団長にして実父であるランメルト前団長もその方面ではずいぶんと名を上げたという。正直、今日ばかりは自分にその血がしっかりと流れていることを期待したいところだった。

　ちなみに、切り込み隊長は結婚式に出席していなかった。魔ま物ものへの守りを疎おろそかにするわけにもいかないので、彼は境界線へ向かっている。

　ついに日が暮れた。

「そろそろだな。よし、者ども！　放り込むぞ！」

　マウリッツ大隊長の命令で、傭よう兵へいたちはカレルを強引に担ぎ上げた。出席者たちから一いつ斉せいに祝いとやっかみと頑がん張ばれという声がかけられる。

「よせよせ、もう少しゆっくり……うわ！」

　そのまま新婦の待つ寝しん室しつへと、文字通り放り込まれる。身分を問わず変わることのない結婚式の風習だった。

「では、ごゆっくり」

　マウリッツ大隊長がその巨きよ漢かんにまったく似合わぬ笑顔を浮うかべてドアを閉じる。

「騒さわがしいわね。覚かく悟ごはしてたけど」

　当然のように、中ではセシリアが待っていた。

　さすがに花はな嫁よめ姿すがたではなく、カレルがよく知っていた寝ね間ま着き姿でベッドに腰こし掛かけていた。これからなにをするかは当然知っているのだろう、カレルが部屋に入ったときから、その頰ほおはほんのりと紅潮していた。

「よ、よお。今日はお互い大変だったな」

「え、ええ。あなたもね」

　二人平静を装って声をかけ合うが、やや上ずっていたのは仕方のないところだった。

　カレルは無言のままセシリアの隣となりに座った。

　少し気を静めるためにも時間が必要だった。

「なあ、セシリア」

「な、なに？」

　セシリアがびくんと体を震ふるわせる。

「俺は……おまえの夫に相応ふさわしい男になれたんだろうか？」

　そう問うと、セシリアは考え込むようにうつむいた。

「た、多分ね。ほら、今日の結婚式でも、誰も異議を申し立てなかったじゃない？」

　結婚式の儀ぎ式しきを引き合いに出すのはどうかと思ったが、少なくともセシリア本人に反対されなかったことを喜ぶべきだった。

「そうか。そうだよな。じゃあ、あらためて言わせてくれ」

　セシリアの顔を見つめる。セシリアもまたカレルの顔を見つめた。

「な、なに？　あらたまって？」

「実はな、セシリア。俺は……おまえのことを、愛してるんだ。それなりに」

　セシリアは少しだけ不満そうだった。

「なによそれ。それなりにって」

「すまない。だが分からないんだ、おまえが好きだ。おまえを抱きたい。おまえと一いつ緒しよにいたい。だけど……正直に言う、これが愛なのかどうかがよく分からないんだ」

　セシリアはクスリと笑った。

「なんだよ、笑うことないだろ」

「いえ、だって……わたしもあなたと同じだからよ。結婚して愛を育はぐくめ、なんて言われてもなかなかピンと来ないし」

　セシリアの言葉を聞いたカレルは、自分でも呆あきれるぐらい真ま面じ目めな顔になった。

「セシリア。おまえ、今なんて言った？」

「え？　ピンと来ないって……」

「いやその前だよ」

「え？　わたしもあなたと同じ……って？」

「俺はおまえが好きだ、おまえを抱きたいと言ったんだぞ？」

「あ……」

　セシリアは自分でとんでもないことを言ったと自覚したのか、顔を赤くした。だが顔を逸そらそうとも、発言を撤てつ回かいしようともしなかった。

（つまり……。いいってことだよな）

　顔を近づけていく。

　セシリアはカレルがなにをするのか悟さとったのか、うつむき気味になりつつも目を閉じ、カレルの行こう為いを受け入れる体勢になった。

　二人の唇くちびるが触ふれ合う。この気持ちのいい行為を、今後何度でも彼女にしていいのだ。もちろん、それ以上のことも。

　もう止められなかった。カレルはセシリアをそのままベッドに押し倒たおした。

「あっ……」

　セシリアは小さく声をあげたが抵てい抗こうはしなかった。

　左手をセシリアの体の横に突ついて自分の体を支え、自由になった右手でセシリアの腰こしに触れる。

　セシリアは一いつ瞬しゆんだけ身を震わせたが、やはり一切拒きよ絶ぜつはない。

　カレルの手が動く。セシリアの体を這はうように、上へ上へと。

　ついにセシリアの右の乳ち房ぶさに到とう達たつした。もう我慢できないと言わんばかり、カレルの手が乳房全体を包む。少しだけ力を込める。

　セシリアの胸が大きいことは以前から知っていた。あらためてその事実を思い知らされる。カレルの手のひら全てがどこまでも沈しずみ込むようだった。

（なんて柔やわらかいんだ……）

　我ながら童どう貞てい臭くさい感想だと思った。

「ンっ、そんな、カレル……」

　セシリアの口から、これまで一度も聞いたことのないような艶つややかな声がこぼれた。

（もう無理だ）

　堪たまらなくなって、もう一度カレルはセシリアの顔に近づき口付けをした。ただしそれは、これまでのようなただ唇を重ね合わせるだけではない。むさぼるような口付けであり、セシリアもそれをただ受け入れた。




　間もなく、二人は夫婦となる。
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　その頃、フライレヘレンデ・パスランルタイ・フアント自治領・フライスラントのフィクトル総督は、珍めずらしく酒に溺おぼれていた。

「なぜだ……。なぜカレルはああも我らの策を見破れる？　なぜこうもことごとく先を行けるのだ？」

　計画を振ふり返っても、瑕か疵しはなかった。

　事の始まりはカレルが立てている焦しよう土ど作さく戦せんの計画を察知したことだ。それは大軍を動員せざるを得ないフライスラント軍にとっては非常に厄やつ介かいな作戦である。アレンヘム公国の準備が整う前に次の手に出ざるを得なかった。

　だがエレオノーラ王姉の身み柄がらがアレンヘムにある以上、下手に軍勢を侵しん攻こうさせることはできない。打開策は一つ、アレンヘム公国内にいる独立した貴族の要よう請せいで軍を動かすという建前を作ることだ。それならばエレオノーラ王姉の存在を蔑ないがしろにしたことにはならない。

　多額の金を注ぎ込んでいた諜ちよう報ほう活動は功を奏し、三武伯の一人であるコステル伯については調略の目め処どがついた。彼がセシリアに執しゆう着ちやくしているという情報を摑つかめたのである。カレルを排除し、セシリアを褒ほう美びにくれてやれば調略できる可能性は大いに高まった。

　ところがここで思わぬ情報が入る。一つはカレルが時間稼ぎの策として流したであろうエレオノーラ王姉妊にん娠しんの偽ぎ報ほう。そしてもう一つは──〝鉄てつ壁ぺき〟ブローム伯本人からの裏切りの打だ診しんであった。彼は自らフライスラント側に寝ね返がえってもよいと、そう言ってきたのだ。

　ブローム伯は長らく境界線を守り続けてきた家系で、討ナ・デ伐・フイク暦トーリ制定以来という観点で見れば、三武伯の中でも最も功績のある伯はく爵しやく家だ。正直、彼に限っては調略は不可能と見ていたのだが、その当人から裏切りの打診があったのだ。しかも、さぞ高い条件を出されるのかと思いきや、ただ境界線付近まで領地を延ばしてくれという格安なものだった。

　フィクトル総督は、当初はブローム伯の申し出を信じず、罠わなだと考えた。エレオノーラ王姉が妊娠した話並に都合のいい話だったからだ。

　だから試すことにした。ブローム伯とコステル伯の手を結ばせ、資金援えん助じよを行った上で、カレルの暗殺を打診したのだ。カレルさえいなくなればエレオノーラ王姉妊娠の報告が偽であると判明する。そうなればすぐさまフライスラント軍を進軍させ、ブローム伯とコステル伯には望みの褒美を取らせると、そう提案したのだ。暗殺がうまく行けば良し、失敗してもフィクトル総督としては特に損害はないし、ブローム伯とコステル伯が本気で裏切るつもりかも分かる。

　結論から言えば、二人は本気だった。彼らはドワーフ製の猛もう毒どくを手に入れ、カレルに盛る計画を淡たん々たんと進めていた。

　ところがカレルは自身が毒殺されるという兆候をどこからか摑み、調査を始めたのだ。そこでフィクトル総そう督とくは、その事実を利用してブローム伯とコステル伯を追い詰つめた。

「カレルが毒殺計画に気付いたということは、その実行者であるおまえたちの元まで調査の手が伸のびるのは時間の問題。爵しやく位いを剝はく奪だつされたくなければ、今すぐ兵を動かし反旗を翻ひるがえす以外の道はないぞ」

　コステル伯はフライスラント軍の援えん軍ぐんを条件に、武装蜂ほう起きを受け入れた。そこで彼の気が変わらない内に、間道を通らせフライスラント兵を移動させ、彼の居城に入れることに成功した。

　このとき渋ったのはブローム伯だ。

「アレンヘム公に弓を引くという考えは私個人の発案によるもので、家臣たちの総意が得られていない。また自領には多くの《狂嗤の団》が駐ちゆう留りゆうしているため、武装蜂起は不可能だ」と。

　だが、その代わりにブローム伯はとんでもない提案をしてきた。セシリアを拉ら致ちし、コステル伯の居城まで連れて行くと。

　もしそれが可能ならば武装蜂起に勝る功である。そして信じられない話だったが、彼は見事実行し、成功させた。こうなればもう一切の遠慮はいらない。フィクトル総督は、コステル伯の要請に応じるという形でフライスラント軍六〇〇〇を動かし、コステル伯爵領への進軍を命じた。率いるのは次男クンラートである。

　フライスラント軍は二日でコステル伯爵領に移動し、拠きよ点てんとして確保するはずであった。これがうまくいけばアレンヘム公国で進められている焦土作戦を無効化し得る橋きよう頭とう堡ほを確保し、さらにドワーフとの交易を断てる。ほぼ戦略上の優位は確定するのだ。

　にもかかわらず、カレルは寡か兵へいでヘンゲローの街を占せん領りようし、侵攻中だったフライスラント軍の補給を逆に断った。そしてフライスラント軍が後退を余よ儀ぎなくされたところを追つい撃げきして大損害を与あたえ、次男クンラートは捕とらえられた。コステル伯爵領は孤こ立りつを余儀なくされ、降こう伏ふくした。この間、たった二日の出来事である。

「信じられぬ……。今回の策に瑕疵はなかった。なぜカレルはこうも我らの策略を破れるのだ……？」

　エレオノーラ王姉に続き、次男クンラートまで奪うばわれた。こうなるともはやフィクトル総督と言えど次の手は考え出せなかった。それどころか近日行われる評議会で、今度こそ総督の地位を奪われることは必定だろう。

「閣下、一大事にございます！」

　部屋に執しつ事じが飛び込んできたのはそのときだった。

　フィクトル総督と同じぐらい年季の入った執事は、およそ感情を乱すということがない。

　ところがこのときの執事は、見たことがないほどに動どう揺ようしていた。

「一体どうしたのだ？　クンラートが敗北したとの報を持ってきたときでさえ、あれほど冷静だったではないか」

「失礼いたしました。今回ばかりは私も……もう、なんと言っていいのか分かりません」

「落ち着け。一体なにがあった？」

　執事は一度呼吸を整えると、背筋を伸ばしてから言った。

「シナーリー山脈より灰グライズエルフの軍勢が大挙侵しん入にゆう、近きん隣りんの村々を焼き払はらっているとのことです」

「な、なんだとぉ!?」

　フィクトル総督が驚おどろきのあまり叫んだのは、二〇年ぶりのことだった。







　カレルとセシリアは、《アレンヘハイルグ・フアムの聖女ン・アレンヘム》の力で自身が死ぬ未来を見てきた。

　しかしカレルはある疑問を抱いだいたことがある。カレルの死に様こそ何度も大きく変化してきたが、一方でセシリアの未来はさほど変化することもなく、多少の違ちがいこそあれアレンヘム公国内で魔ま王おう軍の襲しゆう撃げきにより死亡するというものばかりだった。

　たとえばカレルが結婚前に死ぬような状じよう況きようなら、フィクトル総督がアレンヘム公国を併へい合ごうすることは容易だったはずなのだ。そんな未来であっても、セシリアは結婚することなく魔王軍の襲撃を迎むかえることになったという。

　その理由が灰エルフの侵しん略りやくによるものだと気付くのは、もう少し先のことである。





つづく










あとがき






　このあとがきは本書のネタバレを含ふくんでおります。できれば本書をご一読頂いた後にご覧頂ければ幸いです。




　さて、というわけであらためて。

　実は初しよ夜やのシーンはもっと具体的なシーンまで完全に書きました（挨あい拶さつ）。




　家と家とが血の繫つながりによって関係性を深め、勢力を強化していった時代というのは現実の歴史でもあったことです。ですが打算的な目的あっての結けつ婚こんに、必ずしも愛があったかというとそうではないでしょう。作中の台詞せりふではありませんが、結婚式の日になって初めて自分の妻つまや夫に会う、なんてことも珍めずらしくなかったはずです。しかもその夫婦にまず求められるのは子供です。カレルとセシリアには多少の時間と機会はあったかもしれませんが、多くの場合ではまず体の繫がりがあり、それから夫婦としての生活を通じて愛というものが育まれたはずです（もちろん愛が生まれずじまいという夫婦もあったでしょうけど）。

　だから──と繫げると暴ぼう論ろん気味ですが、本シリーズを開始するに当たり、筆者はあることを密かに決めてました。血の繫がりが重視される世界を描えがくからには、性的なシーンを切り離はなすべきではないと。その結果として売れ行きが増えようが減ろうが、それは受け入れようと。

　付け加えれば小説、特に群ぐん像ぞう劇というものは主要なキャラクターに起こった重要な出来事を描びよう写しやするものだとも思います。だからカレルとセシリアの初夜シーンは超ちよう全力で書きました。なにせ二人の関係性が大きく変化するシーンですからもうここは書くべきだよねと。なおものすごい余よ談だんですが男性の性器のことはこの世界の発音でも「ペ○ス」と呼びます。

　そしてお気付きのことと思いますが、ボツになり削さく除じよとなりました。まあ保健の授業ですら男女のアレコレについてどこまで解説するか議論になっているのに、何歳の方に読んで頂いているか分からない小説でそこを詳くわしく書くのもどうかという気はします。でもせっかく書いたので一八歳未満の方の閲えつ覧らんを禁止にした上でどこかで公開したいとは思っております。もしこれを読んでいるあなたが一八歳以上でしたら続報にご期待ください。




　さて、ここで三巻の話に移りたいのですが、その前に一点お詫わびです。

　一巻のあとがきで二巻のサブタイトルは『再さい臨りんの魔ま王おうと草そう原げんの灰はいエルフ』になると書きましたが、はい、もうお察し頂けてると思いますが、予告なく変へん更こうとなりました。もし混乱させてしまうようなことがありましたら本当に申し訳ございません。理由はこれまたお察し頂けているかもしれませんが、本当はこの巻で灰エルフの襲しゆう撃げきまでやる予定だったんです。しかし、思ったより動乱鎮ちん圧あつから結婚式まで長引いてしまいまして……。

　というわけであらためまして第三巻は『ファイフステル・サーガ３　再臨の魔王と草原の灰エルフ』となります。筆者的には多分三巻が一番話が動き、もう一人の主役とも言うべきキャラが登場するので大変盛り上がると思うんです。特にカレルやヴェッセルはわりと知略系のキャラですが、三人目は異なります。永遠の寿じゆ命みようを持つと言われるエルフがこうなったらこうなるよね、と結構筆者も書くのが楽しみなぐらいでして、何卒ご期待頂ければ幸いです。発売は冬を予定しておりまして、できれば年内にと考えているのですが……確約できない辺りは何なに卒とぞお察しください。




　とまあ湿しめっぽい話で終わる前に、今回は一つこの場をお借りしましてお礼を申し上げさせてください。他ならぬ読者の皆みなさまに。

　読書コミュニティサイト『読書メーター』などが顕けん著ちよでしたが、大変ありがたいことに一巻を読んでくださった多くの方が「面白かった」というレビューを投とう稿こうしてくださいました。また、ラノベニュースオンライン様主しゆ催さいの『ラノベニュースオンラインアワード』という人気投票があるのですが、なんと本シリーズ一巻が「総合部門・新作部門・新作総合部門」の三さん冠かんを達成しました。

　昨今ライトノベルは本屋さんでの入れ替かえが激しく、発売時に売れなかったライトノベルの多くは売り上げが大きく減ってしまうのが現実です。ですがおかげさまで一巻は発売から一か月以上経たった後も売り上げが持ち直したり、とりわけ電子書しよ籍せきの方でいい数字が出ていると編集部より伺うかがっております。

　おかげで魔王が再臨する前に（打ち切りで）世界が終わる、なんて事態は当面避さけられそうです。どうぞ今後も安心してお買い求め頂ければ幸いです。

　それではまた、三巻のあとがきでお会いできれば本当に幸いです。
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